


















































これはゾンビですか？６




はい、どちらも嫁です
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あなたのロマンはなんですか？

　ロマンはロマンのままで良いと俺は思う。

　秘密基地を作った頃、手にドリルを付けようとした頃、ロボットに乗ろうと思い立った頃——

　俺はロマンを追い求めては怒られてきた。

　そして今、一つのロマンによって未曾有の危機に瀕している。

　——ハーレムってのは、最も叶えちゃいけないロマンなんだ。










「被ひ告こく人にん、相あい川かわ歩あゆむ。入にゆう廷ていして下さい」




　綺き麗れいな声に呼ばれ、俺は『そこ』へ足を踏ふみ入いれた。

　学校の視し聴ちよう覚かく室。

　広い部屋のどこに生徒がいても見えるように、巨きよ大だいなスクリーンが広がり、その前には教材再生用のプロジェクターやビデオデッキなどがある。

　文化祭の時はここで映画の上映会なんかもやってたりしたな。基本的にはなんたら研究会が使う、滅めつ多たに使うことのない施し設せつ。

　そこに、見知った顔がいくつかいた。

　並べられた机。いつもはスクリーンに対して平行に置かれた机が二つ、向むかい合うように縦にされている。

　そう、そこは学校にある視聴覚室に、急きゆう遽きよ、適当に作られた裁判所。そういう意味で、『簡易裁判所』だ。

　俺はその向かい合った机の間。部屋の真ん中にぽつんと置いてある椅い子すに座らされたので、何かを言われるより先に——

「何もやってません」

　ダンダン。

「うっさいしゃべんなっ！　発言は、まだ許可してないんだからなっ！」

　教きよう壇だんには、まるでフランシスコ・ザビエルが着ていたような黒服に身を包んだ、一人の少女がいた。身長は一四五センチメートル。猫ねこのように大きな目と、生意気な口をした中学生ぐらいのガキんちょが裁判長をしている。——こいつにだけは、任せちゃいかんだろ。

　その左右に、陪ばい審しん員いん役だろう人物。俺の同級生が四人と、ウチの居い候そうろうが一人だ。

　裁判長から見て、右手側の席。検事役であろう少女が一人、俺へ声を掛かけてくる。

「名前は？」

　その声は、とても透すき通とおっていた。さっき俺を呼んだのは、彼女だろう。本来ならば裁判長のセリフであるところを奪うばってしまうほど、怒いかり心しん頭とうなのだろう。

　黒くろ髪かみのポニーテール。モデルのようなプロポーションをスーツで覆おおっている。

「いや、今いま更さら——名前を言う必要は——」

　ダンダン。

「ぐだぐだ言うなよなっ！」

　裁判用の木槌ガベルがなかったのだろう。日曜大工のハンマーで印いん鑑かんの朱しゆ肉にくみたいな奴やつを叩たたき、裁判長が叫さけぶ。

　その隣となりに控ひかえていた陪審員の一人。プレートアーマーにガントレットを着けた銀ぎん髪ぱつの少女が、俺にメモを一枚見せる。

『人定質問　答えて』

　彼女に言われたのなら仕方がない。俺は観念して名を名乗る。

「……相川歩です」

「年ねん齢れい、職業。死し刑けいっ！」

　裁判長が舌打ち混じりに聞いてくる。……今、判決が言い渡わたされていたような気がするが、そんなはずはない。——うん。

「一六歳。高校生です」

　ハルナの魔ま力りよくを奪ったクリスを倒たおすために、京きよう子こと合コンをやってから数日経たった。

　今日は十二月十六日土曜日で、学校は休みのはずだったのに、突然呼び出されたと思ったら、何この裁判。

「こんなことしてる場合じゃないだろうに。もっと、クリスを倒すための修業とか情報収集とかやることあるだろ？」

　と呟つぶやいた俺に、ポニーテールの少女が眼を細めて睨にらみ付ける。

「もうすぐ新年です。あなたがこの半年に行ったことの清算せずには、新年を迎むかえることなど出来ません。この裁判は、必要なことなのです」

　どうしても裁判をやらないと気がすまないようだ。——やれやれ。

「わかったわかった。さっさと終わらせてくれよ」

　ポニーテールの少女が資料を手に、立ち上がる。

「では、起き訴そ状を朗読させて頂きます。公こう訴そ事実。——被告人、相川歩はこれまでに数々のセクハラ行こう為いを続けて来ました。そのあまりにも下げ劣れつな行いは、度が過ぎていると言わざるを得ません。——裁判長。死刑を」

「そうやってすぐに死刑を求きゆう刑けいするな」

　ダンダン。

「ファラリスの雄お牛うしで死刑っ！」

　そんなギリシャの恐おそろしい処しよ刑けい器具を用いる裁判なのか。

　ふがいない裁判長に代わり、銀髪の少女が俺にメモを見せ、進行する。

『被告人には　黙もく秘ひ権けんがある　自分に不利になるようなことは　言わなくてもいい』

「はい」もう裁判長変わった方が良くない？

『先ほど朗読された公訴事実は　その通りで間ま違ちがいありませんか？　それとも何か　異議がありますか？』

「えー、私は無罪を主張いたします」

「んじゃ、弁護人。入廷していい感じだ！」

　裁判長に言われ、入ってきたのはボーイッシュな雰ふん囲い気きを持つ少女だった。格好はセーラー服で、持っているのは六法全書ではなく国語辞典だったが——

「相川は変態だけど、断じてセクハラ親父おやじじゃねえ！」

　セーラー服姿の短たん髪ぱつ少女が入廷するや、開口一番大きな声を上げた。

「——って、お前が俺の弁護士かよっ！　心こころ許もとないよ！　ただのアホに弁護させんなっ！」

『それでは　検事　証しよう拠こを提出して下さい』

「はい。……被ひ告こく、相川歩が、いかにイヤらしいゴミのようなカメムシよりも気分を害する肩かたに積もった雲フ脂ケの如ごとき気持ち悪い男であるかを、この証拠で証明したいと思います」

　学校の視聴覚室を裁判所に仕立てたのは、動画を流すためのようだった。

「異議ありっ！」

　ビシッと人差し指をポニーテールの少女に向ける短髪の少女。

「ほえ？　何が？」裁判長も俺も、ぽかんと口を開けていた。

「いや、異議あり！　って言ってみたかっただけだぜ」

　てへ。お騒さわがせしました。みたいにぺこりと頭を下げる短髪少女。

「んじゃ却きやつ下か」

「こいつが弁護するってことに異議があるよっ！」




























　八月も半ばを過ぎた頃、俺は「そろそろ夏らしいことをしたいなー」なんて思い始めていた。この夏は魔ま物もの退治をさせられたり、本当にいろんな出来事が起こったが、どれも『夏らしさ』からは無む縁えんだったからだ。

　夏と言えばなんだろうな——早速俺は、居候に聞いてみた訳だ。

「あたしはカリスマ鍋なべ奉ぶ行ぎようって言われてるんだっ！」

　夏と言えば『鍋』だと言い出したのは、この家で最もワガママな少女だった。彼女は俺の右横でアホ毛を振ふり乱みだしながら、鍋の肉を全て自分の取とりやすい場所に移動させている。お前の肩かた書がきは『魔ま装そう少女』だろうが。

「ハルナ、ポン酢ずを取ってください。ヘルサイズ殿どのはゴマダレにご立腹です」

　目の前に座るポニーテールの美女が忍にん者じやらしい凛りんとした表情でアクを取りながら魔装少女へ言う。ハルナは腕うでを組んでどっしりと構え、ポン酢を取る気配を見せなかった。

「……歩、ポン酢をヘルサイズ殿へ」

　ハルナが動かないのを叱しかることもせず、ポニーテールの忍者、セラが俺に声を掛けた。——なぜ俺が睨まれるのだろうか？

　俺は左横で人形のように動かない銀髪の少女の取り皿へポン酢を注ぐ。瞬まばたき一つしない澄すんだ青い瞳ひとみは、ハルナの方へ寄せられた肉を狙ねらい定めていた。

　草食動物のようにおとなしく、波の立たない水面のように静かで、部屋の中でも鎧よろいや籠こ手てを着込んだ神秘的な少女。彼女はユークリウッド・ヘルサイズ。冥めい界かいと呼ばれる世界からやってきたネクロマンサーで、俺を生き返かえらせた人物だ。

　そう、俺は一度死んでいるのである。

　セラが小皿へ野菜を取り分わける。ハルナはひたすらに肉をかっさらっていた。セラが肉をつかもうとすれば——

「何すんだ。あたしが奉行なんだからなっ！」

　と妨ぼう害がいする。どうやら、彼女の言う『鍋奉行』は鍋を取り仕切る人ではなく、優先的に肉を食べられる特権を持つ人物を指すようだ。

　実際に仕切っているのは、吸血忍者のセラだった。凛とした表情だが、楽しそうに少し口元が緩ゆるんでいたので、声を掛かけてみる。

「お前鍋好きなんだな」

「ええ、駅前の鍋料理屋にも、ちょくちょく顔を出しますよ」

「あー、あそこは美う味まいよな。今度一いつ緒しよにいくか？」

「はっ、冗じよう談だんは顔だけにしてください」

　冷笑を浮うかべ、言葉で俺の心臓を貫つらぬく。彼女の言の葉は、時に刃やいばに変わるのだ。

「とにかく、肉が欲しかったら鍋奉行より肉に相応ふさわしい能力を示すしかないんだ！」

　どういう理り屈くつだよ。偉えらそうに笑うハルナに、セラは少し首を傾かしげながら呟いた。

「そう——ですね。私は、晴れ女と言われます」

　テキトーだな、おい。——考えたけど思いつかなかったのだろう。

「マジでっ！　あの天候を司つかさどると言われる……じゃあ、肉食べて良いよっ！」

　基準がわからねー。ところでセラさん。さっきから俺の小皿にだけ取り分けてくれないのはなぜっすか？

　白菜を頰ほお張ばるユーが、じっと肉を見つめていたことに気づいた。ユーはおとなしい性格だが、肉食なんだ。

「ハルナ、その肉はみんなで食べるもんだろ？　ほら、ユーに肉をわけてやれよ」

「根ね暗くらマンサーは肉食ったってどうせ家でじっとしてるだけだろっ！」

　その言葉に、セラや俺は固まった。ハルナはユーのことが嫌きらいなのだろうか？

　肉を獲かく得とくするためには、セラのように異名を提示する必要がある。そこでユーは愛用のメモ帳を取り出し、文字を綴つづる。

『私は　伏ふく竜りゆうか鳳ほう雛すうどちらかを得れば天下を取れると　水すい鏡きよう先生に言われたことがある』

　それ、ユーは関係なくない？　格好良い異名が並んだけど、全部他人じゃねえかよ。

「伏竜……を得る……伏竜って」ハルナは悩なやみに悩んだ末、

「なんだか知らないけど、とにかくダメっ！」

　手をクロスさせて×を作った。睨にらみ合う二人の少女。セラは「やれやれ」と言いたげな表情で野菜を取りわけている。

　ガントレットに包まれた手が箸はしをつかみ、肉を狙うがハルナに止められる。

　空中でギチギチと音を立てる箸と箸。そのまま動かなかったが、火花でも飛び散らんばかりの攻こう防ぼうが繰くり広ひろげられているのだろう。

　ハルナとユーはどうも相性が悪い。ハルナは魔ま法ほうの国ヴィリエからこの世界にやってきた魔装少女で、ユーは冥界と呼ばれる世界からやってきたネクロマンサー。このヴィリエと冥界ってのは、対立してるんだ。

　敵対する別々の勢力の人間だからこそ、相性が悪いのかもしれない。

　なぜそんな二人がここで鍋をつついているのかを簡潔に説明すると、「突とつ然ぜんこいつら全員が俺の家に押しかけてきた」としか表現出来ない。

　まあ、世界がどうとかは関係なく、ただ性格が対照的なのが起因なのかもな。

　なんてことを考えながら、俺は肉が山盛りにされているハルナの皿をユーのところへ移動させた。

「あ！　こらバカっ！」

　怒いかりにアホ毛を稲いな妻ずまのような形にして、ハルナはぐつぐつ煮にえたぎった鍋の汁しるを、俺の頭にぶっかけた。

「あっつぁったっ！」

　こんの野や郎ろう——鼻にえのきを突つっ込こんでやろうかと模も索さくしていたが、俺はやめた。

　念願の肉を手に入れたユーは依い然ぜんとして無表情ではあったが、俺にはそれが幸せそうに見えたんだ。そんなユーを見てたら微笑ほほえましくて、ハルナを怒おこる気にはならなかった。

　鍋くらい楽しく食わないとな。ハルナはどうしてこう自分勝手で、いつもユーに冷たいのだろうか。やれやれと嘆たん息そくしながら、俺はシイタケに箸を伸のばす。

「歩、あなたの箸を入れないでください！　気持ち悪いっ！」

　驚きに目を見開いたセラの手が、ハエにでもするように俺の手を叩たたいた。そんなに怒らなくても……。

「で、アユムはどんな異名があるわけ？　凄すごかったらシイタケやるかんなっ！」

　俺の場合は野菜でも言わなくてはならないのか。仕方がない、とくと聞かせてやろう。俺は不敵な笑みを浮かべつつ、親指を自分に向けた。

「俺は——ゾンビだ」

「キショい」セラの顔がそう言っている。

　この日、俺の夕飯はコンビニ弁当だった。







　全ての物事には『レア度』が存在する。

　それは、大きく分けても三種類。コモン（ありふれている）、アンコモン（ありふれていない）、レア（希少）で、希少なほど価値がある。

　それは、モノだけではなく、出来事にも適用される真理だと思っている。

　異世界からやってきた魔ま法ほう使つかい『魔装少女ハルナ』と冥界からやってきた『ネクロマンサー、ユー』、日本古来から存在する『吸きゆう血けつ鬼き——の忍者セラ』これらの人物が俺の家に居候している。ことの発ほつ端たんは俺が死んだことから始まるのだが、平たく言えば、『レアな体験』をして、俺は『ゾンビ』で『魔装少女』という『レアなモンスター』になっちまったんだ。ほんと、価値のあるレアな体験だよ。——泣きたい。

　訳のわからないバケモノ退治をさせられたり、こいつらに振り回されたり、レアな体験も慣れてしまえばただのコモン。どんな出来事も希少な体験だなんて感じなくなっていた矢先、実に珍めずらしいことが起こった。

『プールにいきたい』

　セラでもハルナでもなく、ユーがそんな事を言い出したんだ。

　いつも居間でお茶をすすりながらテレビを見ているだけのユーが、どこかへいってみたいというメモを残すなんて、初めてのことだ。ハルナに『家でじっとしてるだけだろっ』と言われたことを苦にしているのだろうか？　——是ぜ非ひ連れていってやりたい。

　しかし、あまりそういうレジャー施し設せつに詳くわしくない俺は、「どこかいいところはないか？」とクラスメイトの織おり戸とに聞いた。

　すると、最近出来たばかりのレジャー施設でレアなイベントを開かい催さいしているということで、俺たちは早速プールへやってきた訳だ。

　温水プール、流れるプール、ウォータースライダー、ウォーターフォールと、一通り揃そろったなかなかのレジャー施設だった。

　室内温水プールのプールサイドで、俺はあのイマイチ寝ねにくいプラスチックのデッキチェアに寝そべり、ユーの着き替がえを待っている。

「相川ぁ……なんだよその格好。最悪だな、お前は」

　ツンツン頭の髪かみ型がたにメガネを掛けた冴さえない男『織戸』が、やれやれと首を振りつつ俺を見下ろしていた。その格好は絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに指定されている『白馬の王子様』に酷こく似じしており、気持ち悪くて堪たまらない。こいつは俺のクラスメイトで、正しよう真しん正しよう銘めいレア度が低い、ただの『人間』だ。場所を知っているのがこいつだけだったから連れてきた。それだけ。

「プールで水着なのが、なぜ悪い？」

　ここで行われているレアイベントというのは、仮装パーティのようなもので、監かん視し員いんや売店の店員までコスプレをしている。ビキニアーマーや裸はだかエプロンに近い格好の人間までプールを楽しんでいた。

　だからと言って、絶対にコスプレをしなくてはいけない訳じゃないだろ。

　ちゃんと概がい要ようを聞いておくべきだったな。コスプレイベントだと知っていれば、こんなところには来なかった。

　でもまあ、そのままプールへ入っても怒られないのか。ちょっと楽しそうかな。

「相川相川、ここで楽しまないとコスプレする機会なんかないぞ？」

　なるほど、彼らにとっては、コスプレをするという行こう為い自体がレアな体験のようだ。

　だが、俺は——俺にとってコスプレをするのは——ああ、涙なみだが出そっちぇうわばっ！

　俺の腹筋を鍛きたえようとしたのか、バスケットボールぐらいの大きさをしたビーチボールが腹の上に投げつけられた。これほど唐とう突とつな攻こう撃げきを仕し掛かけてくるのは一人しかいない。

「アユムーっ！　ここすごいんだけど！」

　栗くり色いろの髪かみにネコのような大きく丸い瞳。一四五センチしかない背の小さな少女が「にっ」と口を弓の如ごとく曲げていた。

　いつもの俺ならば、「ハルナ、何をしやがる」と怒ど声せいを上げていた。

　しかし、俺は息を吞のむ。水着の上から短パンを履はいたその少女に、ついつい見み惚とれてしまっていたんだ。

　栗色の髪のてっぺんでピコピコと揺ゆれるアホ毛。短パンの後ろからひょこひょこと動く長い尻尾しつぽはコスプレ用なんだろう。

　白い肌はだはいつもより輝かがやいていて、肉づきの少ない腕うでや、小さなお尻しり。柔やわらかそうな太ももとふくらはぎも、その身長に相応の魅み力りよくが溢あふれ出していた。

　そして、申し訳なさそうに控ひかえめな主張をする胸が——あれ？

「な、なんだよ。ジロジロ見すぎだろっ」

　胸の前で腕をクロスさせ、天空ペケ字拳でも繰り出だしそうなハルナが、じと～っとした目で俺を見る。まあ、上から下まで舐なめ回すように見ていたのだからこの態度は仕方がない。今だって、胸元しか見ていないからな。

「お前、そんなに胸あったっけ？」

「よ、寄せて上げてんだよ！」

　あーなるほどー。頰ほおを染めて口を尖とがらせるハルナを見ていると、怒る気も失うせた。

「でも貧乳だよなー」

　織戸の何気ない一言。そこまでは別に関係ない。そこでやめておけばよかった。

「貧乳って、希少なのに価値がないよなー」

　哀あわれみを帯びた視線。それが致ち命めい的てきだった。織戸の王子様衣装の肩かたに手をやり、

「バカにすんな————っ！」

　ばりばりと音を立てて、一片の容よう赦しやも見せずに左右へ引きちぎられる。織戸は強ごう姦かんにあった少女のように体を抱だき、泣なき崩くずれた。

「か、貸衣装なのに……」

　泣く理由はそこか。ハルナを怒るべきだが、貧乳を甘く見た織戸に同情の余地はない。

「あたしは貧乳なんてもんじゃない！　そんなチャチなもんじゃないんだ！」

「じゃあなんだよ」

「え？」目を丸くしたハルナは少し悩んだあと、片手を腰こしに当てて、強く握にぎった拳こぶしでガッツポーズを見せ、とても満足そうな表情で、

「低脂し肪ぼう乳だっ！」

　……貧乳よりは体に良さそうではあるか。不敵な笑みを浮うかべたハルナが、「あっ」と小さな悲鳴を上げる。ハルナの視線を辿たどると、そこにスクール水着の少女がいた。

　俺をゾンビに変えた可愛いネクロマンサー。そのお姿は、いつもと少し変わっていた。

　コモンだな。スクール水着なんか、ありふれている。だがそこに銀ぎん髪ぱつが加わればアンコモン。そして——ガントレットが加われば、レアと化すっ！

　その少女の姿は、太陽の光よりも強く俺の目に焼き付いた。

　銀色の髪をなびかせ、無表情の少女が佇たたずんでいたんだ。

　ふわりと広がるさらさらの銀髪。無表情だがほんのりと赤みを帯びた耳たぶと頰。小さくか弱い腕に、ガントレットというギャップ。あどけなさが残る体を包むスクール水着のなんと神こう々ごうしいことかっ！　何よりも『ゆー』と書かれた小さな膨ふくらみが俺の頭をトリップさせる。

　ひんぬーっ！　ファイっ！　オーっ！　ファイっ！　オーっ！　ファイっ！

　そもそも、特とく殊しゆな力を封ふうじるためにガントレットを外せないユーは、普ふ通つうのプールでは泳がせて貰もらえない。

　コスプレイベントなんてものがなかったら、この姿は拝めなかっただろう。

　ああ、なんて素す晴ばらしいんだ。スーパーレアって奴やつだ。超ちよう希少という言葉の意味はわからんが、価値は高い。

「勝ったなっ！」

　誇ほこらしげな笑みを浮かべたのは、ハルナ。その大きな瞳ひとみは『ゆー』と書かれた胸元を見つめている。ユーは無表情のまま、胸を隠かくすように腕をクロスさせた。

　ああ、恥はずかしがっているユーなんてのも最高だ。今ならセラに変態だと罵ののしられても構わないね。ところでプレートアーマーは？　あれを外してしまって大だい丈じよう夫ぶなのか？

「はん！　あたしに勝とうなんて、スリーカップ早いって話だっ！」

　百年早いみたいな言い方で言うな。そんなに差もないだろうが。勝かち誇るハルナが腰に手を当てながら仰のけ反ぞらんばかりに背中を反らせ、天高く笑い飛ばしたとき、ざぱっと水音がして、俺たちは視線が釘くぎ付づけになった。

　ここで言う「俺たち」は、この温水プールに来ているほぼ全ての人間を指す。

　それほどの視線を集中させるほどに、その肢し体たいは見事なものだった。

「ヘルサイズ殿どの、やっと参られましたか。よくお似合いですよ」

　水に濡ぬれた黒くろ髪かみと、美しい体を持つ吸血忍にん者じやが、プールから上がってきたのだ。

　口を開けて放心する織戸とハルナ。

　濡れた髪を搔かき上げたセラは、タオルを取るために上体を——おおおーっ！

　服を着ているときに比べて、やけに大きく見える胸。いや、胸の大きさよりも全体のバランス。鎖さ骨こつの部分から谷間、腰のライン。引ひき締しまったスレンダーな体に、ほどよい場所に肉のついた、まるで絵に描えがいたような美しさだ。

　貧乳派や巨きよ乳にゆう派、様々な派は閥ばつがある中で最も強いのは『美乳派』だ。レア度はアンコモンではあるが、その価値はレアに匹ひつ敵てきする。

　吸血鬼はみんな美しい姿をしているという噂うわさがあるが、どうやら本当らしい。

「負けたな。一いつ切さい合がつ切さい負けたな」

　織戸がハルナへ目をやり、嘲ちよう笑しようする。ハルナは織戸の破れた王子様の服を一度正し、気合いの言葉と共に上下へ引き裂さいた。

「あ、あんなのっ！　寄せて上げてるだけなんだからなっ！」

『それはハルナじゃないの？』

　ユーのツッコミをハルナは無視する。いつもならこんなツッコミを入れたりはしない。ユーはもしかして、胸の大きさでハルナに負けてしまったことが悔くやしいのか？

　セラは一人理解出来ずに首を傾かしげていた。

「何のお話でしょうか？」

「お前の体がエロいって話さ」

「——歩、セクハラです。セクスタントでハラキリの方です」

「六ろく分ぶん儀ぎでどうやれとっ！」

「心配すんなっ！　あたしが介かい錯しやくしてやるからっ！　チリも残さない感じに！」

　ここぞとばかりにハルナがアホ毛をピコピコさせるのを、俺は無視した。

　早速写真に収めようと、織戸がカバンからカメラを取り出しながら言う。

「ところで相川、どうして急にプールなんかへ来たがったんだ？　お前、プールの授業全部休んでるだろ？」

「ユーがいきたいって言ったからだ」

　俺は優しい笑顔をユーに向ける。ハルナじゃなくてユーがいきたいと言うんだったら、何ど処こへでも連れていってやるさ。俺はゾンビなので、太陽光を浴びると意識を失ってしまう。だから学校のプールも入れない。それでもユーの初めての願いを叶かなえてやりたかったから、俺はわざわざ天候が曇くもりになる日を選んだ。——しかし、だ。

『私は　そんなこと言ってない』

　え？　俺はユーが差し出したメモを二度見した。——どういうことだ？

「私はてっきり、ハルナがいきたいと言い出したのだと思っていました」

　腕を組んだセラが人差し指を唇くちびるに乗せる。確かに、こういうのはハルナが言い出すな。

　まさか、あのメモは——

「アユム、知ってる？　ここにはな、ネッシーっていうレアモンスターがいるんだ！」

　ハルナが偽ぎ装そうしたものだったのか！　自分が言ったところで俺が取り合わないことを計算に入れて、ユーの字体を真ま似ねた！　変なところで才覚を発揮するなよ！

「お前が、ユーのフリをしたんだな？」

「今いま頃ごろ気づいたの？　少しは頭使えよなー。根暗マンサーがいきたいなんて言うわけないじゃんか。にゃはは、ネッシーは必ずあたしが捕つかまえてみせるっ！」

　全ては、この天才魔装少女の計算通りだというのかっ！

「お前もよく考えろ。ネッシーってのは、ネス湖にいるからネッシーなんだよ。こんなところにはいない」

「い、いるもん！　絶対にいるんだっ！」

　何を根こん拠きよにそう言ってるんだ？

　嵌はめられたのは癪しやくに障るが、来てしまったものは仕方がない。

　面めん倒どうくさいので、俺は溜ため息いきを一つ吐ついてハルナを無視し、プールを楽しむことにした。







「うきゃああ————————————」

　鼓こ膜まくを食い破らんとする少女の叫さけびが、だんだん近づいてきた。

　俺はビート板を持ち、ユーのバタ足の練習に付き合っていたのだが、身の危険を察知して方向転てん換かんする。

「————————————————っ！」

　ざっぱーん。——それ以外の表現を、俺は知らなかった。

　ウォータースライダーから南斗人間砲ほう弾だんのように飛び出したハルナは、俺たちのいるプールへ飛び込んできたのだ。

　降り注ぐ温水。ユーは立ち上がり、俺と一いつ緒しよに呆あきれた様子でハルナを見ていた。

「いちいち、こっちへ飛んで来るな」

　さっきから、何かと俺のいるところへ飛びこんでくるんだ。そのたびに水みず飛沫しぶきと水面を叩たたく音でユーの泳ぐ練習が邪じや魔まされる。

「アユム！　ヤバいよここ！　めちゃ楽しい！　絶対ネッシーいるなっ！」

　だからネッシーはいねえよ。仮にネッシーと同じ形をした生物がいたとしても、ここはネス湖じゃないからネッシーじゃねえよ。という説明を何度もハルナにしたのだが、

「ガウ・ハ・ネッシーとかいないかな～」

　全然聞いてくれない。馬の耳に念仏でダメなら、何を聞かせれば良いんだ。

　そして、ガウ・ハ・レッシイだろ。ネッシーじゃねえよ。

　もしかして、こいつはネッシーが何種類もいると考えているのではないだろうか？

　なるほどー。犬や猫ねこのように、たくさんのネッシーが存在し、その中の一つが、このプールに——いるわけねえよ。

「あ、あれってネッシーじゃない？」

　馬ば鹿かな人間ほど声が大きいと聞くが、ハルナを見ているとそれがよ～く理解出来る。楽しくて仕方がないんだろうな。こいつのいた世界には、プールはなかったのだろうか？

「あれはウォータースライダー。今お前がすべってきただろ？」

「ん～、もっかいやんないとわかんないなー。アユム！　一緒にいこっ！」

　ハルナは首を捻ひねりながら俺の腕うでに手を回す。お前、さてはあれがネッシーでないことをわかってるだろ。

　コアラのように抱きつかれ、俺はやれやれと脱だつ力りよくしていたのだが……ふにん。と柔やわらかな感かん触しよくが腕を刺し激げきしたので、俺は咄とつ嗟さに腕を引き抜ぬいた。

「一人でいってこい。俺は忙いそがしいんだ」

　ほんと、びっくりした。寄せて上げただけで、あれほど存在感が増すものなんだな。

「なんだよー。じゃあ根暗マンサー一緒にいこっ！」

　頰ほおを膨らませたハルナへ犬を追おい払はらうように手を払う。妙みような探検にユーまで巻き込むな。

「一人で、いってこい」

　一人でという部分を強調すると、べーっと舌を出したハルナはウォータースライダーへ駆かけだしていった。ガキみたいに怒おこるなよ。



















　ユーは俺の顔を見上げる。無表情のままだったが、ビート板に置いたガントレットの手はギュッと拳こぶしを作っていた。

　俺の中の脳内ユーは、こう言っている。『ハルナのところへいっちゃうの？』

　実際、表情を変えないユーの気持ちを知ることは出来ないが、俺を見上げる青い瞳は、どこか寂さびしさを帯びている気がする。

　それに俺自身、ハルナに振ふり回されるよりはユーとのんびりしていたい。

「さ、続きをやろうか？　だいぶ真まっ直すぐ進むようになってきたし、これならすぐに泳げるようになるさ」

　銀色の髪かみの上にポンと手を置いて、俺はうんうんと頷うなずいた。腕に残るハルナの温ぬくもりを忘れるため、ユーに意識を集中させる。

　ユーはビート板に腕を伸のばし、バタバタと足を動かす。普ふ段だん見ることの出来ない必死な姿は、とても愛らしい。

　うーん。どうも動きが少ないんだよな。頑がん張ばってるのはわかるんだが、もう少しダイナミックにやれば、すぐに泳げると思う。

　ばしゃばしゃとニーソックスにコーティングされたユーの細くて可か憐れんな足が水を叩く音を聞きながら、俺はちらりと視線を移す。

　プールサイドで、メイド服に身を包んだセラが注目を浴びていた。一通り泳いで満足したのか、今はコスプレを楽しんでいる。セラは結構コスプレが好きなんだな。俺が魔装少女のコスプレ衣装をまとったときは、いつも非ひ難なん囂ごう々ごうなんだが。

　織戸はセラの姿をカメラに収めることに命を懸かけているようで、一眼レフカメラを駆く使しして、あらゆる角度から撮さつ影えいしていた。

　セラはそれがとても不ふ愉ゆ快かいなようで、我が慢まんの限界を超こえたのか、織戸の頰を無言でひっぱたいた。無言での一いち撃げきはきっついよなー。まだ「この燃えないゴミ袋ぶくろが」とか「この毛虫の毛の部分が」とか罵ののしられて叩かれた方がマシだ。

　さすがに失意のどん底に落とされた織戸は、俺とユーのところへとやってきた。

「織戸。ちゃんと断ってから撮とらないと」

「一枚いいっすか？　って、ちゃんと言ったんだけどな」

「へえ。セラは何て？」

「セラさんは、荒こう野やに咲さく健気けなげな一輪の花を踏ふみつぶしたような顔で」




　——いやですけど？




「って言ってた」

　どういう表情をしてたんだ？　バカにしてたのか、楽しそうにしてたのか。

「一○対〇でお前が悪いじゃねえか。——わかったから泣くな」

「でもな、相川。見ろよあの麗うるわしきメイド姿を！　もう俺、今日は死んでも良い」

　メガネの奥にはキラキラと輝かがやく瞳ひとみがある。涙なみだでキラキラしているのかも知れないが、それでも——気持ち悪い。

　バタ足をやめたユーは疲つかれたのか、プールから上がり、ガントレットに包まれた手で織戸の頰を叩く。踏んだり蹴けったりだな。実際は叩かれたり叩かれたりだけど。

　織戸はなんで叩かれたのかがわからない様子だったので、俺が説明してやる。

「ユーは『軽々しく死んでも良いなんて言葉を使うな』とご立腹だ」

　俺の言葉に、ユーは強く頷き、足だけをプールへ浸つけて腰こしを下ろした。その姿はまるでスク水を着たマーメイドの妖よう精せいのネクロマンサーの女神。

　ユーの言葉には力が宿ってしまう。だから、一言も喋しやべることが出来ないんだ。そんなユーだからこそ、言葉の重さを重視する。

「そうだな、ごめん」

「まあ、写真くらい、俺からも頼たのんでやるよ」

　俺も欲しいからな。——セラの写真。織戸はカメラをユーに向け、脇わきを締しめる。

「——写真、一枚いっすか？」

　人差し指を立てた織戸にユーが一つ頷くと、ここぞとばかりにユーの水着姿をバシャバシャと撮る。

　——この写真もあとで貰もらおう。







　ハルナのネッシー捜さがしは、いよいよ佳か境きように入っていた。

「あれがネッシーかっ！」フランクフルトを二本購こう入にゆう。

「さてはあれだなっ！」ソフトクリーム（バニラ）を購入。

　そこら中にあるものをネッシーだと決めつけて、俺たちのところへ持ってくる。

　ハルナはネッシーがどういうもので、なぜネッシーと呼ばれるのかが未いまだにわかっていないようだ。

　俺たちは昼食を取ることにして、流れるプールの隣となりで集まっていた。

「あーもうっ！　どれだよっ！」

　フランクフルトの棒でドラムでも叩くようにテーブルを叩くハルナ。口くちの端はしについていたクリームをぺろりと舐なめとった。

「売ってるものはとりあえず違ちがうだろ？　気づけよ。ネッシーなんてレアなものがそこいらに売ってるわけないだろ」

　俺はここに来る前にコンビニで買っておいたエビマヨの手巻き寿ず司しを頰ほお張ばりながら、ハルナを構ってやる。

「さてはアユム、あたしをバカにしてるだろ？」

「あ、そこには気づいたんだ」

「バカっ！　アユムなんか、ファン・ニステルローイに蹴られろっ！」

　ファン・ニステルローイほどのサッカー選手に蹴られるなら本望だわっ！

　アホ毛をピンと張はり詰つめて怒いかりを露あらわにしたハルナは、大おお股またでどこかへ走り去った。

「全く、相変わらずわからない奴やつだな。ネッシーなんていないのに」

　肩かたを叩かれて振り向むくと、ユーが寂しそうにヤキソバを見つめていた。

　紅ショウガを山盛りにしてもらったヤキソバに手を付けず、無表情のまま俺を見上げる。声をかけようとしたところに、さっき駆け出していったばかりのハルナがテーブルに飛び込む勢いで帰ってきた。

「見つけた！　アユムあっちにいた！　いくぞっ！」

　そんな言葉を何回聞いただろうか。どうせまた別のものを間ま違ちがえてるに決まっている。

「一人でいってこいよ、もう」

「ネッシーなめんな！　すっごいでかいんだ！　レアモンスターなんだからなっ！」

「お前、さっきフランクフルトのことをネッシーとか言ってただろうが」

「あれは……食べたかっただけだっ！」

　やっぱり。すんなりと真実を述べやがったな。ということは、ウォータースライダーも遊びたかっただけなんだろうね。

「ちょっといってくる！　ね……根暗マンサーも、一緒にいくか？」

「だからなんでそうユーを巻き込もうとすんだよ。一人でいってこい」

「アユムのバカっ！　照り焼きチキンバーカっ！」

　獲え物ものを発見した猫科動物のような俊しゆん敏びんさで、ハルナはいってしまった。あのはしゃぎっぷりを見ていると、子供の頃ころによくやった冒ぼう険けんごっこを思い出す。それにしても、いつも以上にガキみたいな怒り方をしてるな。——何が気にくわないのか。

「ユー、ヤキソバ食べないのか？」

　ハルナのことより、ユーが気になる。今日はどうも様子がおかしいんだ。

　スクール水着にガントレットという見た目がおかしいという訳でなく、表情がおかしいとかでもない。

　ハルナとユーは対照的だが、共通点がいくつかある。背がちっさいことと、負まけず嫌ぎらいなところ、そして——大食らいなところ。

　ヤキソバに手を付けないなんて、どう考えてもおかしい。紅ショウガも多めにしてもらったんだぞ？　店員さんも「え？」って顔するくらいに、だ。

　なのに、無表情のまま人形のように動かない。ハルナの件で責任を感じているにしても少し変だ。落ち着かないというか。

「どうした？　思い詰めてるように見えるが」

　トントン。テーブルが叩たたかれて、ユーがメモを残す。

『ハルナは　私のことを嫌っている』

　そんなことないさ。俺はそう言ってやりたい。——だが、そう言える自信がなかった。

「なあ、ユーはハルナのことをどう思ってるんだ？」

　そんなことを聞かれるなんて思ってなかったようで、ユーはボールペンを持ったまま固まってしまった。少し間をあけてから、

『この気持ちの表現方法がわからないけど　嫌いになって欲しくない』

「ユーはハルナと友達になりたいのか？」

『そうかも』ユーはそこで一回ペンを止めて俺の目を見ながら、

『[image: そ][image: う][image: か][image: も]　友達になりたい』

　青く澄すんだ目には、強い決意が燃えていた。

「お前がそう思ってるなら、なれるさ。あいつはああ見えて、結構寂しがり屋やだからな」

　俺は「ははっ」と笑い声を上げる。だが、ユーは視線を落としてしゅんとしていた。

「他にも気になることがあるのか？」

『鎧よろいがないと　魔ま力りよくの流動が抑おさえられない』

　魔力が抑えられないと運命が変わるんだっけ。ユーが無表情なのも、感情と共に魔力とやらが激しく動いて、周りにいる人間の運命が変わってしまうからだそうだ。

　俺がゾンビになってしまったのも、さらにその上ハルナと出会い、魔装少女なんてものになってしまったのも、ユーが魔力を抑えられなかったからだとか。

　だから、ユーは感情を出すことが出来ない。

　鎧じゃなくスク水を着ている今は、それに関係なく運命が動いてしまう。だったら——

「じゃあ、いっそのこと楽しんでしまえばいいんじゃないか？」

　俺は満面の笑みをユーに向けた。

『そんなことをしたら　被ひ害がいが広がるかも』

「ご心配なさらず。私たちがいますから。——信じて下さい」

　セラがちらりと俺の顔を見る。鎧を脱ぬぐように言ったのは、セラだな？　グッジョブ。俺はセラへ親指を立てた。

　セラの言葉を受けて吹ふっ切きれたのか、手品のように、ヤキソバが一いつ瞬しゆんで消え去った。口がもぐもぐと動いているので、瞬しゆん間かん移動した先はユーの口の中だろう。

『結構なお手前』＝『美お味いしかったぁ』

　口元を拭ふき、ふむふむと頷うなずいている。俺は元気を取とり戻もどしたユーのメモ書きを、可愛く脳内変へん換かんさせた。

「さあ、飯も食ったし、泳ぐか」

「すぐに動くと脇わき腹ばらにきますよ？」

　そうだな。少し待つか？　ユーが俺の手を取り、指さしながらいつもより強く頷いた。

『行雲流水の如ごとく』＝『流れるプールでのんびりしたいなー』

　指が向けられた場所は流れるプールだった。なるほどなるほど。流れるプールなら、それほど激しい運動もしないだろう。

「あー、そうだセラ。お前、写真を撮られたくらいで怒おこるなよ」

　立ち上がり、体をほぐすついでにセラへ声を掛かける。セラは俺を睨にらみ付け、『こごえるふぶき』でも吐はき出すように声を出した。

「スカートの中まで覗のぞかれたのに、ですか？」

「どうせ水着だろ？」

「パンツでなければ、恥はずかしくないとでも？」

　無む駄だに説得力がある。恥ずかしかったから織戸へ無言の攻こう撃げきをしたのか。

「悪かったよ。お前が正しい」

　すまん、織戸。俺にセラは倒たおせない。

　——あれ？　そういえば織戸は？

　辺りを見回してみるが、それらしい人ひと影かげはない。みんなの荷物が置いてある場所には、さっきまであいつが持っていたカメラが置いてある。

　どこにいったんだ？　あいつのことだから、ナンパでもしてるのだろうか。

　いや、ここに美少女が集合してるじゃないか。あいつは水着を着た美少女と一いつ緒しよに食事をするチャンスを見み逃のがすような奴じゃない！

　まさか、なにか事件に巻き込まれたのか？

　ユーが鎧を脱いでしまったことで運命が変わり、あいつの身に何かがあったんじゃ？

「ちょっと、織戸捜してくるわ。ユーは先にいっててくれ」

　こくりと頷いたユーに「じゃ」と手を振ふって駆かけ出す。

　イヤな予感がする。なにかに襲おそわれたりしないだろうな？

　俺は険しい顔のまま、プールサイドを駆け回る。

　しかし、それらしい人影を見つけることは出来なかった。急ぎ気味に捜したから見逃したのだろうか？　先に帰っちまったのか？

　なにか事件が起きている様子もなかったし、水中深く潜もぐっているなら捜しようもない。

　仕方なくインフォメーションセンターへいき、迷子の放送をかけてもらった。

　まあ、そのうちひょっこり現れるだろう。







　ユーと一緒に流れる水に身を任せ、俺たちはのんびりと浮うき輪わにつかまりながら、涼すずしげな曇くもり空ぞらを眺ながめる。太陽の光はすっかり雲に吸収され、今にも雨が降りそうな天気。しかし、夏の暑さは変わらない。

　相変わらず、織戸は姿を現さなかった。全く、どこをほっつき歩いているのやら。

　とそこにハルナが大おお慌あわてで帰ってきた。

「アユム！　ターゲットを補ほ捉そくした！」

　アホ毛がやけにピコピコしている。よっぽど楽しいんだろうね。

　今度は何をネッシーだと勘かん違ちがいしてるのか。こんなレジャー施し設せつにいる生物なんざ、人間くらいなもんだが——

　……まさか、ターゲットは人間？

「ハルナ。ネッシーは人じゃないからな？」

「はあ？　あんたバカ？　ネッシーが人な訳ないだろっ！　いくぞっ！」

　よかった。人様に迷めい惑わくは掛けていないようだ。……いや、掛けてるんだろうな～。

「だから、一人でいってこい」

「なんだよなんだよ！　アユムのバカ！」

　大きく肩を動かしながら、ハルナはどこかへ去っていく。——やれやれ。

「いこう！　根暗マンサーっ！」

　ってこら！　なんでユーを連れていこうとするんだよっ！　今日のハルナはどこかおかしい。なんでそうユーを巻き込むんだ。

　それに、ネッシーなんてどこにもいねえよ。

　——全く。……ん？

　今、何かが横を通り過ぎたような。首の長い——

　辺りを見回すが、そこには何もいない。

　俺も今日はどうかしているのかな。——あれは幻げん覚かくだ。

　そうに違いない。こんな場所に——ネッシーなんて。

　目を凝こらして進行方向を見てみると、ぷかぷかと首の長い巨きよ大だいな生物が、流れるプールを流れていた。俺は目をごしごしとこすり、目を細めて観察する。

　ありゃ、本当にネッシーか？　俺は視界から消えようとしているネッシーを見て、首を傾かしげた。どうも違うようにも見える。ネッシーと言われればネッシーだが、なんだあの手作り感。誰だれかが、ネッシーのコスプレをしているような……

　そうだ！　それが一番しっくりくる表現だ！　あるいは、ぬいぐるみや浮き具の一種だろう。

　ハルナはあれを狙ねらってるのか。……って、ハルナはあれを狙ってるのかっ！

　俺が呆ぼう然ぜんとしている間に、ハルナはユーの手を引いて、プールサイドを走っていた。

　しまった！　ハルナは声を掛けたぐらいで止まらない！　くそっ！

　俺がプールから上がろうとしたときだ。

「歩、一緒に泳ぎませんか？」

　耳を優しく撫なでるような甘い声が聞こえた。ナースの格好をしていたセラが艶なまめかしいストッキングをスルスルと脱ぎながら、俺に囁ささやいてきたんだ。

「え？　あー、ええっとだな」

　これもまたレアな現象だった。セラが俺と泳ぎたい？　どういう風かぜの吹き回まわしだ。

　俺の中には今、ハルナを追わなくてはいけない使命感が炎ほのおとなって燃えている。

　しかし、ナース服をぬぎぬぎする絶世の美女が——

「私では、不足ですか？」

　と寂さびしそうな声を出したんだ。——炎なんて、一瞬で吹き消されたね。

　まあ、ユーがいるから、そんなにハルナも暴走しないだろう。——うん。

「いいや。じゃあ、たまには一緒に泳ぐか」

　手を差さし伸のべると、白くて美しい手が乗せられる。こうして手を取るだけで脳のう細さい胞ぼうを破は壊かいされそうだ。これが悩のう殺さつって奴やつだろう。ゾンビである前に健全な高校生な俺が、ナイスなバディをしたお姉さんの誘さそいに抗あらがうことなど出来るだろうか？　出来るわけがない。

　隣となりのプールに移った俺とセラ。セラと手を繫つないで歩くだけで、周りから羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられる。

「では、競争しましょう。私を捕つかまえられたら——」

　悩なやましげに唇くちびるが動く。俺が「なにかご褒ほう美びでもあるのか」と口に出そうとしたら、それを察知して人差し指を俺の唇に乗せた。そして、ふっと小こ馬ば鹿かにしたような笑みを零こぼす。

「では、いきますよ」

　そう言って、セラはプールへ飛び込む。——なんだ、その期待させるような行動は。

　俺はハルナのことなんか気にせず、そのあとを追うようにプールへ飛び込んだ。高校生の欲よく望ぼうを剝むき出だしにして。

　だが、一向に追いつけない。——あいつ、水の中でも速いのか。さすが忍にん者じやだな。

　ちらりと流れるプールへ目をやる。そこではハルナとユーが二人がかりでネッシーをプールサイドへ引き上げようとしていた。

　だが、あと少しで持ち上がるってところでユーの手が滑すべり、ネッシーは水しぶきを上げてプールへと落ちた。水の中へ帰ることが出来たのにもかかわらず、溺おぼれたように暴れるネッシー。大だい丈じよう夫ぶか？　あれ——

　俺が呆然と眺めていると、セラがこちらへやってきた。

「どうかしましたか？」

「いや、ハルナが——」

「——やはり、私では不足だと言うのですか？」

　セラの様子がおかしい。なんだこの可愛らしい反応は。さてはこいつ、何かを企たくらんでやがるな？　魅み力りよく的な肢し体たいに、危うく思考が吹き飛とびそうだったが、俺はゾンビなので、殺された脳細胞が再生してくれたようだ。

「やっぱり、ユーたちのところへいってくるわ」

「そうですか。私はもう一泳ぎしていますね」

　寂さみしげな表情でくるりと後ろを向いたとき、俺は、セラの水着の紐ひもが危ないことに気づいた。ちょうちょ結びの輪が、すでに一つなくなっている。今にも解ほどけそうな勢いだ。

　なんというイヤなフラグだ。

　もし、はらりと水着が取れてみろ。当然ここにいるみんなが釘くぎ付づけだ。そんなことになったら——エーゲ海すら真っ赤に染まるぞ。

　こういう惨さん劇げきを臭におわせるフラグはへし折っておかないとな。

「セラ、ちょっと待ってくれ」

「ん？　どうしました？」

「いや、そのままの姿勢で良い」

　水着の紐ひもが解ほどけそうになってるぞ。なんて指し摘てきしたら、セラも恥ずかしがるだろう。ここは紳しん士し的に何も言わずに紐を直してやるのが男ってもんさ。

　俺はこう見えて手先の器用さには自信があるんだ。一秒と掛からずにちょうちょ結びを作り直してみせる。よほどのことがない限り、セラに気づかれることなく、ちょちょいっと仕上げてみせるさ。

　紐をつかんだとき、それは聞こえてきた。

「捕ったど————っ！」

　目を向ければ、アホ毛の少女が拳こぶしを天高く突つき上げている。

　俺は、その光景をただ口をあんぐりと開けて眺めていた。

　にゃははは。大笑いでネッシーの首にヘッドロックを仕し掛かけている。

　そこは、別段どうだっていい。

　問題なのは——

「これは、ブチネッシーだな。オハイオ州に生息」

　オハイオ州に生息している奴が、なぜここにいるんだよ。

　いや、そこも至し極ごくどうだっていい。

　問題なのは、そのブチネッシーとやらの長い首のところに人の顔があることだ。

　そして、その人物は、俺のクラスメイト——織戸だった。行方ゆくえ不明だった織戸がなぜネッシーの着ぐるみを着て、流れるプールを流れていたんだ？

　わざわざハルナを喜ばせようとでもしたのか？

　いや、違ちがう。ハルナに捕まって体をくねらせるその姿は、どう見ても嫌いやがっている。

「歩、もう良いですか？」

　おいセラっ！　いきなり動くなっ！　危うく紐が解けるところだったぞ！

　待て、ちょっと待てっ！　もう、すぐに終わるから！　急げ俺！

「セラ、一秒で終わるからっ！」

　頭が混乱していたこともあってか、俺は思ったよりも手間取ってしまった。

　待て待て待て待て慌あわてるな俺。落ち着け。そうだ！　一休さんのように頭を指でくるくるさせて落ち着こう！　ぽく、ぽく、ちーん！

　——しゅる、はらり。



















　なんで……手を離はなしてしまったのだろう。

　そのとき、俺の脳内にはスタン・ハンセンの入場曲、スペクトラムのサンライズが流れていた。よくバラエティ番組とかの乱入時に流れるアレだ。

　小さな布にカップと紐が付いただけのビキニが、ゆらゆらと水面に浮かんでいる。

「ちょっと待て、セラ！　今——がぼばぼがば」

　一いつ瞬しゆんで水中深くまで頭を沈しずめられる。這はい上がろうとしたが凄すごい力で踏ふんづけられ、藻も搔がけど藻搔けど水の底。少し浮いたと思ったらまた踏みつけられる。

「この折れたホッチキスの芯しんっ！　蛾がのように舞まい、蟬せみのように死んでくださいっ！」

　ゲシゲシとプールの底へ頭をこすり続けられ、俺は——ああ、もう酸素が。







　雲間から太陽光が差している。どうやら俺は気を失っていたようだ。

　体を動かそうとしたら、あれ？　体が動かない。

　見えるのは水面。——ここは、流れるプールのプールサイドか？

　ぱちぱちと瞬まばたきをして、首を横に振ふる。脳を働かせて、現状を把は握あくするんだ。

　何かが顔全体の周りを覆おおっている。妙みように頭が重く、記念撮さつ影えいのパネルに顔を突っ込こんだ気分だ。体は拘こう束そくされていて、蒸し暑さを感じている。

「さすがに、目が覚めるのが早いですね」

　声を掛かけられ、俺は自由のきかない頭を懸けん命めいに動かす。腕うでを組んで俺を見下ろしているのは、ビキニ姿のセラだった。

「これはなんのつもりだ」

「わからないのですか？」

　セラが指を向けた先、遠くの方に見える光景に、ざわざわと鳥とり肌はだが立つ思いだった。尾おビレを縄なわで縛しばられ、マグロの競せりにでも掛けられそうな逆さ吊づりネッシーがいた。——あれは、織戸かっ！

「セラ、どういうことだっ！」

「歩、覚えていますか？　ヘルサイズ殿どのが以前おっしゃっていたことを」

　セラの目は、とても涼すずしげだった。

「どれのことだよ」

「伏竜か鳳雛、どちらかを得れば天下を取れる」

　鍋なべのときにそんな話をしたな。それが？

「つまりですね、ハルナは伏竜こそ、ネッシーであると考えているのです」

　湖の中で伏ふしている竜がネッシー……なるほど。つまり、天下を取れると聞いたからハルナはあんなに必死に捜さがして——

「見て見てーっ！」

　必死に捜して——

「だらっしゃーっ！」

　遊んでるだけじゃねえかっ！　ビーチボールを投げつけられ、その衝しよう撃げきで振り子のように動く織戸。

「織戸はなぜあんな目に——そうか、セラ。お前の仕し業わざだなっ！」

「ええ、あのボミオスよりも使えない男が下げ衆すな真ま似ねをしたので、生いけ贄にえになって貰もらいました。そして、歩あなたも」

　そういうことかっ！　つまり——俺も今、ネッシーの着ぐるみを着せられているんだな？　そしてこれから流されて、ハルナの餌え食じきに——「一いつ緒しよに泳ぎましょう」なんて言い出したのも、織戸をネッシーにしたのが自分だと俺に悟さとらせないためかっ！

「なるほど、だいたいは理解した。だが、まだ一つわからないことがある」

「なにか？」

「どうして、ハルナのネッシー捜しなんかに、お前が手助けするんだ？」

　セラはやれやれとでも言いたげに深い溜息を吐ついた。

「あなたはハルナの反応を見てわからなかったのですか？」

　ハルナの反応？　俺はネッシーにされた織戸を凝ぎよう視しする。いつも通りサンドバッグのような傍ぼう若じやく無ぶ人じんの遊び方で虐いじめられていた。

「わからん。お前はなにが言いたいんだ？　——やめ、ちょっ」

　セラは何も言わないまま、俺を流れるプールへ放流した。

　ゆっくりと流れていく俺。揺ゆれるたびに重い頭が倒たおれそうになる。

「あっ！　またネッシー来たっ！」

　そして、ハルナに発見されてしまった。……うわあ、なんて輝かがやいた目で見るんだお前は。

「見て見て根暗マンサーっ！　青ネッシーだっ！　主食プランクトン、好物お好み焼きだなっ！　引き上げるぞっ！」

　ネッシーはなんつう食べ合わせをしてんだよっ！　頭を引っ張られ、アゴに着ぐるみが食い込む。

「ハルナ、俺だ。いいから助けてくれ」

「ほえ？　アユムなにやってんの？」

　ハルナはこのネッシーが俺だとわかるや、「しめた」と言わんばかりの悪戯いたずらな笑みを浮うかべる。——助ける気は毛頭なさそうだ。

「俺が聞きてえよ。ユー、助けてくれ」

　ユーは縄で逆さ吊りにされていた織戸を助けているところだった。背中のチャックを開くと、ぐるぐるに縛られた織戸がいて、それをほどいている。

　くそっ！　助けが来るまではもう少し時間が掛かるな。

　胸の辺りまでプールサイドに引きずり出されたところで、ハルナはユーが織戸を救おうとしているのを発見した。

「あーっ！　あたしのネッシーがぁっ！」

　ざっぱーん。俺は、プールの中へ放り投げられた。口に入った水にむせながら、

「ハルナ、お前……なんで……ネッシーに、こだわるんだ？」

「……だって！　根暗マンサーがネッシー欲しいって言うから！」

　ハルナは自分が欲しかったんじゃなくて、ユーが欲しがっていると思ったのか？

「ユーのため？　本当に？」

　ハルナはごもごもとなにかを口に含ふくんだようなはっきりしない声で、

「遊びに……来たかった……」

　やっぱり。ただのワガママか。

「言えばいいだろ？」

　——ハルナが言っても連れてこないけど。

「い、言えるわけないだろっ！　あんな——根暗マンサーと遊びにいきたいなんて……」

　俺はその言葉に、耳を疑った。ハルナは、ここに遊びに来たかった。それは、ユーと一緒に遊びたかったのか。だから、あれほど執しつ拗ようにユーを誘さそっていたんだ。

　いつも「根暗マンサー」なんて言い方をして、ハルナはユーを嫌きらってると思ってたが、どうやら、そうでもなかったんだな。

　俺が追おい払はらったときにガキみたいな態度をしてたのも、俺じゃなく、ユーと遊びたいなんて言えなかったからか。

　なるほど、その反応を見て、セラはハルナのネッシー捜しに一役買ったのか。俺を誘ったのも、織戸のことがバレるからではなく、ハルナとユーを二人きりで遊ばせたかったのだろう。

「で、少なくともネッシーは捕つかまえようと？」

「ネッシーがあれば、遊ぶ口実になるだろ？」

　あの遊び方は推すい奨しようできないがな。

「一緒に遊ぼうって、直接ユーに言えよ」

「いっ……言えないっ！　もし断られたら——あたしの負けじゃん」

「心配するな。ユーだってハルナと遊びたいって思ってるさ。遊びたいって言葉が恥はずかしいならレアモンスター狩がりでもなんでもいい。一緒にやろうって言えば良いだけだ。お前、いつも俺に言ってるじゃないか。——今は、とにかく助けてくれ」

　ハルナは煮にえ切きらない表情で頷うなずく。こいつ、たまに可愛いところがあるんだよな。

「ふんにゅーっ！」ハルナが必死の形相で俺を引っ張り上げようとしたが、なかなかうまくいかない。そこへ織戸を救出したユーがやってきて、二人がかりで引き上げる。そうしてやっと、プールサイドへ体の半分を乗り出すことが出来た。

「ユー、よかったな。ハルナはお前と友達になりたいんだって」

　早速ユーの不安の種を取り除いてやりたくて俺がそういうと、ハルナの頭からポンと破は裂れつ音が聞こえた。顔中を真っ赤にさせたハルナは大声で言う。

「根暗マンサーはあたしの子分なのっ！　腰こし巾ぎん着ちやくなのっ！　友達になんかなりたいわけないだろっ！　こんな奴やつと友達になるなんてゾンビぐらいなもんだっ！」

　何を今いま更さら強がってるんだお前は。ユーもそんな言葉を鵜う吞のみにしなくてよろしい。

　そう睨にらみ合うな。ちょっと……いや、マジで今は、手を離さないでくれ！

　ほら、こっち見ろ。——落ち——る。

　こうして、水死体のゾンビというレアモンスターが出来上がった。




　　　　＊




　再生が終わり、俺は夏の出来事を懐なつかしく見ていたが、周りはそんな表情をしていなかった。裁判長であるハルナは険しい顔で、陪ばい審しん員いんのユーは無表情のままじっと画面を眺ながめている。検事であるセラがポニーテールを揺らしながら立ち上がり、鋭するどい視線を俺に向けた。

「このように、被ひ告こく人にん相川歩のせいで、私は公衆の面前で水着を剝はぎ取られました。その前からも、絶えずイヤらしい視線を向けていたことは、揺るがざる事実であります——裁判長、死し刑けいを」

「うん、これは死刑だな」陪審員の一人、メガネの男が偉えらそうに腕を組んで頷いた。

「結論がはえよ！　ていうか織戸！　お前が言うなっ！」

『被告人は黙もく秘ひ権けんを行使して下さい』

「強制的にっ？」

「で、この件に関しての弁論は？」

　裁判長ハルナに言われ、友紀が立ち上がる。セラは席に座って、冷ややかな目で友紀を見ていた。

「相川だってきっと、好きでやった訳じゃねえぜ！」

「ほう。つまり、やったことはあなたも認めるのですね？」

　セラが勝かち誇ほこった笑みを浮かべる。

「まあ、これはもうどうしようもねえ」

　友紀はポリポリと頰ほおを搔かきながら返す。駄だ目めだ。この弁護士——飲まれている。

「弁護を諦あきらめた！」「ユキちゃん早っ！」

　陪審員達がどよめき出す。彼らは俺と友紀のクラスメイト、バスケ部のアンダーソン君と三み原はらかなみ。

「た、確かにやったかも知れねえけど——相川は良い奴だよ！　その証しよう拠こを、こっちが提出させてもらうぜ！」

　反はん撃げき開始だーみたいな張り切った表情の友紀だったが、事態は悪い方向へ向かっていた。

「減げん刑けいの方向へ持ってってる！　すでに情状酌しやく量りようの段階っ！」

　英国紳しん士しのようなイケメンのアンダーソン君が、俺の気持ちを代弁してくれた。

「いや、でも……明らかにセクハラしてるし」

「ユキちゃんが証明すべきなのは、あれが事故だったってことだと思うよぉ？」

　やれやれといった感じに、三原が首を振ふる。その手があったかと、友紀はぽんと手を打った。

「そうだぜ！　あれは事故だぜ！」

「事故なのか？　被告人、答えろよなっ！」

　ダンダン。ハルナがハンマーを俺に向ける。

「事故です。俺は直そうと必死だった」

「噓うそつけ」と言った陪審員は見るからにスケベそうな男だった。スケベそうなツンツン頭に、変態が好みそうなメガネの好色な男。名前は織戸。織戸なんとかだ。

　さらに検事が鋭い視線を俺に向けてくる。

「まあ良いでしょう。仮に事故だとして——何な故ぜ、一声掛かけなかったのですか？」

「お前が怖こわいからだよ。影かげで直してやった方が、お前のためになると思ったんだ」

「でも、明らかに紐ひもを摑つかんでるよね？」

　三原の追及。画面は俺がセラの水着の紐を摑んでいるところが映し出されていた。

「いや、だから直そうとしてて」

　という俺の声を遮さえぎるように、検事が手を挙げる。

「男性の陪審員に伺うかがいます。水着の紐が解けそうな時、それに手を掛けますか？　それとも声を掛けますか？」

「声を掛ける」とアンダーソン君。

「興奮する」と織戸。

　ダンダン。ハルナが決まったな、とでも言いたげに、口くちの端はしを釣つり上げた。

「二千円でハンマープライス！」

　安いっ！　ずっと言いたかったんだろうな。……ハンマープライス。

　ぐうの音ねも出ない。そんな表情の友紀。俺も反論できなかった。そんな中——

「わ……私も……声は掛けられない……かな」

　なんと、四し面めん楚そ歌かだと思われていた完全アウェーな状じよう況きよう下かで、救いの女神がいたのだ。

　それは、陪審員の一人として呼ばれていたお下さげ髪がみのクラスメイト、平ひら松まつ妙たえ子こだった。

『私も　無理』＝『お兄ちゃんだけじゃないよ！　ユーだって出来ないモン！』

「そうだぜ！　これは推定無罪だ！　故意はなかったと試し聴ちようするぜ！」

　何を試し聴きしてんねん。覚えたての言葉『推定無罪』に気を取られすぎて、友紀は主張という日本語を言えなかった。

「まあ良いでしょう。では——次の映像を見て下さい」

　俺たちの裁判は、まだ始まったばかりだ。

　セラの目は、そう物語っていた。




























　人には避さけて通とおれないものが、いくつか存在する。

　生きること、死ぬこと、勉強すること、割わり箸ばしを割ること、セロハンテープに指し紋もんをつけること、ランドセルに黄色いカバーをつけること、画が鋲びようを踏ふんづけること、靴くつ擦ずれすること、エトセトラエトセトラ——

　こうして並べると、イヤなことばかりだな。

「歩は何を用意したのですか？」

　黒くろ髪かみのポニーテールを揺ゆらしてこっちへ振り向むいたと思ったら、セラが突とつ然ぜんそんなことを小声で言い出した。

　なぜ小声？　俺は呆あつ気けにとられていた。

　それは——やっと暑さも静まってきたぐらいの、九月半ばのことだった。

　いや、暑さはそれほど変わっておらず、実はこの綺き麗れいなヒスイの瞳ひとみから浴びせられる冷ややかな視線が、俺の体温を低下させているのではないだろうか。

　はたまた、俺がゾンビだから、もともと体温が低いとか。

「歩、聞いているのですか？」

　呆気にとられている姿がお気に召めさなかったようで、その刃やいばの如ごとき眼光は、俺の脳内に突つき刺ささるものへグレードアップしていた。

「あー、すまんセラ。なんの話だっけ？」

　セラはちらりと視線を移した。そこには、湯飲みを傾かたむける一人の少女。

　部屋の中だろうが、いつでもプレートアーマーを着込み、手には無骨なガントレット。しかし、そんな中世の武具を身に纏まとっている少女ユーは、身み震ぶるいするほどに可愛い。長い銀ぎん髪ぱつなんかはとても良い匂においで、何度「くんかくんか」をしたくなったことか。

　こちらのことなど気にも止めないユーの様子を窺うかがったセラは、良い香かおりを漂ただよわせるポニーテールをさっと振り、俺に向かって『かかってこいや』とでも言いたげに指をちょいちょいっと動かしながら立ち上がる。

　どうやら、二人きりになれる場所で話がしたいようだ。

　セラが居間から退散したあとで、俺はついていくべきか少しばかり悩なやんだが、やっぱり気になるので腰こしを上げた。

　もしかしたら、エッチな出来事が待ってたりして——

　玄げん関かんの方へ行くと、腕うで組ぐみをしたセラがニヤニヤ顔の俺を睨にらみ付ける。

　エッチな出来事が待ってたりしなかったなー。

　俺はそんな鋭するどい視線を避けるように、組まれた腕にのるマシュマロみたいにふわふわな乳ち房ぶさに目を落とした。こいつと出会っておよそ三ヶ月。俺はついに、セラにバレないよう胸を堪たん能のうする術すべを手に入れていた。

　睨まれるんだから、目をそらすのは仕方がない——仕方がないんだ。

　彼女は吸血忍にん者じやで料理好き。上手に視線を送らないと、こっちが料理されてしまう。

　それにしてもこう……でかすぎないけど存在感がある。というのは凄すごいな。

　この美乳は毎日目にしていてもやっぱり毎日見てしまう。

「気持ち悪い顔をしてますが、どうしました？」

「いや、気にするな」

　俺はイヤらしい目で見ていたことを悟さとられないように、真しん剣けんな顔に戻もどる。

「で、何の話だ？」

「その気持ち悪い顔、どうにかならないのですか？」

　……ちゃんと出来うる限りのハンサム顔をしていたはずだが——まあ、いいや。

「そんな話をしたくて、わざわざこんな場所まで移動したのか？」

　セラは薄うすく口を開いて、溜ため息いきを吐ついた。

「明日あしたがヘルサイズ殿どのの誕生日であることはご存じですか？」

「え？　そうだったのか？　初耳だ」

「態度からして、そうだとは思いましたが——」

　やれやれと首を振り、細くて長い人差し指を曲げて桜色の唇くちびるに乗せる。

「明日か——あとでプレゼントを買ってこよう。お前は、何を用意したんだ？」

「アクセです。まあ、あなたが何を用意しようが私のモノが一番喜んで貰もらえるでしょう」

　バカにしたように笑い、俺を見下ろす。良い度胸じゃねえかよ。

「それは、宣戦布告と取って良いんだな？」

「ええ、まあ——勝負にもならないでしょうね」

「いいだろう。その勝負受けてやるよ」

　勝者に与あたえられるものはユーからの賛辞か。俺とセラにとっては何よりのご褒ほう美びだ。

「そこで、当日の話なのですが、サプライズパーティにしたいので、ヘルサイズ殿を一度外へ連れて行って貰えないでしょうか？」

「あー、いいね。そういうの。織戸や友紀も呼ぶか？」

「そうですね。盛大にやりましょう」

「話は聞かせて貰った！」

　突然大きな声が背後から聞こえてきた。

　その声はとても嬉うれしそうで、俺はイヤな予感しかしなかった。

　振り向くと、セラと同じように腕を組み、階段の真ん中で仁王立ちしているハルナがいた。下まで降りてこないのは、身長が低いのをカバーするためだろう。

「そうか。根暗マンサーが明日誕生日」

　ふっふっふっふっふ。誰だれが見ても何かを企たくらんでいる含ふくみ笑わらいを浮うかべ、猫ねこのように丸くて大きな目を細めた。

　猫のような大きな瞳は、悪戯いたずら好きの少年のように輝かがやいていた。——イヤな予感がする。むしろ、イヤな予感しかしない。また変なこと考えてるんじゃないだろうな？

　とにかく、相手にしないのが一番だ。それは、セラも同じ意見だろう。

「では、よろしく頼たのみますよ」

「ああ、俺も楽しみにしてるさ」

「お前ら無視すんなよなっ！」







　次の日、ユーの誕生日当日。ゾンビである俺は、太陽光の下では動くことが出来ないので、いつものように日が沈しずむまで学校で談笑していた。

　窓の外には夕焼けの空。前の席にはクラスメイトの織戸、横の席には、隣となりのクラスからわざわざ駄だ弁べりに来た友紀が座っている。

「と、まあ——そういうわけで今日、誕生日パーティがあるんだが、お前らも来るか？」

「え？　行っていいのか？」

　至極一いつ般ぱん的クラスメイトの織戸は、必要以上にツンツンさせた髪かみの毛けを弄いじりながら、メガネの奥にある目を潤うるおわせた。パーティに呼ばれたぐらいで泣くな。

「お、オレも？」

　セーラー服に身を包んだ短い髪の女子が、人差し指を鼻の頭に乗せる。彼女は友紀。読み方は『ユキ』だが、その男みたいにサバサバした性格から『トモノリ』とあだ名がつけられている。して、その正体はセラと同じ吸血忍者。

「ああ、二人ともだ」

「行きたいけど、オレ——」友紀は煮にえ切きらない様子で呟つぶやいた。

　友紀とセラは同じ吸血忍者ではあるが、二人の所属する勢力は敵対している。

　あるくだらない事故のせいで俺と友紀は何故か『夫婦』ということになっているようだが、いつもセラに気を遣つかっていて、俺の家まで押しかけたりしない。

「セラだって了りよう承しよう済みだから大だい丈じよう夫ぶさ」

「本っ当～に行っていいんだな？」

「何度もそう言ってるだろ？」

「じゃあプレゼント用意しないと。急に言われてもなー」

　友紀が腕を組み、唸うなりながら首を捻ひねる。

「俺だって急に言われたからな。昨日慌あわてて買いにいったもんさ」

　笑い合う俺と友紀の横で、一人メガネを怪あやしく光らせている織戸が、渋しぶい声を出す。

「こんなこともあろうかと——俺は常つね日ひ頃ごろからプレゼントを用意してある」

「あ、そ。ユークリウッド・ヘルサイズってどんなモノを喜びそう？　趣しゆ味みとかは？」

　どうやら、友紀は織戸をスルーするつもりのようだ。構うとウザそうだし同感だ。

「趣味はないんじゃないか？　居間でお茶飲んでるイメージしかないからな」

「お茶か——」

　会話の合間を狙ねらっていた織戸は、ここぞとばかりに、

「俺はすで「あ、食べ物でもいいのかな？」」

　あーっと！　俺は話を聞いてやるつもりだったが、友紀に言葉を被かぶせられたーっ！

「プレゼントしたい気持ちさえあれば、それで良いと思うぞ」

「俺は——」織戸のメガネの奥にある瞳から、今にも悲しみの滴しずくが流れ落ちそうだったので、俺はため息を吐つくように言った。

「織戸は、何かあるのか？」

「あ、相川ーっ！　聞いてくれよーっ！　トモノリが虐いじめるんだよーっ！」

　聞いてたさ。わかったから泣くな。

「ケダモノだ！　この子ケダモノだよっ！」

　服をつかむな。乙女おとめのような瞳を向けるな。——ていうか。

「早く言えよっ！」







　さて、セラとハルナが誕生会の準備をしている間、俺はユーを連れて買い物を楽しんでいた。

　本来ならば、プレゼントに何が欲しいかをリサーチして、ユーの欲しいモノを買ってやりたいところだが、内ない緒しよでサプライズパーティを開く以上、誕生日のことには触ふれない方が良い。それに、俺はちゃんと用意してあるんだ。ユーに喜んで貰えるプレゼントを。

「今日は何食べたい？」

　まるで主婦のようなことを聞きながら、俺は山盛りにされている野菜を眺ながめていた。ユーは切り離はなし出来るメモに文字を書いて俺に見せる。

『今日は　鍋なべが良い』＝『ユーはねー、お鍋が食べたいなぁ』

　鍋か——誕生日に鍋はどうだろう？　ケーキもあるだろうし、でも、断ると不自然だしな。何鍋が良いかを聞いてから判断するか。

「何鍋？」

『七しち獄ごく暗あん黒こく鍋なべ』

　何鍋だよっ！　やっぱり、ケーキの前に鍋は——いや、待てよ。友紀や織戸も来るからな。みんなでつつける鍋は正解かもしれないな。よし、せめて特別な感じの鍋にしよう。

「しゃぶしゃぶにするか」

『素敵』

　白菜と椎しい茸たけと白しら滝たきと——俺とユーはバサバサと音を立てながら手当たり次第に野菜をカゴへと放り込んでいく。

　二十一時までじっくり時間をかけながら買い物をする。やっぱりチゲ鍋にしようとか、いっその事おでんにしてやろうとか、悩みに悩んでスーパーをウロウロしていた。

『この時期になると　私はいつも思う』

　織戸に食わせるためのゲテモノを選んでいるとき、ユーの方から話を振ってきた。

「秋に思い入れでもあるのか？」

『私は　生まれてきてよかったのか　と』

　ぴたり。と俺は動どう揺ようして手を止めてしまった。そのメモが、いつも無表情なユーの顔が、少し寂さびしく俺の目には映っていた。動揺を隠かくすように慌ただしく手を動かし、笑顔で答える。

「いいに決まってるだろ。なんでそんな事を思うんだ？」

『今日　私の誕生日』

　ぴたり。と俺はまたしても動揺して手を止めてしまった。ここは動揺を完かん璧ぺきに隠しつつ知らない振りをするか模も索さくしながら声を出す。

「そ、そうなのか？　し、知らなかったなー。今日だったのかー。おもでとー」

『おもでと？』

「あ、いや——」俺は動揺を完かん封ぷうしつつ、一度深呼吸する。

「誕生日、おめでとう」

　満面の笑みを浮かべて、俺はユーの輝く銀色の髪に手を置いた。

　危ねー。なんとか俺の演技力で知っていたことがバレずにすんだ。

『めでたくなんか　ない』

　綺き麗れいな青い双そう眸ぼうが、俺を見上げていた。

　ユーには運命を変えてしまう力もある。喜んだり悲しんだり、ちょっとした感情の変化で周りの人間に良くないことが起こるんだそうだ。そのことを言っているのだろう。

　現に、俺は一度死んでしまい、ハルナやセラのような厄やつ介かいなものを抱かかえ込むことになってしまった。

　——だがな、お前に会えたじゃねえか。

　そんな言葉が出てきたが、やけに陳ちん腐ぷに思えて、声に出すことは出来なかった。







　山盛り食材を買ってきて帰宅した俺たちは、玄げん関かんで立ち尽つくしていた。

　屋根に何かが飾かざられている。すっかり暗くなった秋空。月の明かりに照らされたそれは、巨きよ大だいな鶏にわとりだった。前ぜん傾けい姿勢を取り、羽を広げるその姿は、まるでロールスロイスの先っちょに付いてる精せい霊れい像みたいだ。

　そして、鶏の首にプレートが掛かっている。

《ウエルコメ　トゥ　ヤカタオブキョーフ》

　きったねー字で、そう書かれていた。プレートは斜ななめになってるわ、ペンキの量を間ま違ちがえたのか、でろ～っと垂たれてるわで、見事なまでの低クオリティ。

　——サプライズだねえ。

『入らないの？』

「入りたいのは山々なんだが——」

　ゆらゆらと左右に揺ゆれながら、ユーは歩ほを進める。

　全く、セラはなんでこんなもんを——俺はユーに続いて玄関へと向かう。

　よく見れば、鶏の首に掛かるプレートの裏に、もう一枚何かが見える。

　あれは——ギロチンの刃はかっ？

　ギロチンの刃にはロープか何かが付いていて、それを目で辿たどっていくと、玄関扉とびらに挟はさまっていることが分かる。

　つまり、扉を開ければギロチンの刃が落ちてくるってことだろう。

　なんというブービートラップっ！

　ユーは気づかずに玄関の扉を開ける。ピンと張はられていたロープが弛ゆるみ、蛇へびが出すようなシャーっという音をさせながら、ギロチンの刃が落ちてくる。

「ユー、危ないっ！」

　無表情のまま、ユーは顔を上げる。すでに、そこには凶きよう刃じんが襲おそいかかっていた。

　はしっ！　ガントレットに包まれた両手が、ギロチンの刃を挟んでいた。





真しん　剣けん　白しら　刃は　取ど　り！






　おおーっ！　よく受け止めたなー。何事にも動じないユーだからこそ、出来る芸当なのかも知れない。

　ユーが手を離すと、ギロチンは空へとぽーんと跳はね上がる。

　あのロープ……ゴムだったのか。

　バンジージャンプさながらに、跳ね上がったギロチンの刃は、俺に降りかかろうとしていた。

　とおっ！　俺も真剣白刃取りをやってみたが——タイミングが遅おそすぎて眉み間けんにざっくりと刺ささった。避よけりゃよかったと後悔しながら額ひたいを押さえつつ、ギロチンの刃を抜ぬいて、暴れないようにそっと玄関の壁かべに立て掛けた。

　やれやれ——どういうつもりだ？　祝う雰ふん囲い気きじゃないだろ。セラが——待てよ。果たしてセラがこんなことをするだろうか？　いや、俺にはするだろうけど、ユーに対してはあり得ない。あいつはユーを崇すう拝はいしている節ふしがあるからな。

　つまり、これはハルナの仕業だろう。そうとしか考えられない。

　いや、そうだとしてもこれは、もう——カチっ。

　カチ？　トイレの電気をつけるときのような音がしたあと、俺の足下で何かが爆ばく発はつした。

　地じ雷らいかよっ！　ズボンがヴィンテージになっちまったじゃねえか！　ユーが左右に揺れながら進んでいたのは、地雷を避けていたのか。

　俺がゾンビだからよかったものの、こんなのユーが踏ふんだらどうするつもりだ。このあと織戸や友紀も来るんだぞ？

　——ってことは、俺が全部踏むしかねえじゃねえかっ！

　俺はタップダンスを踊おどるように、そこら中に埋うめてある地雷を踏みつぶしていった。ご近きん所じよ迷めい惑わくになりそうな爆発音が鳴なり響ひびく。その代だい償しようとして裾すそがぎざぎざになったジーンズを惜おしみながら、俺は玄関の戸を開けた。

　戸を開けた先にいたユーは、靴くつを脱ぬぐこともせずに立ち止まっていた。

　今度は、俺が言う番だった。

「入らないのか？」

『ここは魔空間と化している　迂う闊かつに進めば　二度と帰ってこれない』

　オー、サプラーイズ。

　見慣れない廊ろう下かが、どこまでも続いていた。キッチンや居間、トイレや風ふ呂ろ場ばも見あたらない。ただ四角形の空間が絶え間なく続いていたんだ。

　勝手に俺の家を改造するなよ。

「なんでこんなことに」

『わからない』

「ふははははっ！　ようこそ恐きよう怖ふの館へ！」

　三六○度のフルサラウンドで、ハルナのガキみたいな声がこだました。

「あたしがちゃんと一年で最悪の日を演出してやるから感謝しろよなっ！」

「ハルナ、お前は何を考えてるんだ？」

「……」

　返事はない——か。

「セラはどうした？」

「……」

「……ハルナ、パンツ見えてるぞ」

「え？　マジでっ！」

「噓うそだよ——聞こえてるじゃねえか」

「謀はかったなっ！　こんのエロワード・Ｄ・モリスン！」

　何がしたいんだこいつは。

「で、セラは？」

「……」

　こんの野や郎ろう……そっぽ向いてる生意気な姿が目に浮うかんでくる。

「あ」ハルナは何か閃ひらめいたような声を出し、とっても楽しそうな悪ガキの声でこう続けた。

「葉っぱの人は今——調理場にいる。と言ったら——どうする？」

　今思いついたように言い出したってことは、恐おそらくブラフだが——

　………………あり得る。

　よし、急ごう。あいつの料理は食べる側の人間を、別の意味で料理するような凶きよう悪あくなものしかない。

　そんなものをユーの誕生日に出させてたまるかよ。

「飛んで火に入る夏の虫がネギを背負ってやってきた。とは正にこのことっ！」

　あー、ずっと言いたかったんだけど忘れてたー。みたいな感じにハルナが付け足した。まあ、確かにネギも買ってきたけども。

「ユー、お前はここで待ってろ」

　ユーは首を少しだけ横に動かし、元の位置へ。無表情ではあるが、俺にはそれが何を意味するか分かる。

『私もお兄ちゃんと一いつ緒しよに行きたい！　お兄ちゃんと一緒なら、どんな困難にも立ち向かえるから……一緒に——行こう？』

　俺の脳内にいるユーは、そう翻ほん訳やくした。ああ、可愛いなーこいつは。

　俺はガントレットに包まれた白くて小さな手を取った。

「手、離はなすなよ」

　アゴを少し引くくらいの、小さな頷うなずき。

　意い気き揚よう々ようと一歩を踏み出したところに、

「あ、荷物はそこに置いといて」

　出で端ばなと雰囲気をぶちこわすハルナの言葉に、俺は頭を搔かいた。とりあえず野菜を玄関に置いて、仕切り直す。

　魔空間——ね。ハルナにこんな怪かい奇き現象を起こす力があったのか。縦横三メートルぐらいかな。結構広い正方形の空間がずっと続いている。ちょっと上り坂になっているようにも見えるな。

　ずっと見つめていると——

　ゴロゴロゴロゴロ……

　イヤな音が奥から迫せまっている。音はだんだん大きくなり、黒い何かが凄すごい勢いでこちらへ向かっているのを目で確認した。空間を最大限に使い、天井と壁をガリガリ削けずりながら、鉄球が転がっている。

　——まあ、巨大な鉄球が転がってくるのは定番だな。

　前方から鉄球、背後は玄関扉。外へ逃にげようと思っても、扉は開かない。

　まだ一歩も踏み出していないのにクライマックスな危機感。

　すっ、とガントレットに包まれた手を前に出した。伸のびた人差し指の先を目で追っていくと、正方形の壁にうっすらとくぼんでいる部分がある。——一応避ひ難なん場所はあるんだ。

　あそこに飛び込めってことだな——って、もう鉄球が避難場所を過ぎるじゃねえかっ！

「走るぞっ！」

　俺はユーの手を握にぎったまま鉄球に向かって走る。

　避難場所まであと少し——だが、鉄球の方が速い。

　もうダメだーっ！　ユーが俺の前に出る。

『私はどうなってもいい　歩だけでも』

　そして俺の腕うでを取ると、一本背負いで投げ飛ばす。ユー、お前……俺だけあの避難場所でやり過ごせと言うのか？　なんて良い子なんだ！　なんて——

「げぶんっ！」



















　すでに鉄球は避難場所を過ぎていて、俺は背中から思いっきりぶつかり、鉄球に張り付くように体を反る。ロビン・フッドの弓ですらこんなに反り返らないだろう。

　その衝しよう撃げきたるや、時速四〇キロメートルほどで転がる直径三メートルの鉄球の勢いを完全に殺すほどだった。

　よろよろになりながら立ち上がると、俺は玉を押し返す。

『ごめんなさい』

「気にするな。俺のためにやってくれたんだろ？」

　二人で大玉転がしの要領で鉄球を追い返し、避難場所を利用してなんとかやり過ごす。

　しかし、退路が塞ふさがってしまった。

　前に進むしかないので、俺は歩を進める。どうせ変なトラップが仕し掛かけてあるんだろうと、音に警けい戒かいしながら進んでいく。

「ユーも気を付け——」

　静かに声を掛かけつつ振ふり返かえると、ユーは俺に手を差し伸べていた。

『手を』

「手を繫つないで欲しいとか？」

　まさかそんな可愛いことを——

　コクリと頷いたーっ！　やっぱりユーは最高に可愛いよ！

「それでは、参りましょうか？」

　お姫ひめ様にするように、指先が触ふれた瞬しゆん間かん——正にその瞬間だった。

　がばん。と聞いたこともない音がして、床ゆかが観かん音のん開びらきに開く。

　ふわりと美しい銀ぎん髪ぱつが広がった。

　落とし穴っ！　ちょうどユーの足下に落とし穴が出現した。穴の大きさはそれほどでもなく、俺は範はん囲いから外れていたが。

　無骨なガントレットをつかむ。——間かん一いつ髪ぱつだ。

「今引き上げてやるからな」

　よくこんな展開があったりするが、ゾンビな俺には危機でもなんでもないね。人一人を引っ張り上げるなんて金魚すくいをするようなもん——

　どどどどどど。

　なんだ——この凶悪な川のせせらぎは——まさか。

　振り返るよりも早く、俺の背中へ大量の水が押し寄せた。予想はしていたが、水の勢いを嘗なめていた。落とし穴を覗のぞき込むように前のめりに倒たおれてしまう。

　どばどばと水が穴へ落ちていく。

　やけに深い穴だな。底が全く見えない。水に濡ぬれたガントレットを両手でつかむが、めちゃくちゃ滑すべる。

　両手でつかんでしまったせいで踏ん張ばりが利かず、俺の体もずるずる穴へと引き込まれていく。

『離して　このままじゃ　歩も』

　ユーが見せたメモは、一いつ瞬しゆんで水に濡れ、穴の底へと落ちていく。

　ずるずる——ずるずる——落ち——る。大だい腿たい筋がぷるぷるしてきた。

　がっしりと握あく手しゆするようにユーの小さな手を握りしめる。

「ユー、俺がお前の手を離すと思うのか？　見くびるな。俺はお前が思ってるより三倍は変態なんだ。美少女のすべすべお肌はだから手を離すなんて——絶対にしないっ！」

　粋いきがってるうちにとうとう、俺の体は穴の中へ投げ出された。

『バカ』

「落ちたんじゃないさ。お前の手を触さわってるうちに抱だきしめたくなったんだ」

　体を手た繰ぐり寄よせ、ぎゅっと抱きしめたまま、俺たちは落ちていく。

『変態だ』

　さて、どうしたものか。目を閉じて、落ちたときのことを考えていると、背中に衝撃。あれ？　全然底が見えなかったのに。

　ずだだだだだだだだ。階段を頭から滑り落ちた。——階段？

　目を開くと、そこが我が家であることがわかる。

　——魔空間は？　ユーは？　腕の中にはちゃんとユーの姿。——よかった。

『どうやら　穴が正解の道』

　なるほど、もしあのままユーを引き上げて進んでいても、抜け出せない作りになってたんだな。

『どうして　落ちたの？』

　青い綺き麗れいな瞳ひとみが、俺を見上げていた。ユーの銀髪も俺の服もびっしょびしょに濡れていたが、階段も廊ろう下かも濡れてなかった。

「お前と一緒にいたかったからに決まってるだろ？　——なあ、ユー。なんで、自分は生まれてくるべきじゃなかった。なんて思うんだ？」

『みんな不幸になるから』

「今起こった不幸は、全てハルナが原因だ。じゃあ、お前はハルナも、生まれてくるべきじゃなかったと言いたいのか？」

　ユーはふるふると濡れた銀髪を横に振った。

「人は不幸を避さけられない。辛つらいことだっていっぱいあるし、一度くらいは死にたいと思うことだって、避けられないだろうね」

『私もそう思う』

「だったら——やっぱり誕生日はめでてえよ。一年も生きる義務を果たしたんだから」

　いつもと変わらない人形のような表情のまま、ユーはぎゅっと俺の手を握り、首を縦に振った。

　と、そこに——何故か偉い業ぎようを成し遂とげたかのような満足感に満ちあふれた表情のハルナがバスタオルを振り回しながらやってきた。

「どうだった！　ハルナちゃんの世界三大トラップの味はっ！　やばいっしょっ！」

　さーて、お仕置きの時間だな。







　ぶん殴なぐったせいで、アホ毛がたんこぶから生えている。玄げん関かんで正座したハルナは涙なみだ目めになっていた。

「で、どうしてこんなことをしたんだよ、お前は」

「根暗マンサーが……誕生日だって聞いたから」

　反省した様子だが、俺は子供を叱しかる親の気持ちで声を強く発していた。ユーはバスタオルで水に濡れてキラキラと輝かがやく髪かみを拭ふいている。

「羨うらやましくて嫌いやがらせか」

「ほえ？　そんなんじゃない！　あたしは根暗マンサーのために……」

「俺のジーンズをボロボロのビチャビチャにするのが、ユーのためになるのか？　お前、人生最悪の日にしてやる、とかなんとか言ってたよな」

「それが誕生日ってもんだろっ！」

「お前の中の誕生日ってどういうもんなんだよ！」

「誕生日ってのは、その日まで生きてきたことを祝う日なんだ」

「ああ、そうだな」

「あたしら魔装少女は、いつもメガロと命がけで戦ってる。だから、一年間無事に生きてこられたってことは、めっちゃ運が良い。運気が最高潮なんだ！　そうなったらあとは下がるだけだから……だから——誕生日は運気を下げてやるのが魔装少女の祝い方なんだ」

「はた迷めい惑わくな話だな。さすが魔装少女だ」

　まあ、こいつなりにユーを祝おうとしてたんなら、それほど強くは言えないな。

　相変わらず、ユーのことが好きなんだか嫌きらいなんだか。

「ごめんなさいは？」

「ごめんなさい」

　泣き出しそうな勢いのハルナをこれ以上叱る気にもならず、どう言葉を掛けようか悩なやんでいるそんな時、ちょうど良いタイミングで玄関の呼よび鈴りんが鳴った。

　俺が返事を返すよりも早く、図ずう々ずうしくも玄関の扉とびらを開け、中へと笑顔のメガネ男が入ってくる。

「おいーっす。来たぞー」

　なにやら大きな荷物を持った織戸と、シフォンワンピースなんて女の子みたいな格好をした友紀が雁がん首くびそろえてやってきたのだ。

「おー、よく来たな」

「相川……どうしたんだその格好」

　まるで女の子みたいな格好の友紀が、俺のぎざぎざになったズボンの裾すそをチラ見する。

「屋根にあるロールスロイスの先みたいな奴やつ——なんだありゃ？」

　大荷物を抱かかえた織戸が親指を向ける。魔空間は消えてもそのままのようだ。

「言いたいことがそれだけでよかったよ。それぞれの答えは『聞かないでくれ』だ」

　二人の登場に合わせ、ハルナがぴょんとジャンプする。

　正座して叱られているなんて無様な姿を、他人に見られたくないのだろう。両手を腰こしに当て、何事もなかったかのように、いつもの生意気スマイルでアホ毛をピコピコさせた。

「これぞ正に、開けた口へ棚たなから牡ぼ丹た餅もちだなっ！」

「また、ことわざが合体してないか？」

「ほえ？　じゃあ、寝ね耳みみへ小判」

「いや、だから合体してないか？」

『寝耳へ小判はある』

　……あるんだ。俺はポリポリと頭を搔かきつつ、ハルナから目をそらす。ハルナはジト目で俺を見上げながら、口を尖とがらせた。

「疑ったんなら、謝れよな」

「ハルナ様すいませんでした」

　こうして全員そろって居間へ向かう。戸を開けた瞬間——

　数え切れない数のクラッカーが盛大な破は裂れつ音を放った。どうやら、居間の戸を開けたらクラッカーが鳴るように仕掛けられていたようだ。ハルナが仕掛けたギロチンのように。

「誕生日おめでとうございます。お待ちしておりましたよ」

　ポニーテールの美女がぱちぱちと拍はく手しゆでユーを迎むかえ入れる。

　見たことがないほどのスマイルに、俺と織戸は胸がキュンってした。美人の笑顔ってなんでこんなに生物兵器みたいな攻こう撃げき力なんだろう。

　よかった。セラはキッチンではなく居間にいたんだな。

「おめでとう」俺はセラに合わせて拍手を送る。

「おめっとー」友紀も白い歯を見せて笑いながらぱちぱちと手を叩たたく。

「ユウちゃん、おめでとう」織戸は握手を求めたが、ユーは無視。

　ハルナはそっぽを向きながら指先をちょんちょんと合わせていた。

「セラ、ユーは鍋なべが食いたいみたいなんだ。しゃぶしゃぶの肉買ってきたから、準備しておいてくれないか？　俺は——ちょっと着き替がえてくる」

「しゃぶしゃぶ——ですか？　ケーキもありますが」

「ユーが食いたいんだからいいだろ？」

「そう——ですね」

「しゃぶしゃぶってなに？」

　小首を傾かしげるハルナに向かって、にへら、と気持ち悪い笑みをこぼした織戸がなにやら耳打ちをする。

　顔を真っ赤にしたハルナは——

「誰だれがノーパンなんかになるか————っ！」

　強きよう烈れつな膝ひざかっくんを仕し掛かけてきた。余計なことを教えるなよっ！　もうっ！







　着替えを終えて居間へ戻もどると、鍋の準備が出来ていた。

　コンロの火をつけたところで、まだ沸ふつ騰とうしていないようだ。

「じゃあ！　プレゼントターイム！」

　織戸が立ち上がる勢いで手を挙げた。

　イエーイと友紀もそれに続いて両手を挙げる。

「プレゼント？」

　この世界の風習に興味のないハルナは、アホ毛を「なにこいつらキモイ」とくねらせて織戸たちから遠ざけた。

「この世界では、生まれたことを感謝してプレゼントをあげるって風習なんだよ」

「ほえ？　んなバカなっ！」

　青せい天てんの霹へき靂れきな表情を浮うかべたハルナは、自分を指しながら慌あわてて声を出す。

「あ、あたしも！　あたしも来年誕生日！　なんかプレゼントしろよなっ！」

　こいつは……プレゼントを貰もらえると知った途と端たんに——

「あ——————っ！」

　ちょっと体が傾かたむくぐらいに大きな声を友紀が上げた。

「お、オレも今年……誕生日……だった」

　ごくりと喉のどを鳴らすほどのことかよ。

「お前ら、アホだろ」

　織戸が冷めた目で友紀を見下ろしていた。

　構ってられないと思ったのだろう。セラはこほん、とわざとらしい咳せきを一つ。

「では、私から——まあ私のプレゼントが一番良いでしょうが」

「それは聞き捨てならねえな」

　俺とセラの間に火花が散る。

　このまま火花を散らしていても負けるので、ちょっと視線を外すと、セラはなにやら高級感溢あふれる箱に入ったモノをユーに渡わたした。

『開けてもいいの？』

「ええ、もちろんですとも」

　箱を開けてみれば、そこにはネックレス。ユーは無表情のまま、箱を閉じた。

　はっはっは。お気に召めさなかったようだな。ユーをタダの女の子だと思うな！

「ほいじゃ、次は俺な」

　プレゼント包装すらされていない巨きよ大だいな箱を織戸が差し出した。

　その箱にはこう文字が躍おどっている。




『あなたの悩みもボインボイン！　バストアップマスィーン・ボイーンＸ』




　う、胡う散さん臭くせえ——そんなもんでユーの微び乳にゆうを大きくできる訳ないだろ。

　ユーはそれを無表情で受け取ると、そのまま脇わきに置いた。

　当然だ。ユーをタダの女の子じゃないと思いすぎるなよ！

「織戸お前サイテーだな」

　友紀は正直引いていた。

　織戸は首を捻ひねり、友紀にガンを飛ばす。

「そういうお前はなんにしたんだ？　あー？」

「じゃーん！　なんかバッテラとかに付いてるフィルターみたいな奴一年分！」

「白昆こん布ぶ？」ハルナがちゃんと言い直してくれた。

「そう、それ。さすがだぜ！」

「え？　それって食えるもんだったのか？　俺、いつもサバ食うとき、フィルターみたいな奴外して食ってたわ」

　織戸がメガネポジションを直しながら感心したように呟つぶやいた。

「白昆布？」

「そう、それ。さすがハルナちゃん」

「女の子の誕生日プレゼントに、昆布はどうかと思いますが」

　セラの突つき刺ささるような視線に、友紀はガチガチと歯を合わせた。

　織戸はキュンと胸をときめかせていたが、ゾンビでも肝きもを冷やす恐おそろしい視線だ。

　セラはバカにしているようだが、俺は焦あせっていた。ユーはちょっと抜ぬけている部分があったりするからな。俺の対たい抗こう馬ばになり得るのは、もしかしたら昆布かもしれん。

「ユー、これ」

　セラがガミガミと説教を続けている間に、俺はマグカップを渡した。猫ねこか何かの肉球で水玉模様になっている可愛いマグカップだ。

　この模様を選んだ理由は、以前ハルナが履はいていたパンツがこんな柄がらで、ユーにも似合うだろうと思っていたからだ。

「いつも湯飲みしか使ってないだろ？」

　ユーはマグカップを受け取ると、早速お茶を注ごうとした。

「使うのなら、洗ってから使いましょう」

　セラが立ち上がり、マグカップを持って織戸をまたいでキッチンへと向かう。

　織戸はデニムパンツをはいていたセラを何故か下からのぞき込むような仕草を見せ、セラに舌打ちされた。

　俺が同じような行動を取れば、たちまち目に刀を突き立たてられるだろうが、セラは蹴けり一つ入れることなくスルーする。

　吸血忍にん者じやは、ただの人間を殺せない掟おきてなのだ。だから、セクハラ行こう為いにもお咎とがめなし。

　——ちょっと羨ましい。

『みんな　ありがとう　こんな私のために』

　ああ。このメモは大事に取っておこう。

　セラが帰ってくると、早速熱々のお茶をマグカップに注ぐ。ユーは両手で包み込むようにマグカップを取り、ぐっと喉へ茶を送った。

　無表情のまま目を閉じているユーに、セラが聞いた。

「さ、誰のプレゼントが一番でしたか？」

　聞くまでもないだろう？　俺のマグカップ『だけ』を使ってるんだぞ？

　やれやれだ……ユーはマグカップをテーブルに置き、ボールペンを取る。

『正直に？』

「ええ、もちろんですよ」

　少し悩んだようで、固まったまま動かなかった。それでも誰一人として声を出すことなく見守っていると、ユーは少し体を傾けた。

　そして——ユーは、

『あなたの悩みもボインボイン！　バストアップマスィーン・ボイーンＸ』を掲かかげた。

　それは、マスターソードを引ひき抜いたときの壮そう大だいさに似ていた。



















　まさかのボイーンＸ！　え？　織戸の勝ち？　マジでか？

「わ、私のネックレスは？」

　動どう揺ようを隠かくしきれないセラが、自分が差し出したネックレスを取り出した。

『私　金属アレルギーだから』

　いつも鎧よろいなのにっ？

「オレが用意したバッテラのフィルターみたいな奴やつは？」

「白昆布な」

「そう、それ！　さすが！」

『てっきり　カステラと同じように　食べられないものだと』

　織戸と同じってことか。

「じゃあ、俺のマグカップは？」

『やはり　お茶は　湯飲みで飲むべき』

　ユーらしいこだわりだな。

『でも　本当に嬉うれしかった　ありがとう　みんな』

　あー、もう何でもいいや。笑顔は見せないが、そのメモだけで、みんなもうどうでもよくなっていた。

　しゃぶしゃぶ戦争が始まり、セラにもハルナにも笑顔が零こぼれていた。織戸と友紀のバカさが食しよく卓たくを盛り上げてくれたんだ。

　結局マグカップはハルナが使うことになった。

　まあ、パンツの柄に選ぶくらいだし、肉球の水玉模様は好きなんだろう。

「そう言えばさ。ちょっと気になったんだが」織戸が話を切り出して、みんな黙だまった。

「何か？」セラの視線に、織戸は胸をキュンとさせながら——

「ユウちゃんは何歳になったんだ？」

「……」

「……」

「……」

　そのとき——確かに、世界が凍こおった。

　そういやあ、何歳だっけ？　友紀もセラも固まっていた。こいつら吸血忍者はユーの年ねん齢れいを知ってるみたいだな。

「どうせ二歳とかだろ」

　ハルナが興味なさそうに呟いた。そんな訳ないだろうが。

　友紀がユーの顔色を窺うかがうが、当然ユーの表情はいつもと変わらない。

「ヘルサイズ殿の年齢は——」

　セラがそう言ったときだった。

「おやすみなさい」

　ユーの口から、女神の囁ささやきのようなものが漏もれ——

　俺たちは全員、眠ねむりに落ちた。




　　　　＊




　あー、こんな話もあったねー。

「裁判長。この件に関しての証人を召しよう喚かんします」

「んじゃ、純度一○○％のね、まじりっけのないね。証人の中の証人……出てこいや！」

　まるで総合格かく闘とう技ぎイベントのオープニングみたいな呼びかけに応じて、陪ばい審しん員いん席にいたユーが俺の所へとやってくる。

　入いれ替かわるように、俺は弁護側の席へ。証言台がなかったのだろう。ユーは視し聴ちよう覚かく室の真ん中にぽつんとある椅い子すに腰こし掛かけ、ガントレットに包まれた手をヒザの上に置いた。

　そんなユーの前に、セラが立つ。

「それではヘルサイズ殿。お聞きしますが、彼は確かにこう言いましたね？」




『ユー、俺がお前の手を離はなすと思うのか？　見くびるな。俺はお前が思ってるより三倍は変態なんだ。美少女のすべすべお肌はだから手を離すなんて——絶対にしないっ！』

『落ちたんじゃないさ。お前の手を触さわってるうちに抱きしめたくなったんだ』




　ユーは強く頷うなずいた。

「これに対して、あなたはなんと答えたのですか？」

『変態だ』

「おい、待て。あれは本心じゃなくて、ちょっとしたジョークというか」

「噓うそだと？」

「ああ、そうだ」

「このように、彼は平気で噓を吐つく人間であるということがわかりましたね」

「なるほど。上手いな。どう答えても逃にげ道みちがなかったということか」

　セラの尋じん問もんに、陪審員の一人、アンダーソン君が関心を抱いだいていた。

「セラさんの言うことに間ま違ちがいはない！」

　陪審員っぽい織戸は、偉えらそうに腕うでを組んで踏ふん反ぞり返かえっている。

「おいおい！　ちょっと待てよっ！　異議ありっ！　異議あーっり！」

　ぶんぶんと手を振ふって、『一応弁護人』の友紀が抗こう議ぎする。

「なんだよトモノリー」

　あまりにも友紀がやいやい騒さわぐので、織戸がウザそうな声を出した。

「んじゃ、反対尋問やっていいよ」

　投げやりそうなハルナの声。友紀は待ってましたと言わんばかりのテンションで前に出る。

「ユークリウッドさん。相川はあなたにひどいことをしてないよな？」

『酷ひどいことは　されてない』

　得意満面な笑みを浮うかべた友紀に対し、さっとセラが細い手を挙げた。

「異議あり。弁護人の質問は曖あい昧まいで、何に対して言っているのかがわかりません」

「しゃーなしで異議を認めまーす。弁護人はもっと具体的に聞けよな」

「えー、これは相川が良い奴で、今回の件はたまたまだってことを証明したいぜ」

　アホはアホなりに、しどろもどろになりながら、必死に言葉を探している。

「んじゃ続けて。あと被ひ告こく人にんは頭ず蓋がい骨こつ割れろ」

　さりげなく裁判長から刑けい罰ばつが言い渡わたされた気がしたが、みんな無視していた。

「えーっと……あー」

　何をどう言えばいいのか。友紀はアホなので、言葉に詰つまっていた。そんな中——

「相川くんは……故意にやったと思いますか？」

　お下さげ髪がみの美少女陪審員、平松が、真しん剣けんな目でユーを捉とらえていた。

『歩は　こんな私に　いつも勇気をくれる　わざとじゃ　ない』

　友紀がうんうんと頷いていた。

　流れがこっちに傾かたむいてきたな。良い傾向だ。

「だったら相川。お前はなんであんなセリフを言ったんだ？」

　アンダーソン君はユーではなく、俺に疑問を投げかけてきた。

「まあ、なんて言うか……格好良くないっすか？」

　照てれ隠かくしをしながら、冗じよう談だん半分で言ったその言葉が、悪かった。

「キモっ！　靴くつの紐ひもだと思ったらムカデだったぐらいキモーイっ！」

　長い茶ちや髪ぱつを横に振り、メイクばっちり陪審員、三原が汚お物ぶつを見る目で体をぶるっと震ふるわせた。

「うわっ、こいつ寒っ！」

　織戸にもバカにされ——

「そうです。彼は確かにヘルサイズ殿に何かしらの勇気を与あたえたかも知れません。しかし、同時に、『気持ち悪さ』も全開であると、私は強く主張し、質問を終わります」

　勝負は決まったと勝かち誇ほこったセラ。

　……こりゃ、やっちまったか？

「相川は良い奴だよ！　なんで分かってくれねえんだよ！」

「なんですか、鬱うつ陶とうしい」

「次の証しよう拠こを見てくれよ！　オレが証人だ！」

　ちょっと友紀が弁護人らしくなってきた。そんな錯さつ覚かくすら覚えるほど、情熱に溢あふれていた。

　でも……もう少し弁護して欲しい。そんな無理な願いを、俺は胸に秘めていた。




























　十一月半ばごろ、それは——すっかり寒くなり、こたつが恋こいしくなってきたころだった。

　十月には学園祭、十二月にはクリスマスなどのイベントがあるが、この十一月って奴やつはとくに何もイベントがなく、中だるみする傾向にある。

　まあ、のんびりとした毎日を好むゾンビな俺にとっては、素晴らしい月だといっていいだろう。

　九月には文化祭準備やらで賑にぎわっていた放課後も、今ではすっかり寂さみしげなものになっていた。

　見み渡わたす限かぎり、教室に残るみんなもいつもよりテンションが低くなっているような——

「あ～いかわ！　遊びに来たぜ！」

　全然そんなこともなかった。

　そこには、一人の少女がアホ面で立っていた。ショートの髪かみに大きな瞳ひとみ。健康的な細身の肢し体たいをセーラー服が包んでいる。背は高くないし、ガキっぽい女の子だ。名前は吉よし田だ友紀。友紀の読み方は——

「おう、トモノリ」俺は軽く手を上げた。

「と、トモノリ言うなっ！　一回でいいからユキって呼んでくれ～っ！」

「おー、トモノリ来てたのか」

　そこへさらに、コンビニへ行っていたクラスメイトの織戸が、肉まんをくわえつつ、ビニール袋ぶくろを俺に差し出しながらやってきた。

　ツンツン頭に、メガネ。これ以外に特筆することのない、一いつ般ぱん的な男子生徒だ。

　俺はゾンビなので、日に当たると気を失ってしまう。そのため、こうやってクラスメイトにコンビニでパンを買ってきてもらい、毎日張り込み中の刑けい事じよろしく、パンを咥くわえてずっと教室に残り、夜を待つのだ。

「うぉーっ！　こらーっ！　もうーっ！」

　織戸にもトモノリと呼ばれたことが気に食わないのか、友紀は両手を挙げて、言葉にならない言葉を叫さけんでいた。

「どうしたんだ？　こいつ」

　なぜ友紀がそんな行動をとったのか、理解に苦しんでいるクラスメイトへ説明を入れる。

「一回で良いから、ユキって呼んで欲しいんだと」

「ふーん」織戸はどうでもいいやと言いたげな目で友紀をちらりと見ると、俺の前の席に座った。友紀のふくれっ面を見て、何かを閃ひらめいた織戸は、メガネを中指で押し上げる。

　そして、宝たから塚づかの主役みたいな輝かがやく凛り々りしい顔つきで——

「……ユキ」

　ぞわ……。そのとき、教室内が鳥とり肌はだで包まれた。こいつ、これほどまでに気持ち悪いイケメンボイスが出せるのかっ！　キモッ！

「愛してるよ……ユキ」

　さらに追い打ち！　俺はなんとか耐たえることが出来たが——

「うぎゃあああああっ！　やめてくれえええええっ！」

　友紀はいやいやとかぶりを振ふる。呼ばれた本人は堪たまったもんじゃないだろう。

「言って欲しいのか言って欲しくないのかどっちだよ」

　いつものアホ面に戻もどった織戸は、肉まんの残りを口に放り込む。

「普ふ通つうに呼んでくれ！　ちゃん付けでもさん付けでもいいからさぁっ！」

「ユキ」頰ほおに肉まんを含ふくませながら、織戸は世紀末覇は者しやのような濃こい顔で友紀の名を呼んだ。

「いやああああああっ！　やめろっ！　ほんとやめろ！」

「アイラブユキってＴシャツも作ろうか？」

「やめっつってんだろうが！　誰だれが得するんだよ！」

「ジュディマリファンとか」

「ジュディマリファンを巻き込むなっ！」

「こう、英語で『Ｉ♡ＹＵＩ』って感じに」

「ユイになってるじゃん！　お前もう今すぐ土下座しろ！」

「俺英語弱いから『ａｋｉｋｏ』と『ａｉｋｏ』とか『ｈｙｄｅ』と『ｈｉｄｅ』もよく間ま違ちがえるんだよな」

「ローマ字ばっかじゃんっ！　いっそ土下座の状態で全国を行あん脚ぎやしろ！」

　ずっと二人の漫まん才ざいを聞き流していた俺だったが、さすがにキリがないのでぼそりと呟つぶやく。

「お前ら、テンション高いな。せっかく十一月なんだから、もう少し静かに——」

「十一月……そうだ相川！　明日あした暇ひまか？」

　何かを思いだしたように、友紀がポンと一つ手を叩たたく。

「明日？　——まあ、学校ぐらいだが」

「ちょっと夜に付き合って欲しいんだよ！」

　目を輝かせ、大声で言う友紀に、織戸がメガネを光らせた。

「デートかっ！　おいトモノリ！　デートなら俺が——」

　女の子とどこかへ出かける。それは女好きの織戸にとって、最上の喜び。たとえそれが、毎日のように顔を合わせている男勝りな女子だとしても、やはりそうなのだろうか？

　先ほどまでの劇団員の如ごとき顔はどこへやら。ツンツン頭を弄いじりながら、興奮した様子で友紀にアピールする。

　そんな織戸を無視して、俺は友紀へ顔を向ける。

「夜って……どこへ行くんだ？」

「ちょっと遠いんだけどさ、すんげー夜空が綺き麗れいな場所があるんだぜ！　星空を想像するだけでワクワクしてこねえかっ？　なっ？」

　天体観測だと聞いた途と端たんに、織戸の背景がセピア色に染まっていくのを感じた。

「相川……どうやら俺はここまでのようだ。——トモノリをよろしく頼たのむわ」

　まあ、織戸には夜景や星空なんて似合わないだろうし、興味もないだろうからな。これが友紀の誘さそいでなかったら喜んで行くだろうが——

「ころっと態度が変わるな。織戸は夜景嫌きらいだっけか？」

「何が悲しゅうてトモノリと星を見に行かなきゃならんのか！」

「オレ、一度も織戸を誘ってねーよーっ！　相川、頼む！　この通り！　一生のお願い！」

　錬れん金きん術じゆつでも行いそうなくらいに小気味良い音を立てながら両手を合わせた友紀。強く目を閉じたあと、ちらりと薄目を開けて俺の顔色を窺うかがっていた。

「ああ、わかったよ。たまには天体観測もいいよな」

「おお！　ありがと！　ありがとな！　相川！」

　そのときのトモノリは、とても愛らしい少女の顔をしていた。

　そう、まるで恋する乙女おとめが片思いの先せん輩ぱいに勇気を出して告白し、色よい返事を貰もらったことで、嬉うれしいけど照れくさい。

　——そんな乙女の表情だ。







　そんな乙女の表情だった友紀が、今は醬しよう油ゆを一升しようがぶ飲みしたような、しょっぱい顔に変わっていた。

　星を見に行くという約束で、俺は十七時を回った頃ころ、駅前で友紀を待っていたのだが、やってきた友紀は一言発するより先に、そんな表情を浮うかべていたんだ。

「なんで——なんで相川だけじゃないんだよ！」

「はあっ？　あんた、あたしに文句あるわけ？」

　うわーんと泣き出しそうな友紀の前にいるのは、背の低い少女。猫ねこのように目立つ大きな瞳と、提ちよう灯ちんアンコウにも劣おとらない見事なアホ毛を持つ、生意気で常に自信たっぷりの表情をした貧乳少女、アホのハルナだ。「トモノリと星を見に行く」と言った途端に、勝手についてきた。

「やっぱり、都合、悪かったか？」

「いや——まあ、いいけどさー。せめてちゃんとした格好してこようぜー」

　がっくりと肩かたを落とした友紀。そう言われれば、確かに友紀は、「遊びに行く」と言うのに、まるで登山に行くかのような重装備——え？　まさか……まさか登山？　そこまで本格的な天体観測なのか？

　ちらりと横を見る。ハルナは肌はだ寒ざむくなってきたこの季節に短パンを履はいていた。黒のハイソックスが太ももまで覆おおっているが、それでも寒いだろ？

　俺だってシャツの上からパーカーだし、繁はん華か街がいへ向かうような格好だ。

「とにかく！　ユキノリは行きたいところがあるんだろ？　連れてけ連れてけ！」

　ハルナは人の名前を間違って覚えるのが特技で、友紀の事をユキノリなんて呼んでいた。そんなハルナのことを、友紀は『師し匠しよう』と呼んでいる。

　二人の関係は、料理の師匠とその弟子——なのだ。

　やけに偉えらそうに踏ふん反ぞり返かえったハルナ。どこの将軍家の方ですかお前は。

「師匠……一度着き替がえた方が——」

　そんな友紀の注意も聞かず、駅構内へ入っていくハルナ。俺は不ふ機き嫌げんそうな友紀の頭にポンと手を置いた。

「すまんかった。お前と星を見に行くって言ったら、あいつも見たいって言いだしてな」

「相川……相川は？」

「ん？」

「相川は——星、見たい？」

「ああ……凄すごいんだろ？」

「おう！　すげーんだぞ！」

　白い歯を見せた友紀は、夏空みたいに晴れていた。







　電車で一時間ちょい、歩いて二時間程度の時間をかけて、神か奈な川がわ郊こう外がいへとやってきた。

　俺たちは十五度を超こえるであろう傾けい斜しやの山道を登っている。電車の窓から見た限りでは、標高はそれほど高いように見受けられなかったが、こんなに傾斜があるとはな。

　狭せまい山道を取り囲む木々は実に様々で、色あせた落葉広葉樹と秋でも青々としている針葉樹がパッチワークみたく一いつ緒しよにされていた。これは元々あった森に、植林していった結果なのだろうか。

　街灯どころか自じ販はん機きすら見あたらない、暗い夜道。

　肝きも試だめしには最適な場所かも知れない。

　だが——俺はゾンビだし、友紀は吸血忍にん者じやとかいう闇やみの住人で、ハルナは魔ま装そう少女という化け物退治の専門家だ。みんな夜には慣れていて、懐かい中ちゆう電灯もなしに動き回ることも簡単だから、別に怖こわくもない。

　しかしながら、来る途と中ちゆうに『クマ注意』の看板を発見した。

　——どうやら、肝試しは出来そうだ。

「あーっ！　寒いんだけど！　いつ着くんだっ！」

　ハルナがそんなセリフを吐はいたのは何回目だろうか？　ずっとグチグチ言いながら、俺の後ろをついてきていた。

　まあ、俺もパーカー羽織った程度でそんなに厚着している訳じゃないし、思った以上に山の気温が低いのもわかるが——

「寒い寒い寒いーっ！」

　正直、ウザイ。言えばどうにかなる訳でもないだろうよ。

　なんて同じ意見だったのか、前を歩いていた友紀はくるりと振り返り、むっとした表情で、両手を挙げて抗こう議ぎした。

「もうっ！　だったら帰れよーっ！」

　——珍めずらしいな。友紀が人をウザがるなんて。

　だからこそ、ハルナも意外だったようで、目を丸くしたまま愚ぐ痴ちを止めた。

　そんな空気に、「しまった」といった感じの表情を浮かべた友紀は頭を下げる。

「あ、いや……その——もう少ししたら着くからさ。——ごめん」

　変な空気が漂ただよう中、ハルナは急にもじもじしだした。

「あ、あたしちょっとトイレ」

「ここにトイレなんかないぜ？」

　困った友紀の言葉に、俺も続く。

「そこの茂しげみでいいんじゃないか？」

　今歩いている山道は、大きな木々に囲まれていた。左右から伸のびた枝葉たちは、自然のトンネルを造っている。地面には枯かれ葉はの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、その向こうには巨きよ大だいなマリモのようなふわふわな茂みがいくつもあった。——あそこなら、誰かに見られる心配もないだろう。

「ちょっと行ってくる——アユムが変態なのは知ってるけど、絶対覗のぞくなよな！　絶対だからなっ！」

　行くわけないだろ。全く——

　そのまま友紀と二人で空を見上げて待機していたが、乱雑に並べられた杉すぎの木が邪じや魔まをしてあまり星は見えなかった。今にも枯かれ落ちて来そうな杉の葉に囲まれて、雨が降ってもあまり濡ぬれずに済むだろうな。とか、春に来たら絶対に花か粉ふん症しようになる。なんて考えながら五分ほど経ったが、ハルナは帰ってこない。

「遅おそいな」

「——もしかして、奥の方までいっちまったのかな？」

　暗い森の中。道があれば良いが、ないところだと自分がどこにいるのか、どこへ行けばいいのか迷ってしまう可能性もある。心配そうな友紀の表情を窺うかがった俺はポリポリと頭を搔かいて——捜さがしにいってやるか。

「あのバカが。——トモノリ、ちょっと俺、捜しに行ってくるわ」

「お、おう！　オレも行くぜ！」

　こうして、暗くら闇やみの森の中へ入ることとなった。

　倒たおれている大木をまたいで、その先へ。

　同じような景色の連続。迷路のように入り組んだ森の中へとどんどん進んでいく。

　おいおい、どこまでいきやがったんだあいつは——もしかして、もう入いれ違ちがいになってしまったのではないだろうかと不安になってきた。

「な、なあ相川」

「ん？　どうした？」

　暗がりでよく見えないが、どうも友紀は照れくさそうな顔をしているようだ。

「やっと——二人きりになれたなーって」

「いきなりどうした？　妙みような事を言う奴やつだな」

「思っちゃいけないのかよ。オレは相川の嫁よめなのに」

　嫁。その言葉に、俺は足を止めた。吸血忍者の掟おきてとやらで、俺は友紀と夫婦ということになっているが、正直——やめて欲しい。そんな重いモノを背負えるほど、ゾンビに甲か斐い性しようはないのだから。

「どういう理由だ。それに、嫁が名字で呼ぶか？　普ふ通つう」

　名字で呼ぶ。つまり、お前だって夫婦って認めたくないんだろ？　そんなニュアンスを込めた言葉だったのだが——

「え？　……あ……そうだけどよ」

　友紀は、目を大きく開き、まるで絶好のチャンスが舞まい込んだかのように、嬉しそうな表情をしていた。

「なんか変だぞ、お前？」

「呼んで、いいのか？」

「ん？」

「名前、呼んでもいいのかよっ！」

「ああ」

「あ、あい」友紀はぶるぶると首を横に振ふった後、耳たぶを真っ赤にさせて言葉を続けようとしたが。

「あゆ「ぎゃああああっ！」」

　耳を裂さく乙女おとめの悲鳴——とはほど遠いハルナの叫さけび声ごえが森の中へと轟とどろいた。

　がさがさと草むらを搔き分わける音がだんだんと近づいてくる。

　そして——ハチの大群に追われたハルナが、こちらへ飛とび跳はねるようにやってきた。

「おいおい——マジかよ」

「うわああああっ！」

　俺と友紀は必死の表情で今来た道を引き返した。

　クマならどうにか出来るが、ハチは処理に困る。

「こら！　アユム！　逃にげんなよなっ！」

　訳の分からないことをいいながら、ハルナが追ってくる。

　ハルナ様のおっしゃる、「逃げちゃいけない理由」とは——

「必殺！　アユムバリアーっ！」

　俺を盾たてにするためだった。

　服をハルナにつかまれ、強引に体をハチの方へと向けられる。ぎゃあああああっ！　ハチがっ！　ハチがーっ！　まんまと俺を囮おとりにしたハルナは一人そそくさと逃げ去さり、俺は体にまとわりつくハチを払はらい落とす。

「相川っ！　大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああ、心配ない」

　くるりと振り向いたら、すぐそこに友紀がいた。さっきの山道より狭い場所だから、すぐ傍そばにいるのはわかっていたが、ここまで近いとは思わず、頭をぶつける。その衝しよう撃げきで友紀は足を滑すべらせ、俺も一緒に倒れ込んでしまった。

「いっつぅ——」友紀が痛みに顔を歪ゆがませる。俺に心配をかけさせないためか、すぐに友紀は笑顔を見せた。が、その表情が強張っていく。

　まあ、端はたから見れば、まるで俺が友紀を押し倒して妙な事をしようとしているように見える。怖がるのも無理はないかもな。

「あ、相川——」

　震ふるえる声。俺は友紀に覆い被かぶさった状態のまま、振り向いた。そこで——




　クマさんに出会った。




　樹じゆ齢れい何百年か想像もつかない大木から長く伸びる木の枝を、まるで閉店間際の居酒屋ののれんをくぐるように手で押し上げ、「まだやってる？」と申し訳なさそうに顔を見せるサラリーマンのように——二メートルを超える大きさのクマが現れた。

　ま、マジで出たーっ！　モコモコだっ！　モフモフだーっ！

　死んだフリかっ？　ここは死んだフリをするのか？　俺もう死んでるけど！

　すぐに逃げられるように飛び起き、クマから目を離はなさずに友紀を起こす。

　慌あわてるな。そうだ、俺はゾンビ。クマより化け物なはずだ！

　落ち着け俺——よし。鼓こ動どうがおさまってきた。その鼓動を確かめたいのか、クマが俺の胸元へ肉球のついた手を伸ばす。

　ビリ。鋭するどい爪つめが俺のシャツを切きり裂いた！　この野や郎ろう——軽く倒して寝ねていて貰もらおう。

　俺が強く一歩踏ふみ出したとき、何かが後ろから、しがみついてきた。

「く、くくくく、クマだーっ！　相川っ！　クマっ！　クマーっ！」

「お、落ち着けトモノリっ！　お前、クマより強いだろっ！」

　リュックサックになるのが夢なのかと思うくらい、がっしりと全体重をかけてしがみつく友紀。その両りよう腕うでは俺の顔を覆おおっており、後頭部には、やけに柔やわらかいモノが押しつけられている。……ちょっと役得。友紀は隠かくれ巨きよ乳にゆうとして評判だからな。

「——ってこら！　前が見えねえっ！」

　バチン。次に鳴った音は珍しい音だった。ジーンズのボタンが弾はじけ飛んだのだ。恐おそらく、振り下ろされたクマの爪が引っ搔いたのだろう。

「クマっ！　クマったクマったーっ！」

「お前、結構余よ裕ゆうあるだろっ！　いいから降りろ！」

　クマがいたところから「グアーっ」という嫌いやな声が聞こえてきたので、舌打ちを一つした俺は、友紀をおんぶしながら走った。

　どこへ向かって走ればいいのかはわかっていた。

「うぎゃあああああっ！」

　ほら、今も聞こえる、ハルナの叫び。あれを目印にすれば、とりあえずあいつに合流できるからな。今はとにかく、落ち着ける場所まで逃げるしかない。

　ビリ、ビリビリ——電でん撃げきの音ではない。呪のろいかと言うぐらい木の枝に服が引っかかり、これでもかと言うほどに引き裂かれていた。

　なるほど——そういうことか！




　この山は、俺の服を狙ねらっているっ！




　前が見えれば枝などに引っかかることもない。友紀をふりほどいても良い——だが、この頭の後ろに感じる胸の柔らかさが心地ここちよくて、その気を削そいでしまう。

　ゾンビパワーで一目散に逃げた甲か斐いあってか、クマの気配が消えさったような気がする。クマが自分から気配を消すなんてしないだろう。——逃げ切ったのだ。

「うわああああっ！　クマっ！　クマーんっ！　オレ、ネコアレルギーなんだよっ！」

「もう大丈夫だ！　落ち着けトモノリ！　ネコアレルギー関係ないからっ！」

「え？　お、おう……」

　やっと離して貰ったと思ったら、体勢を崩くずしてしまい、踏ん張るために一歩踏み出したら木の枝を踏み、倒れた木に引っかかり、転てん倒とうしてしまった。

　その際こけないように目の前にあったモノを無意識でつかむが、走っていた勢いもあってか、その場に倒れてしまった。土と草の感かん触しよくが何とも気持ち悪い。

　ずるっ——さて、この擬ぎ音おんが何を意味しているのか、それを確認するのに少し顔を上げると、そこには、登山用のだぼついたズボンが少し脱ぬげ掛かかった美女がいた。

　長い髪かみをポニーテールに結った女性。汚お物ぶつを見るような冷たい視線と、モデルにでもなれば良いのにと溜ため息いきが漏もれるほどの、柔らかでいて、スレンダーな肢し体たいを持ち、いけない女教師がダメ生徒をウザく思っているかのような表情をした、美乳お姉さんだ。

　その端たん麗れいな顔の奥には、紛まぎれもなく鬼おにがいた。



















　ヒスイ色の美しい瞳ひとみは赤く染まり、ズボンを俺がずりおろしたせいで、水色のおパンツ様がお目見えしていたのを直しながら、溜息を一つ。

「歩——この不本意な状じよう況きようには、当然、それなりの理由があるのでしょうね？」

「ああ、もちろんだ。——セラ、これには、深～いワケが」

「浅かったら——殺しますよ？」

　立ち上がった俺は、汚よごれを払い落としながら、目の前にいるセラへわかりやすく説明する。

「クマに襲おそわれてたら、こけた。不ふ可か抗こう力りよくなんだ」

「つまり、こけた拍ひよう子しに私のパンツをつかんでしまい、故意なく脱がそうとした。そのような漫まん画が的展開が、たった今、この場で発生したとでも言うのですか？」

「そういうことだ。全くもってその通りだ」

　何がおかしかったのか、両目に指を突つき刺さされた。ゾンビじゃなかったら失明しているレベルだぞ。

「セラフィム……なんでここに？」

　落ち着きを取とり戻もどした友紀が、幽ゆう霊れいでも見たかのように狼狽うろたえていた。

「ヘルサイズ殿どのと星を見に来たのですよ。この先に、良い場所があるのです」

　なるほど。セラは友紀と同じ吸血忍にん者じや。同じ星見スポットを知っているのかもしれない。

「そんな——」

　友紀はがっくりと肩かたを落とした。さっきからどうも友紀の様子がおかしいような。

「我々がいては、不都合なことでもあるのですか？」

　セラの横に、もう一人少女がいた。ハルナと同じくらい小さな背の少女。銀色に輝かがやく髪と雪のような肌はだ、青い瞳を持つ可愛い少女だ。名前はユークリウッド・ヘルサイズ。

　とある事情から、彼女は声を出せないので、満面の無表情でメモをつきだしている。

『ごめんなさい』

　暗がりの中でよく見えなかったが、メモにはそんなことが書かれていた。

「はあ」友紀は深いため息を吐はき出していた。

「何か文句がおありならば——憂うさ晴ばらしに一番背の高い奴やつを斬きりますが？」

「背の高い奴って俺かっ！　何な故ぜ俺を斬る運びになってる訳っ？」

「それより歩。あなた方こそ、このような場所で何をしてるんです？」

「友紀と星を見に——あっ、セラ、ハルナを見たか？」

「いえ、ハルナも来ているのですか？」

「ああ、さっきハチに追いかけられて、こっちへ来ていたんだが」

　ちらりと友紀の顔色を一いち瞥べつしたセラは、その刀の如ごとき目を閉じて、また溜息を一つ。

「わかりました。我々も捜さがしておきましょう」

　その言葉に、友紀が表情を明るくさせる。

「ん？　一いつ緒しよに捜せばいいじゃねえか」

　俺の言葉に、友紀が表情を曇くもらせた。

　助けたいのか助けたくないのか、どっちなんだよ。

「相変わらず、あなたは鈍どん感かんですね——」

　セラが意味深なセリフを吐く。鈍感でも良いから、その言葉の意味を教えろよ。

「ところで、妙みような甘い匂においがしますね」

「なんで俺を見るんだ？」

　ボロボロになってしまったパーカーの袖そでを嗅かいでみると、確かに良い匂いがする。——あっ！　ハルナに何かを付けられたんだ！

　あの野郎——とにかく、ハルナを捜さないと説教も出来ない。

　こうして、ハルナ捜そう索さく隊が結成された。

　俺たちは一列に並んでハルナの名前を叫びながら狭せまい山道を進む。服はすでに半分以上破れてしまい、寒さが俺を襲っていたが、セラに服を貸してくれと頼たのみ込んだら目つぶし（二回目）されたので、今は早くハルナが見つかることを祈いのるばかりだ。

　くいっとパーカーの袖を軽く引っ張られた。その衝撃で片方の袖がノースリーブに。

　——ああ、そこまでダメージを負っていたのか。

　破れた袖をつかんでいたのは、ユーだった。

『この先に』

　そんなメモを俺に見せていた。

　暗がりの中、目を凝こらしてよく見れば、ちょっと広い空間になっている場所がある。俺は早速駆かけ足あしで向かった。

　そのあとに、ユーが、そして、そのあとにはセラと友紀も追ってくる。

　そこは、まるでミステリーサークルのように草がなぎ倒たおされた丸い広場。

　人工的に植えられたであろう針葉樹たちはすっかり形を潜ひそめ、ここには秋を彩いろどるオレンジ色の葉に囲まれていた。紅こう葉ようするには、実にいいところだろう。大きく息を吸い込むと、良い匂いがするのは、気のせいだろうか。

　そんなテニスコートが丸々入りそうなスペースの中心に、クマがいた。

『この先に　クマがいる』

　追いついたユーが、そんなメモを俺に突きつけた。暗いのもあってか、俺はちゃんと最後まで読んでなかったようだ。逃にげてしまおうか悩なやんでいたが、俺はふと地べたに座り込んでいるクマが、何かを抱だいているのに気づいた。

　それは、身長一四五センチぐらいの、見事なアホ毛を持つ少女、ハルナだった。



















　何やってんの、あの子？

「ハルナ——」

　クマごとき別に怖こわくもないので、俺は正面から近づく。クマの手の中にいたハルナは猫ねこ撫なで声ごえでこう言った。

「めちゃめちゃヌクい」

　あったかそうで何よりだよ。

「クマをソファー代わりですか——ハルナらしいですね」

　広場の中心までやってきたセラが、腕うでを組みながら微笑ほほえんでいた。

『私も　モフりたい』

　同じく広場の中心までやってきたユーは無表情だが、羨うらやましそうだった。

　みんながクマを囲むように近寄り、笑い合う。

「——なんでだよっ」

　叫さけぶような声が、枝葉のざわめきをかき消すように発せられ、友紀だけが、広場の入り口に立ち止まっていた。

「なんでいつもっ——邪じや魔まばかり入るんだよっ！」

　泣き出しそうな震ふるえる声に、誰だれも声を掛けられなかった。

「オレはただ、相川と二人で——二人きりでただ星が見たかっただけなのにっ！　なんでセラフィムたちはいつも、相川と一緒にいるんだよっ！」

　そうか——こいつは二人で来たかったんだな。だから、あんなに妙な態度ばかり。

　せっかくのデート。それを俺は、空気も読まずにハルナなんか連れてきて……いつもなら、ここで得意の詭き弁べんを発揮する俺だが、気の利いたことも思おもい浮うかばず、強く拳こぶしを握にぎった友紀を眺ながめているしか出来なかった。

　何か——言ってやらないと。そんな思いだけがぐるぐる頭の中を回る。

「勘かん違ちがいすんなよなっ！」

　クマのお腹なかあたりから声が聞こえると、大きな手を除よけ、ぴょんとハルナが飛び出した。

「へっ？」

「今の言い方だと、まるであたしらがアユムを好きみたいじゃん！」

　びしっと細い人差し指を、潤うるんだ瞳の友紀へ向ける。

「ええ、それは腹立たしいですね」

　セラも友紀の方へ振ふり返かえり、目を細めた。

「だって——一緒に来てるじゃねーかっ！　オレと相川の邪魔をしたいんだろっ！」

「ユキノリは、あたしのこと嫌きらいなのか？」

　まっすぐで、自信に満ちた大きな目。ハルナのそんな目を見た友紀は大きく首を振る。

「そんなこと——ねえよ。オレは——」

　これからもきっと、実ることのないだろう小さな胸を大きく張ったハルナは——

「あたしもだっ！　あたしは、ユキノリと星が見たいから、ここに来たんだっ！」




「……師し匠しよう」

「私もヘルサイズ殿と天体観測に来ただけです。変態を観測しに来た訳ではありませんよ」

『みんなで見られれば　一番良い』

「オレ——バカだ。一人で勝手に……みんなの気持ちも知らずに——ごめん。ホントごめん！　そうだよな。せっかくの星空だし——みんなで見た方が良いよな！」

　参ったな。良いところを全部ハルナに持って行かれてしまった。俺は一つ笑い、タイミングを見計らってセラとハルナへ声を掛ける。

「ちょっといいか？」

「ん？」

「何か？」

「てことは、俺って嫌われてんの？」

「黒板を引ひっ搔かく音ぐらい嫌い」

　奥歯を嚙かみしめながら、ハルナは体を抱く仕草まで見せた。

「ゴキブリのことを、歩と呼び間ま違ちがえた事があるぐらい嫌いですね」

　うんうんと頷うなずきながら目を閉じて回かい顧こするセラ。

『もう少し　変態度が下がれば』……ユーですらっ！　ちょっとショックっ！

「お前ら——じゃあなんで俺の家に居候してるんだ？」

「便利だから」

「ああ、その意見には賛同できます」

「良い度胸じゃねえか——お前ら、明日あした飯抜ぬきだっ！」

「あ？」おーっと、セラの美しいピンク色の唇くちびるからヤクザの兄貴みたいな吐と息いきがーっ。

「アユム、なんか言った？　寒いんだけど」

　あーっと、まるで俺の言動が寒いようなニュアンスを込められたーっ！

「…………いえ、存じ上げてないっす」

　寂さびしくなった俺は、ハルナがしていたように、クマをソファー代わりにしようとしたのだが、クマはその強きよう靭じんな爪つめで俺のシャツを——切きり裂さいた。

　くっ！　やはりこの山は、俺の服を狙ねらってやがる。







　わだかまりが消え、友紀はいつもの少年のような元気さと素そ朴ぼくさを取とり戻もどした。さらに進みにくくなった山道を歩く。空を見上げると、月も雲もない、見事な夜空。

「寒いんだけど」

　体を抱くような仕草を見せたハルナがそのセリフを吐きながら俺を睨にらみ付けるのは何回目だろうか？　俺の格好を見ろ！　ジーンズはボタンないし、パーカーは袖ないし、インナーも傷物なんだぞ！　そんな俺を見て、まだ寒いなんて言葉が吐けるのかこの外げ道どう！

「ハルナ、寒い寒いと言ったところで、状じよう況きようは変わりませんよ」

「お前は胸元に脂し肪ぼう分があるからいいが——」

　そう言いながら、俺はぶるっと一つ身み震ぶるいする。肌はだ寒ざむいからという理由に加えて、セラの突つき刺ささる氷柱つららみたいな視線が合わさったのが起因だ。

「ユーを見習えよ。文句一つないぞ？」

『私は　慣れてるから』＝『ユーは大だい丈じよう夫ぶだよ！　凄すごいでしょ？　お兄ちゃん！』

　もうメモの内容を脳内で可愛く再生してホクホクしていないと凍こごえ死しんでしまうよパトラッシュ！

「おいこらユキノリ！　どこへいこうと言うのだねっ？」

　寒さのせいでハルナがラピュタ王になっている。

「もうちょっとだからさ！　頑がん張ばろうぜ！」

　変わらないテンションでスキップでもしそうな勢いのまま、友紀は先導していた。

「三分待ってや——ふにゃんっ！」

「何今のっ？」

「うっさい！　くしゃみくらいするだろっ！　いちいち——へっくふにゃん！」

「強引なくしゃみだな。むしろ言いづらくないっ！　確かに寒いけど」

　俺のツッコミに、ハルナはアホ毛から、不ふ機き嫌げんオーラを振りまいた。

「ごるばちょふ」

　妙な言葉が聞こえて、俺は振り返った。そこには、うっすら頰ほおを赤く染めた無表情の少女が一人。ユーは言葉を出すことが出来ない。今の意味不明な言葉は、確かにユーがしそうな可愛らしい声で発声されていたが——まさかな。

　もう一度ハルナの方へ顔を戻したとき——確かに俺は聴きいた。

「ごるばちょふ」

　振り向くと、ガントレットに包まれた手は口元に当てられていた。

　まさか——やはりそうなのか？　ユーのくしゃみは『ごるばちょふ』なのかっ！

　そのままじっとユーの顔を窺うかがっていたが、一度もくしゃみをする気配は見せなかった。

「二百メートルほど空へ近づくごとに、気温が一度ほど下がっていると、聞いたことがあります。そのような格好では、風か邪ぜをひくかも知れませんね」

「てことは——」

　振り向くと、今まで登ってきた山道が数百メートル先まで続いていた。もう、どれだけ歩いてきたか解わからない。

「ごるばちょふ書記長」

　しまった！　また見み逃のがしたっ！　しかも役職付いてるし！

「あー、寒いんだけど」

　ハルナがまた振り出しに戻りそうな言葉を出したとき。

「少し、ゲームをしましょうか」

　と、セラがそんな提案をしてきた。

「どんな？」と、俺が聞くと——

「次から『寒い』と言葉に出した人は、全員で殴なぐります」

「恐おそろしいが、そのくらい罰ばつ則そくがなければ言いそうになるな」

「望むところだ！」

『ジャッジする』＝『楽しそう！　ユーは声に出さない分有利だから、お兄ちゃん達をずっと観察してるね？』

「え？　なになに？　なんか始めたのか？」

　少し先を行っていた友紀が、興きよう味み津しん々しんの瞳ひとみを俺に向けてきた。

「ああ、ゲームだよ。みんながあまりに寒いって言うから——」

『アウト』＝『あはっ！　お兄ちゃん早速言っちゃってる』

　ハルナの水平チョップが、のど仏を叩たたいた。その衝しよう撃げきに、俺は「おぼっ」とか言いながらむせてしまう。さらに、セラの肘ひじ鉄てつがみぞおちを的確に抉えぐる。

「あー、なるほど！　寒いって言ったら殴られ——」

　楽しそうな表情のまま、友紀は頷いた。アホだ。この子はアホだ。

『アウト』＝『あっ！　言っちゃダメだよー』

　びしばしびしばし。——簡素だが、これほどわかりやすい表現があるだろうか？

　審しん判ぱんであるユー以外に殴られた友紀にデコピンしたあと、五分ほど歩いたら、そこは平たい空間だった。

　さっきのクマがいた広場よりさらに広く、人じん為い的に草木が刈かり取られたスペースだった。伐ばつ採さいされてしまったのか、周りに木々はほとんどなく、まるで山のてっぺんを抉ってしまったような、そんな場所。今来た山道へ続く後方以外、清すが々すがしいまでに何もなかった。

「ふわ～」と声を出したのは、ハルナだ。

「ほう」と感かん嘆たんしたのは、セラだった。

　ああ、すげえよ。まるで、宇宙にいる気分だ。

　見み渡わたす限かぎり、どこもかしこも星空。他に明かりはない。

　ただキラキラと主張する星空が、そこにはあった。

　登ってくる間に見ていた星空とはまるで違う。四方八方に全て星が見える。空に浮いているかのような、高こう揚よう感かん。この場に寝そべってしまいたいくらいに、俺は感動していた。

「すげーだろ！」

　友紀は両手を広げ、くるくると回る。

「まるで宇宙刑けい事じがコンバットスーツを着装するときの光をちりばめたみたい！」

「わかりづらいけど、ハルナも感動してるんだな」

　星の光は、こんなに輝かがやくモノだったのか。こんな、今すぐ手が届きそうな場所に感じられるモノなのか。こんなにはっきりとした光を見せつけられたら、線で結びたくもなる。星座を作った人間は、こんな最高の星空を見上げた事があるんだろうな。

『素敵』＝『うわあ～。ロマンチックだねー』

「苦労した分、感動もひとしおですね」

「そうだな。わざわざ来たかいがあったよ」

　何かに気づいたように、ユーが視線を移した。俺たちもそれに続いて顔を横へ向ける。——まさか、またハチの大群とかじゃないだろうな？

　そこには、一筋の光。

『流星』＝『見て見てお兄ちゃん！　流れ星だよっ！』

　一つじゃない。連続して、光が流れていく。

　すると、途と端たんに友紀がはしゃぎ出す。まるで流星を追いかけるように。

「これが見せたかったんだ。——都内じゃあんまり見えないけど、ここなら、いっぱい見えるんだぜ！」

「すごいな——」

『しし座流星群』

　これが——しし座流星群か。去年、テレビで散々凄いと言われていたから、俺は自分の部屋からしし座流星群を待っていたが、結局何も見えずガッカリだった。

　それだけに——心が躍おどった。

　星を見るには、他に光がない方が良い。星を見るには、月すらも邪じや魔まになる。

　だが、今は月が出ていなかった。そして、山奥ということもあってか、光など何もない。

　それでも漆しつ黒こくの闇やみに包まれないのは、星明かりが照らしてくれているからだった。東京だったら、こんなことは思わなかっただろうな。

「オレ、流星群の中でも、しし座流星群が一番好きなんだ。だから、極きよく大だい日び——流星が一番多く見える日は、毎年ここで空を見上げてるんだぜ！」

　そうか。十一月には、こんなイベントがあるんだな。——知らなかった。

　しみじみと次々に通り過ぎる光を眺ながめていると、

「あの光でかいな！　やるじゃん！」

　ハルナが一等星を指さした。こいつは大きいものが好きなようだ。——自分がちっさいだけに。

「うんうん！　すげーよ！　でもさっ！　あの星から見たこの地球も、きっとあれくらい——ううん！　もっと輝いてるに違ちがいねーぜ！」

　ずっとハイテンションな友紀の言葉に、俺は少し感心した。

「あの星から見た——そんなこと考えたこともなかったな」

「きっと、あの星にいる人たちも、この地球とどっかを線で結んで三角形作ったり、神話の生物にされたり——そう考えると、ワクワクしねーかっ？」

「少し——な」

『私は　下界も好き』＝『ユーはねー、ここから見下ろす夜景も好きなんだぁ～』

「下界？」

　ユーに手を引かれ、広場の端はしへ連れて行かれる。そこは、切きり崩くずしたように急きゆう斜しや面めんになっていて、そこから視線を投げると——街は光り輝いていた。

　ずっと見上げていたからよくわからなかったが、見下ろす街並みは、とても綺き麗れいだった。

『空の星は　変わることなく美しい　だけど　この変わり続ける星達も　美しい』

「変わり続ける星達か——」

　そこにあるのは命の光。人々が生きている証あかし。街の光は確かに、星のように輝いていた。

「こういうのを見せつけられると、使命感が湧わいてきますね」

「そう——だぜ！　オレたち吸血忍にん者じやが守ってきた光だもんなっ！」

「ここは、本当に星に囲まれてるんだな」

　空だけじゃない。地にも星が溢あふれている。そう思うだけで、胸がむずむずした。いつまでもこの光景を、眺めていたいと思った。

『また　来たい』

「ああ、また来年、このみんなで——」

「え？　再来週にふたご座流星群があるんだぜっ！」

「……」

「え？　あれ？　相川？」

「それは……さすがに——」

「うん……そんな頻ひん繁ぱんには来たくない」

　言いづらい言葉を、ハルナがずばっと言ってくれた。

「おいおい！　見ろよこれっ！　すげーじゃん！　すげーよなっ？　さっきまでの感動はどこに行ったんだよっ！　相川っ！」

「すまんが、再来週はちょっと——」

『私は　毎日来てもいい』

「ユークリウッド・ヘルサイズは神様だーっ！」

　友紀は泣きながら、ユーのガントレットに覆おおわれた手を取り、両手で包み込むように握あく手しゆした。

「でも、ありがとな——ユキ。こんなに綺麗な星空は、初めて見たよ」

　友紀は目を丸くして俺の顔を見たあと、にっと白い歯を見せて笑った。

「絶対また来ようなっ！　——アユム」

　がさがさと音がして、今俺たちが登ってきた道から、クマが現れた。だが、一いつ匹ぴきではない。タヌキやサルなどの動物もこの場所に集まってきた。みんな、星を見に来たのか？

『見るなら　みんな一いつ緒しよが良い』

　ユー、お前が呼んだのか？　うちのネクロマンサー様は、そんなことも出来るのか。

「く、くくくく、クマ——サルだーっ！　イノシシだーっ！」

　友紀が怯おびえながら俺の背中に隠かくれた。

「落ち着け、大だい丈じよう夫ぶだから」

「でもオレ——ネコアレルギーなんだぜっ！」

　目を閉じてぶるぶると震ふるえる友紀は新しん鮮せんで、ちょっと笑ってしまった。

「害はないんだろ？」ユーにそう聞くと、

『嚙かんだりはしない』

「ほら、大丈夫だってよ。落ち着け」

　俺は笑いながら友紀の頭をぺちりと叩く。友紀は叩かれたところをすりすりとさすって、「でも」と呟つぶやいた。

　俺はクマのところへいき、友紀を安心させるためにクマの頭を撫なでる。

　クマは優しそうな瞳で——俺の服を切きり裂さいた。

　イノシシが、サルが、俺のジーンズを引ひき剝はがそうとする。

「ちょっ！　噓うそっ！　らめええええ」

　山さん賊ぞくに襲おそわれたかのように、俺は身ぐるみを剝がされてしまった。

　なんで俺の服を狙ねらって来るんだよっ！

『動物たちは　歩を嫌きらってる』

「ハルナやセラだけじゃなくてこんな初対面の動物たちにもっ！　何な故ぜにっ？」

『彼女の事が　好きだから』

　ユーが見つめる先にいたのは、友紀だ。——なるほど、友紀は星を見にこの山へ何度も足を運んでいるのだろう。そして、動物たちも仲間意識を持っていたのか？

『歩は　彼女を虐いじめるから　敵だと言ってる』

「ええええーっ」俺は抗こう議ぎの声を出した。確かにクマが現れたとき、俺は友紀を押おし倒たおしているように見えただろうし、今だって友紀を叩たたいたけど——このクソ動物共め。反はん撃げきに出ようかと思ったが——

　身ぐるみ剝がされた俺を見て、友紀が笑顔を見せていた。

　急にばからしくなって、俺も一緒に笑った。

「全く、天体観測がとんだ変態観測になりましたね。——気持ち悪い」

　セラは冷静に、冷れい酷こくに——俺を汚お物ぶつを見るような瞳ひとみで見つめていた。

「視線も言葉も冷たいよっ！　もう心も体も寒いよっ！」

　俺は、自分の体を抱だきしめた。

『アウト』＝『はい、お兄ちゃんから〝寒い〟頂きましたー』

「え？」

　そのゲーム、まだ終わってなかったのかよ！

　俺はその場に居る全員（動物込み）から罰ばつゲームを受けた。




　　　　＊




　という、天体観測へ行ったときの話を終えた友紀は、悠ゆう々ゆうと証言をするために中心へ。

「ねえユキちゃん。その話を聞く限り、相川がただの変態にしか見えないんだけど」

　メイクばっちり陪ばい審しん員いんの三原がニヤニヤした顔でそう切り出した。

「かなみも平松も一緒に行ってくれなかったのに、相川は一緒に星を見に行ってくれたんだぜ？　めちゃめちゃ良い奴やつじゃねぇか！　オレは正直、感動したんだぜ！」

　弁護人は俺のすぐ傍そばでしみじみと目を閉じて力説している。

「ほえ？　あたしもユキノリと一緒に行きたいって言ったんだけど？」

　どこか気にくわない様子の裁判長ハルナが、アホ毛をしょんぼりさせていた。

「あ、それにも感動したぜ！」

「今の話で言いたい事はそれだけですか？」

　苛いら立だちを言葉に込めた検事が友紀を睨にらみ付ける。

「え？　いや——相川は不可なんとかで故意にやろうとしたわけじゃないんだってことを証明したいんだ」

「出来ていないではないですか？　私はズボンをずり下ろされた挙げ句、見たくもない醜しゆう悪あくな裸はだかを満天の星空の下で見せられたのですよ？　裁判長、地じ獄ごくで無期懲ちよう役えきを求きゆう刑けいします」

　ダンダン。

「ロッカーに懲役三年！」

　お、思ったよりキツい刑になってやがる。顔を引きつらせた俺の横で、友紀は必死に首を横に振り、手をバタバタさせる。

「違うって。相川はクマに襲われただけで、オレを守ってくれていた。なんていうか、それが原因なだけで、悪気があったとは思えねえんだ。それに、なんだろう。なんか引っかかるんだ」

「お話になりませんね」

　セラはそんな友紀をバカにしたように笑い飛ばす。

「なあ、ちょっと良いか？」

　英国紳しん士しのような美形陪審員、アンダーソン君が軽く手を挙げて言った。

「相川って、すでに罰受けてないかな？　ネッシーにされたりジーンズをヴィンテージにされたり、クマに襲われた挙げ句に集団リンチに陥おちいったり」

「そ、そうだぜ！　それだ！　オレが引っかかってたのはそれなんだぜ！　相川は確かに変態行こう為いをしているけど、オレは何故かそれが許せる。織戸のは全っっっっ然許せないんだけど……それは、相川がその後、必ず酷ひどい目にあってるからなんだ！　プラス一○○とマイナス一〇〇でプラス一〇〇なんだよっ！」

　力説する友紀。平松は気になったのをスルーできなかったようで、隣となりにいる織戸に声を掛かけた。

「なんで……プラスになったの？」

「あいつがアホだからだ」

　織戸は即そく答とうした。まあ、織戸が言わなかったら俺が言っただろうけど。

「むしろオレは、セラフィムが過か剰じよう防衛であることを主張したいぜ！」

　ビシ。友紀がセラを指さした。

　おおっと、急展開。まさか友紀がそういう手を打ってくるとは。これは、ひょっとしたら勝てるかも——そんな期待を抱いだいたまま、次の短編へゴーっ！




























　鼻歌が聞こえる。

　それは、銭ぜに形がた平へい次じのオープニング曲に似た、軽快な曲だった。

　玄げん関かんからキッチンへと続く廊ろう下か。何百回、何千回と歩いた我が家の一階にある廊下だ。

　鼻歌はキッチンの方から聞こえている。反対に玄関の方からは、

「うん——うん——明日あした。うん——しゃーなしだからな」

　という電話の声。玄関の方では茶ちや髪ぱつの少女が受話器のコードを指にぐるぐる巻き付けてアホ毛をピコピコさせていた。——彼女はハルナ。我が家自じ慢まんのアホ娘むすめだ。

　俺はキッチンの前で、銀色の長い髪かみを持つ少女と並んで立っていた。

　鎧よろいに籠手をつけた少女は俺の隣で、無表情だが、不安げな瞳ひとみで俺を見上げている。

「心配するな、ユー。必ず——食い止めてみせるさ」

　肩かたに手を置いて俺はユーに微笑ほほえみを向ける。ユーは少しアゴを引く程度の頷うなずきを見せた。

　よし——気を引ひき締しめ直し、俺は恐おそる恐るキッチンへと足を踏ふみ入れた。

「おや、歩ではないですか。——どうしました？」

　そこには、エプロン姿の女性がいた。長く艶つやのある黒くろ髪かみをまとめてポニーテールにした、絶世の美女。常に一本芯しんの通った凛り々りしい表情をしている。

　存在感のある大きめの胸。スレンダーな肉体と女性的なメリハリは……いつ見ても、何度見ても飽あきることはない。感かん嘆たんの溜ため息いきがついつい漏もれてしまう。

　彼女はその凛りん乎ことした表情を少しゆるませ、柔やわらかな唇くちびるの奥から、優しい声で言う。

「支し度たくならもうすぐ出来ますよ。居間で待っていて下さい」

　その甘ったるい声は、心の底から発せられたモノだろう。俺に向かってここまで優しそうな甘い声を掛けることなど、一年間通しても数えるほどしかないだろうね。

　だが、俺は言わなければならない。

　背後にいるユーのため——俺のため——セラのため——この家の主あるじとしての責務を、果たすんだ！

　ニヤけそうになった顔を、もう一度引き締める。

「セラ」俺の声は、思ったよりも重低音で発声された。

「なんです？」

　セラの声は、楽しげなモノだった。お昼休みはうきうきウォッチングしているときのＯＬぐらいの楽しげな声。いつもはクールで、特に俺に対しては氷河期時代の南極のような冷たい態度を取る分だけ——くっ！　なんて可愛い声なんだ。

　だが——それでも言わなければいけない。俺はきっと目を細め、真しん剣けんな声でセラに告げる。

「セラ——料理は、しなくていい」

　ざわ……空気が、一いつ瞬しゆんで暗黒に包まれた。セラの表情は一変し、マッターホルンよりも険しいものになる。

「ただ、漬つけ物ものを漬けていただけですが——何か問題でも？」

　首筋に刃やいばが当てられているような感覚に陥る、威い圧あつ的な声。

「……なんだ。漬け物か」

　俺は安あん堵どの溜息を吐ついた。

　セラは料理が『ヘタクソ』なんてもんじゃない。すでに死んでしまっているゾンビにしか食べられないような——ていうか、食べ物を生み出したためしがない。いや、あれは殺人兵器だよ。そのくせ、こうやってちょくちょく料理をやりたがるから困ったものだ。

　ユーもそれをよく知っている。だが、ユーはあんなに楽しげな女の子に頭ごなしで「ダメだ」なんて言えない優しい子なんだ。——もしくは、命の危険を感じたのかもな。

　いつもなら、今玄関にいるアホ毛の少女が強引に止めるのだが、今は電話中。そこで俺がユーに代わって宣告した訳だ。

　しかし、漬け物ならばそんなに失敗もないだろう。杞き憂ゆうだったな。キッチンにいるからといって殺人料理を作っていると考えるのは、いささか早計だったと——

「今、溶よう接せつし終わったところです」

「……」

　なん……だと……？　冷ひや汗あせが全ての汗かん腺せんから滲にじみ出てきたような気がした。

「なんですか？　気持ち悪い顔ですね。元からですが」

「……やっぱり、漬け物もするな」

「歩の好きな、ズッキーニの漬け物ですよ？」

「ズッキーニの良さにまだ目覚めてねえよ！」

「そうでしたか。失礼しました。確かエビ——」

「そうそう」エビだけど漬け物には向かないと思う。なんて言葉を続ける前に——

「——ス顔のサンショウウオでしたね？　ちゃんと漬けてますよ」

「恵え比び寿す顔のサンショウウオは見てみたいけどもっ！」

「ふふ、あなたは相変わらず面白い方ですね。——顔が」

『料理は　歩とハルナに任せるべき』＝『んもう！　めっ、だよっ？　料理はお兄ちゃんたちに任せて。——ね？』

　堂々巡めぐりなやりとりに痺しびれをきらしたのか、鎧姿の銀ぎん髪ぱつ少女が一枚のメモを突つきつけながらキッチンに足を踏み入れていた。

「ですが、私は居候の身ですし。何か仕事をしていないと気がすまないのです」

『だからこそ　妙みようなことをするべきではない』＝『ダーメーなーのーっ！』

「ですが——」

「セラには、すでに色々して貰もらってるじゃないか。掃そう除じとか洗せん濯たくとかな」

「……ですが」

　煮にえ切きらないセラを、どうすれば料理をやめさせられるのか、俺はユーと二人、顔を合わせていた。

「そうだセラ」

「何か？」

「料理はしてもいい」

　俺の言葉に、ユーがガントレットに包まれた手で俺の腰こしをポンポンと叩たたいた。俺はユーに「大だい丈じよう夫ぶだ」と一言告げ、セラに微笑みかける。

「では、早速ズッキーニと象ぞう牙げのエクソダス漬づけを——」

「ただし、お前のオリジナル料理はダメだ。そうだな……料理の本でも買ってきて、レシピの通りに作るなら良いぞ。材料と分量を間ま違ちがえるなんてお前はしないだろ？」

「レシピ……ですか？　確かに、そのような本を買った事はないですね」

「……どうやって料理を覚えたんだよ。——お前は」

「技というものは、編み出すか盗ぬすむものです」

　全部独学ということか——やれやれだ。

「とりあえず、食べてみて下さい」

「え？　——マジで？」

「私の料理が間違っているのか、食べてから判断して下さい」

　なんという自信だろう。木き桶おけのフタを開けて俺に差し出した。——もしかしたら、今日は本当に大丈夫なのかも知れない。

　そう、セラの表情からは、料理マンガの主人公ぐらいの絶対的な自信が見て取れた。

『やめたほうが　いい』＝『お兄ちゃん！　やめときなよ～。絶対食べられないよ』

　ユーの寂さびしそうな表情。だが——俺は、セラの瞳を見つめ——

「いいだろう」

　木桶の中からズッキーニを取り出す。取り出——ふぬぬぬ、取り——取り出せなかった。

　くっ！　がっちりと溶接されてやがる！　かぶりつくしかないのかっ！

　ええい！　ままよっ！　………………ぐぶっ！

『バカ』＝『んもうっ、だから言ったのに』

　セラはなんでそんなに料理をやりたがるのか。——なんとか出来ないもんかな。そんな淡あわい思いのまま、俺は気を失った。







　——次の日。暖だん房ぼうをけちったせいで肌はだ寒ざむい放課後の教室で、俺は女生徒に睨にらみ付けられていた。

　セラと同じように凛々しい表情をした、綺き麗れいな女性だった。セラをもう一回りキツい感じにしてポニーテールを解けばこんな感じだろうか。

　彼女は、サラス。セラが所属する『吸血忍にん者じや』とかいうけったいな組織の部隊長で、セラの上司に当たる人物だ。そんな人物が何な故ぜ俺と同じ学校にいるのかは——イマイチよく知らない。

　まあ、事情はともかく、今サラスは忍者らしい巻物を持ちながら、腕うでを組んでどっしりと構え、席に座る俺を見下ろしていた。

「——って経けい緯いがあったんだ」

　セラはサラスに頼たのんで、それらしいレシピを持ってきてもらったようで、俺はそれを受け取るはずだったんだが——何故かサラスは渋しぶっていた。

「緊きん急きゆう連れん絡らくで用意しろと言われたから何かと思えば——全く、セラフィムの阿あ呆ほうが」

「お前もセラの料理の事は知ってるだろ？　ちゃんとした料理を作れるようにしてやりたいんだよ」

　サラスはふっと一つ笑う。

「マイダーリンに、それが出来るのか？」

「ああ、やってみせるさ。……その呼び方、なんとかならない？」

　サラスは本当にどうしてだか分からないが、俺の事を好きだと言う。いや、正確には俺のお尻しりの形が。だから、付き合っているわけでもないのに、何かしら『ダーリン』と呼んでくるようになった。

「ふっ、嬉うれしいくせに何を言うか——可愛い奴やつめ」

　以前はこうじゃなかったのに、いつの間にこんなにデレデレと……

「相変わらずツンデレだな。お前は」

「む？　よく聞こえなかったが、私を愚ぐ弄ろうしたのではなかろうな？　使った言葉によっては、ワカメと共に海底を漂ただようことになるぞ？」

「なんでもない。ほら、さっさと貸してくれよ」

「いいだろう、クソダーリンよ。しかしながら——これは、葛かつ飾しか北ほく斎さいが書いたと言われる肉じゃがのレシピだ。——丁重にな」

　マジでっ！　かの有名な浮うき世よ絵え師しの肉じゃがだとっ！　くっ、興味深すぎてヨダレが出ちまった。だが——

「噓うそくせー」

「あくまで噂うわさだ。だが、違ちがうという証しよう拠こもない」

　なんだそりゃ。俺とサラスが笑い合っているとそこに一人の少女がやってきた。ひまわりが咲さいたような晴れやかな笑顔の少女。

「あーいかわ。それなんだ？」

　彼女は『吉よし田だ友ゆ紀き』という名前の、吸血忍者。セラやこのサラスと同じ種族だ。まあ仲はさほどよろしくないようだが。

　友紀はいつも夜まで教室に残る俺の、貴重な話し相手だ。

「おう、トモノリ。これは肉じゃがのレシピだそうだ」

「大層なもんだなー」

　まあ、巻物だからな。ただのレシピというには確かに大層なものだ。

「では、確かに渡わたしたぞ。セラフィムの成長を期待している。——ではな」

　サラスは携けい帯たい電でん話わを取り出しながら、教室を出て行った。俺は声を掛けることなく、手を挙げて見送る。サラスも軽く手を挙げてそれに応えた。

　サラスと入いれ替かわって、友紀が俺の席まで飛んでくる。こいつは、冬でも元気だな。

「なんでも、葛飾北斎先生のレシピだそうだ」

「いいなー、いいなー。オレもそんなレシピ欲しいなー」

　友紀は目を輝かがやかせていた。まあ、俺も内心、本当に葛飾北斎の肉じゃがだったら是ぜ非ひ一度食べてみたい。そんなことを思っていた。

　あまりに気になったので、とりあえずその場で巻物を開いてみる。

　内容は——全然わからん。達筆過ぎて俺には読めない。

「トモノリ——」

「ん？　なになに？」

「お前、これ読めるか？」

「えーっと……」

　ひょこっと顔を覗のぞかせて内容を確認すると、友紀はにやりと不敵な笑みを浮うかべた。

「にししし。相川～、もしかして読めないのか～？」

　よもや、友紀にバカにされる日が来るとは思ってもみなかった。

「アホのお前に、これが読めるとは——」

「オレはこう見えて忍者なんだぜ？　こういう字で指示書を書く人もいるし」

　どんなにアホでも勉強すればなんとかなるもんだな。——それにしても、恐おそろしく物欲しそうな目をしているな。

「……な、なあ、相川——」

「なんだ？」

「ちょっと、言いにくいんだけどさ。それ、今日貸して欲しいんだ」

「言わなくてもうすうす気づいていたが——今日？」

「おう。今日さ、師し匠しように料理を教えて貰うんだけど……どの料理にしようかまだ決めてなかったんだ。でも——うん。肉じゃがだったら、今だいたいの材料が冷蔵庫にあるし」

　そう言えば昨日、ハルナが電話をしていた。あれは友紀と電話していたのか。

　ハルナはセラとは正反対で、古今無む双そうの名シェフといっても過言ではないぐらい料理が上手い。それを見込んだ友紀は、ちょくちょくハルナから料理を教わっているようで、師弟関係を結んでいる訳だ。

　この巻物は、セラのためにわざわざサラスが用意してくれたモノ。だけど——両手を合わせて懇こん願がんする友紀を見ていると——まあ、別にいいか。なんて言いたくなってくる。

　どうしたものか、と少し考えた結果——

　まあ、別にいいか。







　学校から帰宅するや、玄げん関かんからキッチンへ続く廊ろう下かで、俺は正座していた。

「で——渡してしまったと」

　上から振ふり下ろされる抜ぬき身みの刀のような鋭するどい声。

「はい、すいません」

　俺は床ゆかを見ながら、申し訳なさそうな声を出す。

　ちらりと視線を上げると、冷ややかな目をしたポニーテールの女性が、腕を組んでいた。すんごく不ふ機き嫌げんそうだ。——俺のせいだけど。

「おつかいも出来ないのですか、あなたは」

「いえ……はい」

「あれがどういったものか、知っていますか？」

「肉じゃがのレシピです。はい」

「ただのレシピだと思わないで下さい。貴重な文ぶん献けんなのですよ」

「まあでも——明日あした返してもらえば」

「明日？　遅おそすぎます。あなたの脳内が気持ち悪いことはうすうす感じていましたが——これほどとは」

「わかったよ。今から電話して持ってきてもらえばいいんだろ？」

　立ち上がろうとしたら——蹴けられた。

「正座、誰だれが崩くずしても良いと言いましたか？」

「……はい、すいません」

　俺は正座のままいそいそと携帯電話を取り出す。

　腕を組んだまま太ももを踏ふみつけるセラの目は、赤く染まっていた。吸きゆう血けつ鬼きのような超ちよう人じん的身体能力で敵を殲せん滅めつするときに見せる、闘とう志しの赤だ。

　視線にビクビクしながら友紀の携けい帯たいへ電話を掛かける。しかし出たのは——

「はい、天才です。どったのアユム？」

「なんでハルナが友紀の電話に出るんだ？」

「ユキノリ、今——じゃがってるからな」

「じゃが？　今聞き慣れない語句が飛び出し——うぐ」

　セラに小こ突づかれてしまった。早く本題に入れと言いたいんだろう。

「実はな、肉じゃがのレシピだが」

「あー、あれな。なかなか面白い絵が描いてあるよな！　あたし気に入ったんだ！」

「それは良かったが——」

「だから、あれ！　明日ヴィリエへ持ってくから！　絶対大先生も喜ぶからなっ！」

「ま、待てハルナ！　それはセラのなんだ。返せ！　今すぐ返せ！　俺の体がミート君みたいなバラバラにならんうちに！」

「はあ？　返すって何？　これ、すでにあたしのもんなんだけど？」

　ここでハルナの傍ぼう若じやく無ぶ人じんさが災わざわいしてしまったか。困ったな。

「おい、ハルナ」

「あ、今日はユキノリんところ泊とまってくから。欲しければ力ずくでとればぁ？　にゃはははは」

「良い度胸だよこのやろう——」

　切れた電話を眺ながめながら、俺はセラに声を掛けた。

「ハルナは力ずくで奪うばって見せろ。この変乳女ども——と言っておりますが」

「変乳っ！　聞き捨てなりませんね」

「さて——どうする？　セラ」

　聞く必要のない質問をしながら、俺はハルナにどうやってお灸きゆうを据すえようかを考えていた。







　俺たちは喧けん嘩かをふっかけてきたハルナから肉じゃがのレシピをいかにして奪い返すかの作戦会議に乗り出した。

　居間にはユーとセラが同じ格好をしていて、真しん剣けんな目で俺を見ている。俺は——

「なんだよこの恥はずかしい格好はっ！」

　真剣な顔など出来るはずもなかった。なぜならば、俺たち三人は何故か今、レオタード姿でこたつに入っているからだ。

「口うるさいですね。——まあ、確かに……女性には、少々気き恥はずかしい衣装ではありますが」

　襟えりぐりが大きく開いた青のレオタード。デコルテラインの美しさが半はん端ぱではない。セラの着ているレオタードは胸元を強調したものだった。

「性別は関係ねーよ！　むしろ男だと少々どころじゃないぐらい、見事なまでの恥ずかしい衣装だわ！」

　ユーはナス色のレオタードにガントレットという姿をしていたが、恥じらいを見せる様子はなかった。というか——セラが言うにはこの衣装はユーが用意したとか。

『必要』＝『お兄ちゃん！　これは正装なんだから恥ずかしいとか言っちゃダメだよ！』

　正装って——腰こしにリボンを巻いたレオタード姿が正装になるってどんな状じよう況きようなんだ。なんていうツッコミを、俺は出来なかった。

　ユーのレオタード姿がやけに可愛くて、言える訳がなかったのだ。

「ヘルサイズ殿どのが、そうおっしゃっているのです。私だって——本意ではありませんよ」

「他にも暖かそうな格好をした怪かい盗とうはいっぱいいるだろうに」

『三人なら　これ』＝『ミステリアスガールでいこうよ！　お兄ちゃんっ！』

「とにかく、作戦会議をしましょう」

　そう言いながら、セラはテーブルの上一いつ杯ぱいに紙を広げ、人差し指で指しながら説明を始める。

「まず、潜せん入にゆうポイントはここ、ここの二点です」

　友紀の部屋は一階の奥部屋。正面からか、ベランダからしか入れない。

「入るなら、ベランダからだろうね」

「確かにそれが定じよう石せきですが、そこは広すぎて見通しが利きます。もしこの部屋に誰かがいれば、易やす々やすと気づかれてしまうでしょう」

「別に、気づかれてもいいんじゃないか？」

　首を横に振ったのは、ユーだった。

『怪盗の美学に反する』＝『せっかくの怪盗ごっこなんだもん！　完かん璧ぺきにしたいなー』

　そんなメモを書き残し、熱々のお茶をぐいっと口へ。

「とおっしゃられてますが……」

「わかったよ。確かに、見つかってハルナがギャーギャー言うのはむかつくし、なくなったときにあいつがどんな言い訳してくるか楽しみだからな。しかし、だ。見つかったとしてもスリルはあると思う」

「ふふっ、そうですね。——さて、それを踏まえた上で、どちらから行きますか？」

　ユーのガントレットに包まれた手が動く。指し示した場所は——正面玄関。

「さすがヘルサイズ殿どの。難しい方を選びますか。難易度が高い方が、やりがいがあるということですね」

「となれば、どうやって鍵かぎを開けるか——だな」

「いえ、その前に赤外線センサーをどうにかしないと」

　赤外線センサー？　って、あの光線に触ふれるだけで警報が鳴ったりする奴やつかっ！

「——赤外線センサーとやらに触れると、どうなるんだ？」

　俺もユーと同じように熱々のお茶を一口含ふくむ。

「死にます」

　ぶふー。セラの辛しん辣らつな言葉に、お茶を吹ふき出してしまった。

「噓うそーんっ！　ここは日本だぞっ！　……なんでそんなの付いてんだよ」

「我々に、人間の常識が通用するとでも？　——妖よう怪かいを撃げき退たいするためです。あのマンションは、吸血忍にん者じやしか住んでいないのですよ」

　そうか。吸血忍者は妖怪やバケモノを退治してくれてるんだったな。自分たちが襲おそわれることも当然あるだろうし、寝ね床どこぐらいは厳重にしたいんだろう。

「全く、どういうシステムしてるんだか」

「マンションの入り口でパスワードを入力せずに入ると警けい戒かいシステムが起動するのですよ」

「じゃあ、パスワードを友紀に聞いて」

『美学に反する』＝『お兄ちゃん！　ダメ！』

　こくり。セラとユーは真剣な表情で頷うなずいた。やれやれだ。

「ところで——一つだけいいか？」

「なんです？」

「レオタードに着き替がえるの、早すぎじゃね？」

「……そう、でしたね」

『美学に反する』

　哲てつ学がく過ぎるわっ！　猫目のお三方も作戦会議のときはレオタードじゃねえよ！







　寒い。凍こごえてしまいそうだ。腰にリボンより、マフラーが欲しいね。

　深夜〇時。俺たち三人は、レオタード姿で暗い夜の空を飛んでいた。吐はく息はタバコでも吸ってるかのようにモワモワと白く染まる。夏だったらまだいいが、冬の夜は厳しすぎる。まあ、ユーの美学に反するんだろうし、そこは百ひやつ歩ぽ譲ゆずろう。

　だが——

「なあ、セラ」

「何か？」

「お前の青いレオタードやユーの紫むらさきならわかるが——俺はなんでオレンジなんだ？　夜の街に溶とけないんですけど」

「仕方がないでしょう。キャラ的に」

「キャラ的にってどういうことだよ！」

『美学』＝『えへへ。ぶっちゃけ、なんとなくだよ！　お兄ちゃん！』

「全部美学で済ますつもりだな？」

「さて、着きましたよ」

　友紀の家は俺の家からやけに遠かった。長い時間レオタード姿で歩かせやがって。

　さて、目の前にあるのが友紀のマンションだ。

　レンガ調の高級そうな綺き麗れいなマンション。あいつ、良いところに住んでるんだなー。って、そう言えばここは吸血忍者しかいないんだっけ。——良い社宅だ。

　とにもかくにも寒くて凍えてしまいそうなので、そそくさと入り口の戸を開いてマンション内へ。

　そこには郵便受けがいくつも並んで置いてあり、その中には吉よし田だと星ほし川かわの字がある。

　——星川って、サラスの偽ぎ名めいの奴か？　あいつもこのマンションに住んでいるんだな。

　正面にはガラス戸があり、その向こうに、もう一つガラス戸が見える。その間は五メートルぐらいだろうか。なんのための空間なのか、俺にはよくわからない。

「歩。これを」

　セラはなにやら妙みようなゴーグルを渡わたしてきた。装着してみると——おお、赤外線が見えるって奴か。

　距きよ離り五メートル、幅はば二メートルほどの空間に、縦じゆう横おう無む尽じんにびっしりと赤い線があるのが分かる。

「こりゃすげえな」

「まあ、隙すきは沢たく山さんありますよ。しかし、あの線に触れれば——」

　死ぬって言ってたよな。警報が鳴って吸血忍者がわんさかやってくるとか、そういうことなんだろうか？

「では、参りましょうか」

　レオタードに包まれた見事なプロポーションの美女が、ガラス戸へ向かう。

　すぐ隣となりにあるパネルに、長い指が乗せられる。——するとガラス戸が開いた。パスワードを打ったようには到とう底てい見えない。

「なんだ、普ふ通つうに開くじゃないか」

　俺は早速ゴーグルを装着したまま、ガラス戸の向こう側へ。

「この空間さえ通過すれば、あとは普通のマンションと変わりありません」

「そうか。とりあえず俺が行ってみよう」

　ほふく前進すればぎりぎりいけそうだな。よし——

　体を床ゆかにべったりとつけて這はいつくばる。

「あー、言い忘れてました」

　ずるずるとゆっくり進む。危ない——少しでも気を抜ぬくとセンサーに触れるような本当にギリギ……ぐさ。

「はああああああっ！」

　痛みを感じないゾンビである俺だったが、妙な悲鳴を上げてしまった。

　いや、だって——ケツに細い竹たけ槍やりが刺ささったら悲鳴も上げてしまうだろ？

「うええええええっ！」

　腰が浮ういてしまい、赤外線に触れる。——すると、ケツに竹槍が刺さった。

「とぅうううううっ！」

　ビクンと腰が動き、竹槍が赤外線に触れてしまう。

「ざああああああっ！」

　当然のように、竹槍がケツに刺さる。ケツにばかり竹槍が刺さるのだけはやめてくれ！

「床には別のセンサーがあるので、その方法は得策ではありません」

　今いま更さら言うなっ！　作戦会議の時に言えよっ！　あー！　くそっ！



















『トップガンのオープニングみたい』＝『デンジャーゾーンのサビみたいな悲鳴だったね』

　なんでユーはそんなに満足げな目をしているのか。

「今、正にデンジャーゾーンだ。助けて下さい」

　動けば刺さっている竹槍が絶対に赤外線に触れてしまう。だが、今はケツがぷるぷるする状態だ。どうすれば——

「ここを通過すれば、解除ボタンがあります。あなたはそこでじっとしていて下さい。では——ヘルサイズ殿」

　ユーはなにやらボウガンのようなものを構える。

　そして、先が吸きゆう盤ばんになっていてロープ付きの矢が放たれた。

　ポンと音がして、吸盤が向こうのガラス戸にくっついた。

　ロープは見事に赤外線の合間を縫ぬっている。なるほど、そのロープを伝って赤外線の間を通ろうとしているんだな。

　ユーがロープの端はしを持ち、セラのしなやかな肢し体たいがロープを抱だきしめる。

　ずり……ずり……ゆっくりとセラは進んでいく。センサーに触れないよう、ポニーテールの髪かみはダンゴ状にまとめられていた。

　床に寝そべる俺の上を通過し、戸と惑まどうことなく、それでも緊きん張ちよう感かんを持ちながら進んでいた。

　よし、良い調子だ。このまま——

「ごるばちょふ」

　そのとき——ユーがいた位置から、妙な呟つぶやきが聞こえた。

　最小限の動きでユーを見てみると、ガントレットに包まれた手は口に当てられている。

　ああ、レオタードなんて格好でずっといたから、くしゃみをしたのか。

　そのせいで、ロープが少し弛たるんでしまった。俺はセラが気になって顔を上げると、そこには、素晴らしいお尻しりが。竹槍にも刺さっていない、女性的な美しいヒップラインがそこにはあった。

　ごくりと息を吞のんだ俺の後頭部に、かかとが落とされる。ロープが弛んだせいで体勢を崩くずしたのと、普通に俺を攻こう撃げきしたかったのだろう。

「ふう」じゃねえよ！　何「助かりました」みたいな溜ため息いきを吐いてんだよ！

　セラは俺の頭に足を置き、壁かべに手をやることで耐たえきったようだ。

　そうしてなんとか向こう側へ渡りきったセラは、そのままガラス戸を開ける。

「「あっ」」俺とセラの声が被かぶった。

　ガラス戸には、ロープ付きの矢が付いたままだった。それを動かすということは——

　赤外線をなぎ払はらうように、ロープが揺ゆれた。

「はああああいうえええええいとぅううううううざああああああ」

　これでもかというくらい、親の敵かたきとばかりに執しゆう念ねん深ぶかくケツに竹槍が刺さる。

　どれだけ身を捻ひねっても、転がってもケツに刺さるので仰あお向むけになってみた。

　すると——竹槍は大事なところへ——

「えんだあああああああ！　いやあああああああ！」

　結局俺は——俯うつぶせになった。ケツに竹槍が刺さる感かん触しよくを味わいながら——俺は見た。

　セラが入り口と同じようなパネルに指を置きながら、俺を嘲ちよう笑しようしていたのだ。

　恐おそらく、あれはこの罠わなを解除するためのものだな！

「てめえ！　早く解除してくれ！」

「いえ、実は歩——ドラマガの三○○号記念というのがありまして」

「は？」

「そのお祝いに、三○○本刺ささるのを、待っているのですよ」

「なるほど……そりゃあ、そういう理由があるんだったら——って、アホかお前はっ！」

『あと　二八〇本』＝『もうちょっとだよ！　頑がん張ばって！　お兄ちゃん！』

「二○本刺さっただけでも頑張った方だと褒ほめてくれよっ！」







　難関を突とつ破ぱした俺たちは、ついに友紀の部屋の前に辿たどり着つく。オートロックの扉とびらを開けられるなら、この世は泥どろ棒ぼうで溢あふれるだろうね。どうしたものか——

「いきます」ポニーテールに髪を戻もどしたセラは、手に緑色の剣けんを持っていた。葉っぱで作られた、細い剣。木の葉を刃やいばに変えるその力で、何をしようというのか——まさか。

「秘剣、燕つばめ返しっ！」

　ドアに『く』の字が刻まれる。ユーがトイレで詰つまったときに使うスッポンスッポンするラバーカップのようなものを当てると、見事にドアが切きり抜かれていた。

　さすがだ。剣でドアも切れるのか、この忍にん者じやは。

　こうして、難なく中へ侵しん入にゆうする。友紀の家は角部屋の２ＤＫ。電気は消えていて、シンと静まりかえっていた。

　ゴーグルを通して見れば、光が無くてもどこに何があるのかが分かる。全く、暗視ゴーグルって奴やつはどういう仕組みになってるのかね。

　足音一つ立てず、中を散策する。ダイニングのテーブルには肉じゃがを食べたであろう食器が置いてある。友紀とハルナだもんな。食ってすぐに洗ったりなんてしなかったのだろう。こういうのを見ると、洗いたくなるのは何でだろうね。

　手前の部屋の戸に手を掛かけながら、セラはハンドシグナルで俺に奥の部屋を探せと指示する。

　俺は指示されるままに、奥の部屋へ。全くの警けい戒かい心もなく扉を開けたのは、もう怪かい盗とうごっこの気分ではなかったからだ。

　三○○本もの竹槍に尻を虐いじめられ、レオタードも尻部分だけが破れてしまったんだ。テンションがだだ下がりしても別におかしくないだろう？

　暗い部屋の中をぐるっと見回す。少女の部屋とは思えない、質素で可愛くない部屋だった。ポスターはプロレスだし、壁には網あみが下げてあり、バスケットボールやサッカーボールが入っている。野球のグローブがたくさん入っているカゴも発見した。

　ホテルとかで見るような巨きよ大だいなフカフカベッドにはハルナと友紀が寄より添そって眠ねむっている。——本当に仲が良いな、こいつらは。

　深夜○時を過ぎてるんだし、ゾンビでもないんだから寝てるのは当然だな。

　さて、巻物の置き場所なんて、普通どこなんだろうね。とりあえずＲＰＧの勇者にでもなった気持ちで家や捜さがしさせて貰もらうか。ツボでもあれば即そく座ざに叩たたき割ったりするほど鬼き畜ちくでもないが——

　タンスを開ける。一段目、二段目。どうやら洋服ダンスのようだな。それっぽい物は見あたらない。

　ついでに、ジャージか何かを借りようかな。サイズは合わなくてもお尻丸出しレオタードよりはマシだろう。

　お——一番下は下着の段のようだな。どうして女の子のパンツをしまうときは丸めるのだろうか。おうおう、黒なんて似合わない色を——

　……ふう。俺の目的は巻物だったな。どうやら、このタンスにはなさそうだ。

　テーブル、カバン、ソファー。結構片付いているな。友紀は案外ちゃんと片付けとかをするのか。食器を洗わなかったのはハルナのせいだな。

　やけに寝ね心地ごこちの良さそうなフカフカのベッドの上で眠る二人の少女を見る。

　パジャマ姿の友紀と、タンクトップ姿のハルナ。羽毛のフカフカ布団はハルナによって足あし蹴げにされ、寒いのか二人とも体を丸くさせている。ハルナは冬でもタンクトップにパンツ一枚で寝るんだな。

　ん？　よく見れば、タンクトップの隙すき間まに、巻物が。

　どうやら、ハルナは胸の谷間に隠かくしていたようだ。——それをやるのは普ふ通つう巨きよ乳にゆうキャラだろ！　友紀ならまだ分かるがハルナさんじゃあ全然隠れてないですから！



















　ゆっくりとベッドに手をつく。ギシっと音がして、体が硬こう直ちよくした。——起こしてしまったか？

　二人はまだ寝ね息いきを立てている。ふうと溜息を吐ついたが、胸はまだドキドキしていた。

　起きるフラグは、さんざん立っている。

　俺はレオタード姿だし、三○○本の竹槍により尻が破けている。さらに下着も漁あさってしまったし、今こうして寝ているところに手を伸のばしている。

　これがラブコメだったら、確実に二人は起きあがって、「きゃーえっちー」なんてことになるだろう。俺はそんなドジは踏ふまない。手先には自信があるんだ。

　居い合あい抜ぬきの達人が人を斬きると、痛みを感じることもないという。それと同じで、何も感じさせないまま巻物を引ひき抜ぬくぐらい——やってみせるさ。

　そっと巻物をつかみ、慎しん重ちように引き抜く。時間はどれだけかかっても良い。

　スネーク！　電流イライラ棒の基本を思い出してっ！

　タンクトップが引っ張られ、ハルナのこぶりな可愛い乳ち房ぶさが——こいつ、ノーブラかよ。くっ！　マズイ。ヨダレがっ！　ヨダレが友紀の頰ほおに垂れてしまう。

　だが、ここで巻物から手を離はなせば——どうすれば、どうすればいいんだっ！

　こうなったら——俺は意を決して、強引に引き抜いた。

　テーブルクロス引きのように、鮮あざやかな引き抜きだった。二人は、起きる気配を見せない。……完かん璧ぺきだ。自画自賛しつつ、ヨダレを——

　拭ふこうとしたそのとき、扉の向こうから『チーン』という奇きっ怪かいな音が。

　ん？　なんだ？　妙みような音に気を取られて、俺は気づかなかった。——巻物に、紐ひもが付いていることに。しまった——これはブービートラップかっ！

「アウっ！」尻に三○一本目の竹槍が刺さった。

　拭き損なったヨダレは宙を舞まい、ハルナのアホ毛にかかる。

　かっ！　という効果音が似合うだろうか。ハルナのネコのように大きく丸い目が、今開かれた。どうやら、アホ毛は敏びん感かんなようだ。

「セラっ！　作戦失敗だっ！　脱だつ出しゆつするっ！」

　俺は身を翻ひるがえす。

「だああらっしゃあああ！」

　暗くら闇やみの中、炸さく裂れつするドロップキック。助走なしでこれほどのドロップキックをするとは——さすがはハルナだ。

「待てハルナ！　これには訳がっ！」

「目が覚めたらケツ丸出しで寝ね床どこに立って暗視ゴーグルつけてヨダレ垂らしてる奴なんかいたらどんな訳があっても制裁するに決まってるだろ！」

「……そっすねー」

　宙を舞ったハルナは友紀の体の上に落ちる。

「うげっ……むにゃむにゃ」

　起きない。助かったと言えば助かったか。

　俺はとにかくここから退散しようと走り出す。——が、何かにつまずいてしまった。

　巻き上がる下着の群れ。——タンス、しまい忘れてた。

　暗視ゴーグルに慣れていないため、こんなニアミスを。

　頭の上に乗っかった下着をつかみ取りながら部屋を出る。

「セラ、すまん！　気づかれたっ！」

　手前の部屋から出てきたセラは俺の顔を見るや——木の葉の剣を振りかぶる。

「そこまで……気持ち悪いとは思いませんでしたっ！」

　木の葉の剣は容よう赦しやなく、俺の肌はだとレオタードを切きり裂さいた。

　待て待てっ！　俺に味方はいないのかっ！　そうだ！　ユーは、ユーだったらきっと事情を分かって——

　ちらりとダイニングキッチンの方へ目を向けてみると——

　ユーは、ハルナと友紀が作った肉じゃがを……美お味いしく頂いていた。

　美学はどこへやった！

　なるほど、あのチーンという音は、電子レンジだったのか。

　謎なぞは——解けたぜ——オスの本能なのだろうか？　俺はセラの燕返しの威い力りよくをとくと味わいながら、友紀の下着だけは強く握にぎりしめていた。







　とまあ、色々あったが、無事に巻物を取り返した俺たちは、我が家のキッチンでセラと料理に勤いそしんでいた。テーブルには、あの巻物が広げられている。

「歩」

「なんだ？」

「材料に目薬がないのですが、本当に肉じゃがになるのでしょうか？」

「きっとな」

「おかしなものですね。こだわりが感じられません」

「なあ、セラ——なんでお前は、そこまで料理にこだわるんだ？」

　白しら滝たきを茹ゆでつつ聞いてみると——セラはどこか寂さみしげな声を出した。

「——私は、剣に生きてきました」

「ああ、それはよく知ってる」

　いつも、剣でズタズタにされるからな。——今回もレオタードを。

「剣は——人を守れますが、人を幸せにすることは出来ない」

　そう言いながら、セラはジャガイモの皮を手際よく剝むいていく。

「ですが、私の知る限り……唯ゆい一いつ、料理だけが——刃やいばで人を幸せに出来るのです」

　そうか。剣けんに生きてきたからこそ、刃で人を幸せにしてやりたいと感じていたのか。セラにとっての料理は、そういう意味があったんだな。

　やれやれ——余計に「料理をするな」なんて言えなくなっちまったじゃねえか。

「それにしても、なんで肉じゃがを選んだんだ？」

「ハルナに伺うかがったのです。殿との方がたには何が好まれるかを」

「セラが男のために料理？　はは、そいつは幸福もんだな」

「あなたのために——作っているのですよ」

「え？」俺は意外な言葉に啞あ然ぜんとしていた。

「私の料理を食べると、みんな失神するほど喜ぶではないですか？」

　あれって、セラから見たら、喜んでるように見えるのか。

「一度食べたら恐きよう縮しゆくしてか、遠えん慮りよしがちになるのです。ですが、あなたはいつも食べてくれる。貪どん欲よくで気持ち悪いですが——やはり、食べて貰うのは嬉うれしいです」

「俺なんかのために、作ってくれなくてもいいのにな」

「ふふ、これでもあなたには感謝をしているのですよ。色々と——」

　微笑ほほえんだセラは——とんでもなく可愛かった。色々と——ねえ。

　着々と肉じゃがを作っていく。俺には巻物の文字が見えなかったが、セラのおかしなことを止めるだけでいいと思っていた。

　そこへ、ハルナがやってくる。

「どう？　死なずにすみそう？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。お前は居間でユーと待ってろ」

「なんだよなんだよ。あたしを除のけ者ものにすんなよなっ！」

「お前がやり始めると、お前の料理になっちまうだろ？　今回は、セラが作るんだ」

「知るかっ！　やらせろって言ってるだろっ！　あたしに黙だまって面白そうな怪かい盗とうごっことかするし！」

「やりたかったのかよ」

「あたしだってタキシード仮面様やりたいに決まってるだろっ！」

　あの方は怪盗じゃねえよっ！　怪盗キッドみたいな格好してるけど！

「とにかく、座って待ってろ。すぐに出来るから。今回は——頼たのむ」

「……し、しゃーなしだかんなっ！」

　セラがガムシロップやプラスチックを入れようとするのをなんとかなだめ、ついに出来上がった肉じゃが。

　おとなしく待っていたハルナとユーの所へ肉じゃがを持っていく。

　そのお味は——格別に——葛かつ飾しか北ほく斎さいの——

　びみょー。どっちかと言えば——美味しくない——かな。

「マズっ！」

　ハルナさんが蛇へびのような鋭するどい目でセラを睨にらむ。

「そう——ですか。私の料理を食べた方から、そんな言葉を掛かけられたのは初めてです。やはり炭酸を入れるべきでしたか」

　そうか、セラの料理はいつも九死に一生を得るギリギリの命に関わるものだった。だから、美味しいとか美味しくないとかの問題じゃなかったんだ。

『おかわり』

「ユー、お前」

　俺はそれほど美味しくない肉じゃがをお茶ちや漬づけのようにかきこんで、「おかわり」とセラに皿を向けた。すると、ヒスイ色の美しい瞳ひとみが、少し潤うるんだように見えた。セラはそれを悟さとられないように長くて白い人差し指で目をさっと擦こする。

「私の料理を食べた方から——そんな言葉を掛けられたのは……初めてです」

『肉じゃが　好きだから』

「……マズいけど、あんたにしては、上出来だ。——ほら、あたしにもおかわり」

「——ありがとう、ございます」

　こうして、セラは生まれて初めて『料理』を作った。

　人を幸せにする、料理を。

　これを機に、下手でもいいからちゃんとした料理をして、だんだんステップアップしていけばいい。あれをするなこれをするなと怒おこってばかりじゃ、人は成長できないからな。

「歩、味み噌そ汁しるを作ってみましたよ」

「お。どれどれ。やっぱり基本は味噌汁だよな——み……」

「ミスリルソードを贅ぜい沢たくにも三本使い切りました。是ぜ非ひご賞味下さい」

　ミスリルソード略してミソ—————っ！　全然進歩してね———っ！

「お前、やっぱり料理禁止だ。——誰かが立ち会うならいいけどな」

　果たして、セラはもう一度、人を幸せにする料理を作れるのかっ！

　なんて煽あおり文句を脳内で流しつつ、俺は『味噌汁の名を語る何か』をすすった。




　　　　＊




　ああ、このときは散々な目に遭あったな。もうゾンビだからってやりたい放題かと突つっ込こんでやりたいね。

　弁護席にいた友紀がバンと机を強く叩たたく。

「そう！　相川はすでに罰ばつを受けている！　確かに有罪は免まぬがれないかもしれねえが、三○○本もの竹たけ槍やりをケツに刺さされたんだから、もう十分なはずだぜ！」

「確かに……三○○本という数字が本当なら、もうそれ以上の罰はないんじゃ」

　ずっと有罪派だったマスカラ大好き陪ばい審しん員いん三原が傾かたむいた。

「あの……ドラマガって……何？」

　平松が申し訳なさげに手を挙げた。

「富士見書しよ房ぼうから出てる雑誌だ！　良い子のみんなは、そんくらい知ってろよなっ！」

　裁判長ハルナに吠ほえられて、平松はびくっと体を縮ませて「ごめんなさい……」と小さく謝る。

「ちょうどこの時期に、富士見書房から発刊しているドラゴンマガジンが三〇〇号を迎むかえていたのですよ」

「だからって、記念に竹槍を刺すなんて可哀かわい想そうだぜ！」

　友紀は検事であるセラにビシっと指を向ける。陪審員達も、「まあさすがに」と俺を憐あわれむ様子が窺うかがえた。

　騒さわがしくなった廷てい内ないを静めるために、裁判長は——ダンダン。

「じゃあ、アユムはあと三〇〇回竹槍で刺す刑けいに処すってことで——」

　えー。もう何この裁判長。絶対無罪にする気ないやーん。

『それは　さすがに　可哀想』

　流れが、完全に変わっていた。友紀が畳たたみかけようと手を挙げたが、それを遮さえぎるように、セラが声を出す。

「なるほど——ではこちらも、証しよう拠こを提出させて頂きます。この証拠で、この男が故意にセクハラをしていたことを、立証させたいと思います」

　分ぶが悪いときは反論を諦あきらめ、すぐに切きり替かえる。

　窮きゆう地ちに追い込まれたセラが、それでも自信満々なのが、ぞっとした。




























　学園祭も終わり、すっかり肌はだ寒ざむくなってきた冬のある日曜日。

　コンビニマニアを自じ称しようしている俺は、近所のコンビニでぶらぶらとウィンドウショッピングに精を出し、おでんでも買おうかと頭を悩なやませていたところ、思わぬ人物に出会った。

　長く美しい髪かみを持つ、大人びた雰ふん囲い気きの女生徒。スレンダーな長身を、エレガントなロングコートが包んでいる。

　眼光は鋭く、立たち居い振ふる舞まいは優ゆう雅がで美び麗れい。気品溢あふれる美しい顔は、コンビニには似合わない。

　彼女の名はサラスバティ。俺と同じ学校に通っている女生徒だが、その正体は『吸血忍にん者じや』と呼ばれるバケモノの一種だ。

　あちらも俺に気づいたのか、

「む？　どこのゴミかと思えば、ゴミダーリンではないか。——ちょうど良い」

　刺すような鋭するどい眼差しを俺に向け、ちょいちょいっと指だけで手招きされた。

「よおサラス。どうした？　こんな所で」

「なんだ？　私がコンビニにいるのが、それほど不思議か？」

「ああ。お前には、料りよう亭ていで高級懐かい石せき料理とかが似合ってるからな」

「——褒ほめているようでバカにしているな？　死ねばよいのに」

「そう、すぐに死と直結するなよ。で——どうしたんだ？」

「うむ。もうすぐテストがあるだろう？　徹てつ夜やに備え、夜食を買っておこうと思うのだが——」

　サラスは腕うでを組んで、カップラーメンを睨にらみ付けていた。

「お前がカップラーメン？　一番似合わねえな」

　俺が微笑ほほえみつつそういうと、サラスはエルボーで鳩みぞ尾おちを攻こう撃げきしてきた。俺はゾンビなので痛みはない。それでも息が詰つまるのは苦しいもんだ。むせる俺の事に気も止めず、サラスは淡たん泊ぱくに話を続ける。

「高校生の夜食と言えば、こういったモノが主流なのだろう？　たまにはこういうモノも食してみようと思ってな」

「なるほどね。吸血忍者ではなく、高校生としてか。お前はそういうところ、真ま面じ目めなんだな」

「しかし、だ。私はこういう下げ卑びたモノには疎うとくてな。マイダーリンよ。知ち恵えを拝借させてはくれぬか？」

「ああ、別に良いぞ。学園祭では色々お世話になったからな」

　吸血忍者という集団を指揮する立場でありながら、学校でも顔の利くサラスとは、バケモノ退治でも学校行事でもお世話になっている。——そうだな、『お得意さん』という関係が近いかも知れない。

「……貴様のような凡ぼん夫ぷは、こういう十じつ把ぱ一ひと絡からげなモノに詳くわしいのだろう？」

「確かに、興味が無い人間からみれば、まあ、みんな同じような物に見えるのも分かる。だったら——これなんかどうだ？」

　日ひ頃ごろの恩返しに、少しでも力になりたい俺は、新作の限定商品をオススメした。それは一日限りの超ちよう限定レア物『平ひら賀が源げん内ないもビックリっ！　シーフードうどんっ！』だ。日本人は限定モノに弱いのか、俺が手にしたのは最後の一つだった。

「——うどんか。うむ。私の今の気分をよくぞ理解してくれた。では、これにしよう」

「ああ、役に立てて嬉うれしいよ」

　少し満足そうな表情を浮うかべたサラスに、なんだか照れくさくなって視線をそらす。

　これが——あの忌いま々いましい事件の始まりであったと、誰が予想できようか。







　家に帰ってきた俺は、冷えた体を温めようと、二階の自室ではなく、こたつのある居間へ向かった。大きめのプラズマテレビがある憩いこいの場。——そこで、寂さびしそうに深い溜ため息いきを吐つく美少女を発見した。

「セラ、どうしたんだ？　溜息なんか吐いてさ」

　声を掛かけながら、こたつに入る。

　目の前にいるのは、艶つやのある長い髪をポニーテールにした、美しい少女。少女と呼んで良いのか疑問が残るほどに……『可愛い』ではなく、『美しい』少女が、哀あい愁しゆう漂ただよう表情を浮かべていた。

「ああ、歩ですか……はあ」

　訳も言えないほどに絶望するようなことがあったのか？　続く言葉を掛けられないまま、俺はセラがどういう気持ちなのかを考えていると、トントン。と机を二回叩たたく音。

　横へ顔を向けると、銀色の髪をした美少女が、何も感じさせない満面の無表情で俺を見ていた。

　西洋鎧よろいを着てこたつに入る——なんて西洋鎧プレートアーマーの全盛期でも見ることの出来ない異様な光景だが、映える画に見えるのはユーが他に類を見ない超ちよう絶ぜつ美少女だったからだ。

　白く透すき通とおるすべすべの肌はだ。吸い込まれそうな青い瞳ひとみ。その全てが愛らしい。

　テーブルには、切きり離はなされた一枚のメモ。そこには、こう書かれていた。

『彼女は　諦あきらめきれない』

「諦めきれない？　何を？」

　どうにも話が見えなかった俺の言葉は、疑ぎ問もん符ふで溢れていたことだろう。

「実は、今日一日だけ限定で発売されたカップうどんがあるのです」

　セラは降り始めた小こ雨さめのような声で寂しそうに呟つぶやいた。

「ああ、あのシーフードの奴やつか。平賀源内もビックリの——」

「ご存じでしたか」へえ、そうなんだー。ぐらいのどうでも良さそうな声を出したあと、くわっ！　とヒスイ色の瞳を開眼させる。

「ま、まさか歩っ！　あのうどんを買っていたりするのですかっ！」

　ばん。とテーブルを叩いて立ち上がる。俺は、すぐ目の前まで寄せられた整った顔立ちよりも、その向こうにある胸の谷間に釘くぎ付づけだった。服の中見えてますよー。

「い、いや——俺は買ってないが」

「……相変わらず使えない男ですね。ＭＴＧで言えば甲こう鱗りんのワームぐらい」

「甲鱗様を舐なめるな。……そう言えば、サラスが買っていったのが最後の一つだったな。俺が薦すすめたんだ」

「何な故ぜそれを私にくれなかったのですかっ！」

　怒ど鳴なるなよ。お前が欲しがっていたなんて知らなかったんだよ。……なんて、小心者の俺には口が裂さけても言えなかった。いや、言っても言わなくても口を裂かれそうなんだけど。

『セラはコンビニを三〇軒回って　買えなかった』

「そりゃあ、大変だったな」俺は哀あわれみの目を向ける。

「……失礼。取り乱しました」

　哀愁漂う表情を浮かべたセラは一つ溜息を吐き、身を引く。

「全く、なんでお前がそこまでカップうどんなんかを欲しがるんだ？　ユーならまだわかるが——」

　ちらりと隣となりにいる無表情のネクロマンサーへ目を向ける。

　ユーの表情はいつも人形のように同じだった。それでも超絶に可愛い。

「かの平賀源内もビックリだと言うのですよ？　気になるではないですか？」

「そこかよっ！　まあ、俺にはなんで平賀源内をチョイスしたのかもわからんが」

「平賀源内は香か川がわ県けんの讃さぬ岐き生まれなのですよ」

「なるほど……詳しいんだな」

「ええ。大おお岡おか越えち前ぜんと同じぐらい好きなので。どうしても食したいと思っていたのですが、まさか——こうも手に入らないモノだとは思いませんでした」

　つまり、セラは平賀源内の大ファンで、あの『平賀源内もビックリっ！』という煽あおりにまんまと踊おどらされてしまった。——と、こういうことだろう。セラにもそんな一面があるんだな。と俺は少し笑ってしまった。

「まあ、ああいうのはタイミングだよな。言ってくれれば、この辺のコンビニは何時頃に入荷するとか全部わかるのに……」

「せめて、持っているのがサラスでなければ——」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたように眉まゆをひそめている。

　同じ吸血忍者だし、譲ゆずってくれとサラスに頼たのめばいいのだが、セラはサラスの部下で、命令をされる側の立場だ。うどんをくれなんて頼みにくいのだろう。

　しょうがない。一ひと肌はだ脱ぬぎますか。

　悔くやしそうな顔を見せたセラを見ながら少し頭を捻ひねった後、携けい帯たい電でん話わを取りだした。

　プルルルルル……プルルルルル……ガチャ。

「いきなり電話をしてくるな。鬱うつ陶とうダーリン。——私に恨うらみでもあるのか？」

　電話しただけでこの反応。サラスがツンデレだと知ってなければ、萎い縮しゆくして何も話せなくなるだろうが、もう慣れたモノだ。

「あー、ちょっと聞きたいんだが、さっきのうどん、もう食べちまったか？」

「阿あ呆ほうか貴様は。夜食用に買った物を今食べてどうする？」

「そりゃ良かった。——すまんが、譲ってくれないか？　セラがどうしても食べたいって言うんだ」

　機き嫌げんの悪かったサラスの声が、さも悪の組織幹部のように、もう一段どす黒いモノに。

「なるほど——状じよう況きようは理解した。セラフィムにはこう伝えろ。……欲しければ、私と勝負して奪うばうがいい。とな」

　そこまで不機嫌にならなくても——俺はそのまま原文をセラに伝える。

「って、言ってるけど？」

「戦うことで得られるのであれば、望むところです」

　そう言ったセラの表情は、いつもと同じ凛としたものだった。

「話は聞かせて貰もらったっ！　ふっふっふ」

　そこへ、身長一五○にも満たない少女が現れた。

　肩かたまでのびた栗くり色いろの髪かみ。そのてっぺんから伸のびる毛は、俗ぞくにアホ毛と呼ばれ、ごく一部の方に人気がある。

　我が家自じ慢まんのトラブルメーカー、魔ま装少女ハルナだ。こいつが介かい入にゆうして面めん倒どう臭くさくならなかった事案はない。

　その悪戯いたずら小こ僧ぞうのような輝かがやかしい瞳を俺に向けて——

「その勝負っ！　あたしが預かったっ！」

　なんて言うもんだから、俺は頭を抱かかえずにはいられなかった。







　さて妙みようなことになってしまったが、俺は今マフラーも手て袋ぶくろも持たずに寒空の下、雰ふん囲い気きからしてすでに寒い墓場へと足を運んでいた。

　ずらりと整列したお墓と卒そ塔と婆ばの間を通り、広い空間のある場所へ。そこには、樹じゆ齢れい何百年も超こえた大木がある。寒いのにわざわざ外でやらなくてもよくないか？

　セラとサラス。長く美しい髪を持つ二人が、お墓の横で睨み合っている。

　その横には、なにやら数本の物もの干ほし竿ざおを持ったハルナ。ちなみにユーは、今も居間のこたつでぬくぬくしているだろう。ここにはいなかった。

「あー、もうちょい右。そこの木のところにいけよなっ！」

　アホ毛をピコピコさせている少女に偉えらそうな声で指示をされて、俺は渋しぶ々しぶ墓場にある大きな木のそばへと向かう。

　葉は枯かれ果て、寂しく佇たたずむ巨きよ大だいな木。ここはゾンビである俺にとって絶好の月見スポットだ。結構広いスペースがあって、ドッジボールぐらいなら出来そうだなと思っていた。

「じゃあ、『槍やり投なげ対決っ！　～当然の如ごとくアユムへ～』一投目開始っ！」

　何それっ！　突とつ然ぜんハルナが発した言葉に耳を疑った俺だが、制止する言葉を掛ける前に、セラとサラスにはハルナから物干し竿が手て渡わたされていた。

　刹せつ那な——先せん端たんを鋭えい利りにした物干し竿が闇やみを切り裂き、風を斬きる音を響ひびかせながら、俺の耳をかすめて飛んでいった。

「待てっ！　なんだこれっ！　そもそも距きよ離りを競う訳じゃねえのかよっ！」

　俺の叫さけびを聞いているのかいないのか。……いや、聞いてないわ。

　もう一本の物干し竿が、俺の眉み間けんを捉とらえていたので、マトリックス避よけと呼ばれる上体反らしでなんとか避ける。

「はい、両方外れーっ！」

　はあ、なんとか終わったか。全く、無茶な事をしやがって。誰かハルナに槍投げという競技がどういったモノかを教え——

「続いて第二投～」

　もっかいやんのかよっ！　さては刺ささるまでやるつもりだな？

「待てっ！」俺は猛もうダッシュでハルナのところへと向かう。

　セラは物干し竿を片手に、眉をひそめていた。

「どうかしましたか？」

「あ、わかんないですか。ですよねー。えーっと、槍投げ対決はこれで終わりだ」

　セラもサラスも、まるで吸きゆう血けつ鬼きのように妖よう艶えんで美しい顔を歪ゆがませ、俺のことを「何言いだしてるんだこのアホは」とでも言いたげに見ていた。

「それでは勝敗はどうなるのだ？」

　サラスが肩をすくめる。

「そりゃあ」俺はみんなの顔色を窺うかがう。あれ？　なんでみんな不服そうな顔をしてるわけ？

「ジャッジ……かな？　ハルナ、どっちの勝ちだ？」

　ハルナは手を組み、うーと唸うなる。アホ毛がピコピコと揺ゆれていた。そのアホ毛がピコンと直立したとき、ぱあっと輝いた笑顔で——

「じゃあ、葉っぱの人っ！」

　はい、セラの勝ち～。ぱちぱちぱち。

「これは不公平ではないか？　貴様らは同居しているのだから、情で票が入るだろう」

　サラスの言い分ももっともだ。俺でもきっと、セラを優ゆう遇ぐうしていると思う。

「やっぱり、もう一投して——」

「べ、別の対決にしよう。うん——え～っとだな」

　俺が頭を抱えていると、そこに一人の少女がやってきた。

「おいーっす相川ーっ！　対決やるってんで遊びに来たぜ～」

　短たん髪ぱつの少女。ハルナとはまた違ちがった、元気いっぱいの少年のような女の子、友紀が笑みを浮かべていた。

　スポーツが好きで俺と同じくコンビニマニア。少年と少女のハートを持つ、アホの子。

　こいつは、見るからに対決とか好きそうだからな。どこから嗅かぎつけたのか。

「おー、トモノリ。良いところに来たな」

「トモノリ言うなっ！　オレは女だぞっ！」

　今来たばかりの友紀に、槍投げ対決が終わったので別の対決を探している現状を説明すると、友紀は考えるような素そ振ぶりも見せずに、元気いっぱいに言う。

「だったら二回戦は競争にしようぜっ！　実は吸血忍にん者じやの訓練用に最近作ってもらった施し設せつがあるんだっ！」

　そう、彼女もまた、セラやサラスと同じ吸血忍者だ。吸血忍者同士の対決だし、仲ちゆう介かい役も吸血忍者の方が良いだろうと、友紀に任せることにした。

　じゃあ、俺は家に帰ろうかなと思ったのだが——

「クソダーリンよ。どこへいこうと言うのだ？」

　サラスに呼び止められてしまった。

　セラはハルナと一いつ緒しよに、友紀の後ろをついて行っている。って、場所移動かよ。

「帰るんだよ。あとは友紀とハルナに任せるわ」

「貴様はこの戦いを見届ける義務があると思わぬか？」

「特に思わないが——ていうかそもそも、なんで勝負なんかしてるんだろうね。お前も普ふ通つうにうどんを譲ってやれば良いのに。どうせ、カップうどんなんて何でも良いんだろう？」

「私が、何故勝負をけしかけたか、分からんのか？」

「ああ、分からんね」

「我が愛いとしの辛つらいけど辛くない少し辛いダーリンが、私よりセラフィムを優遇している。それを知ったとき、胸が張はり裂さけんばかりの不快感を覚えた。——つまり、私は嫉しつ妬としたのだ」

　だからあの電話のとき、不機嫌だったのか？

「いや、別に優遇しているわけじゃなくて……」

「では聞くが、ロクデナシーリン。貴様の中で、セラフィムより私の方が上か？」

「どっちが上かと聞かれましても……」

　どう答えれば正解なのか、俺は空を見上げて機関車の真ま似ねをするように白い息を吐はいた。

　困ったなー。

「貴様のそういう困った表情、嫌きらいではないぞ」

　サラスは美しく笑った。こいつ、普ふ段だんとのギャップのせいか、笑うと凄すごい可愛い顔をするんだよな。なんて、じっと顔を見つめていた俺は、なんだか照れくさくなってふてくされた表情のままセラたちへ顔を向ける。

　まあ——俺のせいで始まったのなら、見届ける義務があるのかもな。やれやれだ。

　ここより暖かい場所なら、どこでも行ってやるよ。







　という訳で、続いてやってきたのは高層ビルの屋上。風がびゅーびゅーと音を立てて吹ふき荒あれるので、俺は寒さに震ふるえていた。

　まさかあの墓場よりも寒い場所が都内にあるとはな。柵さくも何もない、下を見下ろせば、吸い込まれていきそうな浮ふ遊ゆう感かんがある。——この屋上、絶対来ちゃいけない場所だろ。

　どれぐらいの高さがあるのか気になっていたところに友紀が笑顔で説明してくれる。

「題してっ！　『高さ七四メートル鉄骨渡わたり一○○メートル走対決』だぜ！」



















　どっかで見たことある奴やつにそっくりだーっ！

　高層ビルの屋上から、隣となりにある高層ビルまで二本の鉄骨が架かけられている。片足分程度の細い鉄骨。その上を平均台のように駆かけ抜ぬける。というものだろう。

「速さならば、負けません」

　セラはヒスイ色の瞳ひとみに絶対的な自信を宿していた。

「ほう、セラフィム。貴様が私に勝てるモノが、一つとしてあったか？」

　サラスは不敵に笑い、二人はスタート地点へ。

　それにしても、こいつらは寒さを感じないのか？　うー、さみ。

「じゃあ、スタートっ！」

　ハルナの声で、二人は足を鉄骨に乗せた。

　これって、普通の人間がやるからハラハラドキドキするもんだろ？　この二人は普段から屋根の上を歩道扱あつかいしている忍者な訳で——

　俺の予想通り、二人は強い風にもかかわらず、まるでサーカス団の花形スターのように平然と走る。

「ちなみに、鉄骨に手を触ふれると電流が流れるぜ！」

　そりゃあ大変だな。こんな強風だとしゃがんで鉄骨を持ってしまいそうになるだろう。

「アユムになっ！」

　ピコピコとアホ毛を風に遊ばせているハルナが、楽しげな声でそう言った。

「なんでっ？　ねえ、なんで？」

　俺の疑問に満ちあふれた瞳を無視したハルナと友紀。こんにゃろう。

　サラスとセラは顔を見合わせた後——

「おっと、足を滑すべらせてしまった」

　なんてわざととしか思えない言動と共に、サラスが鉄骨に手をついた。

　あばばばたしししかににに鉄骨へ触さわらないととといけない空気だったがばばばば……

「風が強いですね」

　セラも強く吹いた風がおさまるまで動かないつもりなのか、ただ俺に電流を流したいのか、ずっと鉄骨に手をついていた。どうせ後者の理由なんだろうけどさ。

　それを見届けた上で、サラスが飛び出した。セラは——まだ俺に電流を流したいようだ。

　しかし、速さではセラに分があるのか、どんどん追い上げ、そして——やっぱりまだ俺に電流を流したいようだった。

　それが敗因だったと誰だれの目にも明らかだったろう。結局、勝利したのはサラス。

「迂う闊かつでした」と切せつ歯し扼やく腕わんのセラ。

「迂闊過ぎるわっ！」

「気持ちはわかるぞ、セラフィムよ」

　うんうんとサラスが頷うなずいている。

「あたしもやりたい！」

　ハルナが手を挙げた。この鉄骨渡りを楽しそうだと思えるのは凄い才能だね。

「おっ！　じゃあオレと勝負しようぜっ！」

　ずっとウズウズしていたのだろう。二人はスタートの声も待たずに駆けだした。

　って——あいつら絶対電流流すつもりだろっ！　くそっ！

「やめろお前らっ！　結果は一つじゃねえか！　もう未来は僕らの手の中だよっ！」

　俺の嘆なげきに耳を傾かたむけることなく、二人は鉄骨へと走っていく。

「まあ、どちらにしてもこれで、私の勝ちだな」

「ええ、これで一対一ですね」

「む？　……ふふ、セラフィムよ。生意気なことを言うようになったな。まあ、良いだろう」

　そう言えば、一回戦はセラの勝ちだったな。

　これは三回戦にもつれ込みそうだ。

　夜の空を見上げて、俺は電流を流されていた。







　俺が寒い寒いと言いすぎた甲か斐いもあってか、次の戦いは俺の家でやることとなった。

　テレビからはバラエティ番組の笑い声が聞こえ、こたつの上には温かいお茶とみかん。

　女の子に囲まれてこたつに入るなんざ、心まで温まるね。これで槍やりを投げつけられたり電流を流されたりしなければ幸せなんだが——

　もう友紀やハルナには任せられない。ここは座右の銘めいが『平へい穏おん無事』だと思われる我らが愛しのネクロマンサー、ユーに勝敗を委ゆだねた結果——

『三回戦は似顔絵対決』

　いかにも普通の対決にして貰もらうことに成功した。やっぱり、ユーは分かってらっしゃる。

「お題は何ですか？」

　スケッチブックを片手に、真しん剣けんな表情を浮かべるセラ。

『歩』

「また俺かよ」

『別に電流が流れる訳でもない』

　モデル役ぐらいなら良いか。じっとしているだけならゾンビの専売特許さ。

「ほら、早く廊ろう下かへ行けよな。あたしも描かくから」

「いや、もう顔だけでいいじゃねえか。似顔絵対決だろ？」

「良いから早くポーズを取って下さい」

『私も　描く』

「んじゃ、オレも！」

　ということで、どうやらみんなが俺をスケッチしてくれるようだ。誰と誰の対決だよ全く——

　なんだかんだ言いながらも立場の弱い俺は言われるままに廊下へ出て、右手を腰こしに当てる。整列の時にやる『休め』のポーズだな。

　それが気にくわないのか……

「座れよな」

　ハルナから指示が飛ぶ。俺は仕方ないという表情を浮うかべながら、冷たい床ゆかに腰を下ろす。

「ちょっと描かきづれぇからさ、足を開いてくれねー？」

　友紀に言われて、足を開く。

「そのままかかとを百ひやく会えへ乗せて下さい」

　百会って頭の頂点じゃねえかっ！　セラの声に従い、俺は必至に右足のかかとをつむじに乗せる。どこのヨガ教室だよ。くんぬー。

「その足の指先に左ヒジをつけろ」

　ヒジっ？　サラスの注文通りに……む、無理だ。これは無理——

「手、描きにくいから指隠かくして」

　この状態でかよっ？　くっ、おおお。

「気持ち悪いですね。ちょっと後ろ向いてくれますか？」

　セラに睨にらまれ、俺はとりあえず足を下ろして振ふり返かえろうかと思ったが——

「こらっ！　足動かすなよなっ！　今そこ描いてるんだからっ！」

「早く反転して下さい」

「動くなっ！」

「相川、足閉じるなよー」

「あーもうっ！　どうしろってんだよっ！」

　体がぐにゃぐにゃになった甲斐もあってか、みんなちゃんと完成したようだった。

　早速作品を見ていきましょう。

　ハルナの絵は点が一つだけ。お前には俺が点にしか見えていないのか。聞けば、一ミクロンの大きさで描いたそうだ。顕けん微び鏡きようで見ればちゃんと見えるとか——天才かお前は。

　友紀の絵は何故か野球帽ぼうをかぶって目が炎ほのおになっている。どこのスポ根だ？

　ユーの絵は、すごい上手さだった。いや、でも……うん。なんでオールバックにされてるんだろう。何・セガールだよ！

　肝かん心じんの二人の絵。まずサラスは——

「猫ねこだ」

　猫描かいちゃったっ！　しかも普ふ通つう猫を描いたって言ったら三み毛け猫とかだろ！　ペルシャ猫かチンチラかわからんが、毛の長い猫を描いた人初めて見たよっ！　ていうか——

「俺の渾こん身しんのポーズが台無しだよっ！」

　ばんと机を叩たたく。だがサラスは意に介かいした様子もなく、もの凄すごい達成感に満ちあふれている表情。それを見たセラが、スケッチブックを俺に見せる。

「私はちゃんと描きました」

　最後に満を持して、セラの絵——キモっ！　えー、一言で言うならば八はち面めん六ろつ臂ぴ？　かな。キモっ！　俺どんだけ顔があるんだよっ！　ただただ気持ち悪いよ！　関節とかどうなってるんだこれ？　もっと奥行きとか考えろ。等、ツッコミどころは満まん載さいだった。

　セラがこんなにヘタクソだったとは……弱点は料理だけだと思ってたよ。

「歩にそっくりでしょう？」

「ネオエクスデスの方がそっくりだよっ！」

「あははははっ！」

　セラの絵が笑いのツボに入ったのは、意外にもサラスだった。

　ハルナや友紀はバカにしたような笑いだったが、サラスはただ純じゆん粋すいに、楽しげに笑っていた。サラスのそんな顔を見るのは初めてだったので、俺は呆ぼう然ぜんとしていただろう。

「あー、おっかしい」

　涙なみだまで浮かべてセラの絵を眺ながめるサラス。それに釣つられてか、思わずみんなで大笑いしてしまう。

「ば、バカにしないでください！　……これは、私の勝ちですよね？」

「いや、それはないだろう？」

　笑っていたサラスも、聞き捨てならないようだった。

『どっちもどっち』

　ユーの意見に、満まん場じよう一いつ致ちの頷きがあった。

「この絵と同等だというのか？」

　はん、と鼻で笑う。確かにサラスの方が圧あつ倒とう的てきに絵が上手い。だが——

「だって、お題は『猫』じゃねーしな」

　友紀のもっともな意見に、サラスはぐっと口ごもった。まさか、友紀に言いくるめられるとは思っていなかったようで、少しショックを受けている様子だった。

「そもそも、なんで猫を描いたんだよ」

「……得意だったものでな」

　あー、あるある。誰かに見て欲しくなる得意なモノってあるよな。

「じゃあ、今回は引き分けだなっ！」

　つまりは、そう言うことになる。ハルナの言葉に、みんな異論はなかった。

　えー、これで勝敗は一勝一敗一分けか？　全く勝敗がつかないな。

　しょうがない——俺が手を挙げると、みんな口を閉じた。

「じゃあ、最後は俺から対決を提案させて貰うが、『ガチンコ！　ヤールギュレシュ対決』というのはどうだろう？」

「ヤールギュレシュ？」

　サラスが怪け訝げんな顔を見せる。よし、そのまま分からないままで了りよう承しようしてくれ。お前ら二人なら、一度決まった勝負を「やっぱり止めた」なんて言わないだろう？　ふっふっふ。

「……気持ち悪い」

　セラが放つ渾身の『気持ち悪い』に、俺はびくんと体をびくつかせた。——まさか、こいつヤールギュレシュを知っているのか？

「葉っぱの人知ってんの？」

　ハルナの問いかけに、セラは首を横に振る。

「いえ、ただ、単純に歩が気持ち悪かっただけです」

　良かった……いや、良くねえよっ！　普通にヒドいよっ！

「ヤールギュレシュってのはオリーブオイルを——」

　スポーツ大好きドレッシング等の油大好きな友紀は知っているようだった。

「まあ、トルコの国技だよ。別に変な対決じゃないさ」

　俺は友紀が説明を開始する前に良いイメージを植え付けようと必至だった。

「そういうことでしたら、それにしましょうか」

「どんな戦いでも構わん」


計　画　通　り　っ　！



　俺は心の中でガッツポーズを取り、セラの女性的な魅み力りよくが凝ぎよう縮しゆくされた、極上エロボディをなめ回すように見つめていた。

　そんな俺の視線が気にくわなかったのは、セラではなくサラスだった。

　何故かむっとした表情のサラスは、胸元を押さえた後、悪わる巧だくみをする悪代官のような顔を見せる。

「もう時間も時間だ。これが最後の勝負となるだろう。そこでだセラフィムよ。罰ばつゲームを決めておこうと思う」

「罰ゲーム——ですか？」

「ただ対決するだけでは私が面白くない。勝っても得られるモノがないからな。どうだ？」

「わかりました。どんな罰でもお受けしましょう」

　凛々しい表情を崩くずさないセラが気にくわなかったのか、サラスは無理難題を言い渡わたす。

「そう——だな。織戸と接せつ吻ぷんを交わしてもらおう」

　先ほどまで楽しい笑いが溢あふれていた居間に、衝しよう撃げきが走る。

　織戸というのは、俺のクラスメイトで、学校の女子生徒全員のプロフィールをデータベースとして記き憶おくしており、それを日時更こう新しんさせ続けている程度の女好き。この説明でお分かり頂けるように、——ウザい。

　そんな織戸とキスをする。そこまでのリスクを負ってまで、カップうどんを手に入れたい訳がない。

　吸血忍にん者じやにとってキスとは特別なモノで、婚こん姻いんの証。つまり、この勝負に負ければ、織戸の奥さんになってしまう。

　受けるわけがない。サラスもそう思っていたのだろう。

「わかりました」

　しかし、セラは真剣な表情で了承した。

『大だい丈じよう夫ぶ？』

　ユーも心配そうだ。

「い、良いのかよ！　『だばだーだーばーだばだーだばだー』が流れるぐらいの出来事だぜっ！」

　キスの重さを知っている友紀が狼ろう狽ばいしている。

　ただ一人、他人がどうなろうとどうでも良いハルナがアホ毛をピコピコさせていた。

「ほんじゃ、どちらかが負けるか、あるいはアユムがセクハラしたときは罰ゲームを受ける。ということだなっ！」

「了承した」

「望むところです」

「だからなんで俺も入ってんだよっ！　槍やり投なげのときも鉄骨渡りのときもそうだけど、なんで俺も入ってるんだよっ！　それとお前ら、ルールも知らない競技に人生賭かけるな！」

　基本的に、全ての言動を無視される男——相川歩です。ちくしょー。

「面白くなってきたぜっ！　んじゃ、オレん家ち集合な。オリーブオイルはドラム缶かんで持ってるし。先に行って用意してるぜ！」

「あたしも行くー」

　少しムキになったサラスやハルナ、友紀がこたつから出て居間をあとにしていく。

　俺は涼すずしい顔をして残っているセラに、低い声で問う。

「どういうつもりだ？」

「何がですか？」

「……何をムキになってるんだって言ってんだよ」

「あなたの目には、私が遮しや二に無む二にに映っているのですか？　相変わらず節ふし穴あなですね」

　トントン。ユーが机を叩く。

『私にも　そう見える　事情を話して』

　ユーにそう聞かれて、セラは一つ深い溜ため息いきを吐つく。

「これは、もう平賀源内がどうとか、そういうものではないのです。私はこれまで、どんな分野でもサラスに及およびませんでした。私にとってサラスは、吸血忍者としての上司であり、ずっと背中を見てきた目標であり、憧あこがれ。人としては友であり——」

　そこで一度セラは言葉を切った。そこから続く言葉に困っているようで、俺の目をじっと見つめる。

「ライバルなのです」

　吸血忍者としてではなく、人としてライバル。その言葉の意味が俺にはよくわからなかったが、考える間もなくセラは少し照れた様子で首を横に振った。

「と、とにかく、どんな勝負であれ、私は逃にげません。サラスと対等であるために」

　そこまで言って、セラはこたつを出る。

　よ、よく分からん。

　そういう気持ちを、ユーがわかってくれたのか、一枚のメモを残してセラの後を追った。

『セラフィムは　いつもサラスバティの下にいた　だけど　一つの事こと柄がらに対して対等になれることを見つけた　それが　歩』

　…………俺？　あーもうっ！　よくわからーんっ！







　吸血忍者が沢たく山さん住んでいるというマンションの庭へとやってきた。

　レンガ調の壁かべに覆おおわれた高級マンション。友紀の部屋は一階の一番奥にあって、その部屋のベランダから外に出れば、辺り一面芝しば生ふが広がっている。

　バーベキューやビニールプール、キャッチボール等をやるためのスペースらしい。運動好きアウトドア少女であるところの友紀にとってすれば、こういう庭は必要不可欠だろう。

　さて、そろそろ説明しよう。ヤールギュレシュとは——

『ヤールギュレシュとは　トルコの国技　全身にオリーブオイルを塗ぬって行う　六五〇年以上の歴史を持つ伝統格かく闘とう技ぎ』

　ユーの説明を聞き、セラとサラスは俺を殺したそうな目で見つめていた。

　二人は女子レスリングのぴっちりとしたユニフォームを着ている。サラスはスレンダーで本当に選手のように見えるが、セラのボンキュッボン……いや、ボイン、キュッ、ボンをこのユニフォームが包むとエロさが爆ばく発はつしてるな。

「分かりづらいから『オイルレスリング』って呼ばれてるぜっ！」

　友紀の説明を受けて、やっとハルナも全容を理解したようだ。

「アユム」

「なんだ、ハルナ」

「最っ！　低っ！　このエロテロリストっ！」

「俺の名前に勝手にオブ・ジョイトイを付けるな」

　寒空の下、文句も言わずにオリーブオイルを全身に塗りたくる二人。文句は言わないが、抗こう議ぎの視線が痛い。

　しかし、俺の計算通り、やっぱり止めようとは言わなかった。

　サラスは長い髪かみを一つにまとめ、セラもポニーテールをダンゴにまとめた。

　そして、ぬるぬるになった二人は顔を見合わせる。あー、いいね。うん。もうすでに最高の眺めだ。俺の顔は、さぞかしにやけていた事だろう。

「ちなみに、ポイント取ったら相川に電流が流れるようにしてあるぜっ！」

　またっ？　なんでそんな仕様にしたんだよっ！

「じゃあ、あたしが審しん判ぱんするからなっ！　レディーっ！　ファイっ！」

　タキシードに蝶ちようネクタイをつけたハルナが二人の横でアホ毛を左右に振ふっている。ていうかあいつ……

『ハルナは　ルールを知ってるの？』

「まあ、レスリングルールでいいんじゃねえかな」

　サラスとセラは足を取られないように屈かがみ、互たがいの指を絡からませる。すると——

「双そう方ほう一〇ポイントっ！」

　ハルナがびしっと両手を広げた。と同時に俺の脇わきに微び電流。こそばゆい！　何この電流。やるならもっと派手に来いよ！　そして何に対してのポイントっ？

　一度距きよ離りを取った真しん剣けんな表情のセラと余よ裕ゆうの表情をしたサラス。

「行きます」

　セラの体が横に動く。次の瞬しゆん間かん、サラスの背後を取っていた。さすがスピードに定評のあるセラだ。

　だが、ぬるぬるで服をつかめない。

「一○ポインツっ！」

　のあああああっ！　乳首に電流がああああっ！　なんでこう敏びん感かんな場所を攻せめてくるんだよっ！　ていうか、あの審判を誰だれか止めろっ！

「さらに一○ポインテントっ！」

　ぎゃあああっ！　何にもしてないのにポイントが入ってる。

「ついでに一○ポインティンっ！」

　もうどっちのポイントだよっ！　セラの攻こう撃げきの力を利用して、サラスがセラの体を倒たおす。

「ちょうど一○ポインティアっ！」

「あ、今の、レスリングでもポイント入ってるぜ！」

「ほえ？　じゃそれも追加っ！」

　友紀さん、いらんこと言わぎゃああああっ！　目があああっ！　電流が目にいいいっ！

　せっかくのぬるぬるくんずほぐれつ夢の世界があああっ！

「おお！　すげえっ！　そんな方法があったなんてっ！」

「一○ポインっ！」

　ハルナと友紀の無む駄だな実じつ況きようだけが、状じよう況きようを理解する最後の手段。セラとサラスの苦しそうな声が堪たまらなくエロさを出していたが、目に電流を流されていて見えない。

　ゾンビだから何でもしていいと思ってやがるな。ちくしょーい。

　電流が止まった時、立っていたのは——ハルナだけだった。

　セラもサラスも二人で芝生の上に倒れていた。下になっているのは、セラ。

　これは、サラスの勝ちか？

「ドローっ！」

「くうううっ！　良い試合だったぜ～っ！」

　カンカンカンカン。どこから持ってきたのか、友紀がゴングを鳴らしている。

『これは　仕方が無い』

　くそっ！　何がっ！　何があったというんだっ！

「トモノリ、どうなったんだ？」

「え？　切り返しの瞬間？　だから——こう」

　後ろに回った友紀は、俺の腰こしに手を回し、そのまま——投げっぱなしジャーマン。

　俺は情けない声を出すしか出来なかった。

「相川～。ぐへーとか言ってる場合じゃねーよー。切り返してくんねーと再現出来ねーじゃねーかよー。ちゃんと見てたのかよ～」

　見てないから聞いたのに。このアホは全く。

　オリーブオイルでぬるぬるになった芝生の上を滑すべった俺の所にやってきた、ハルナが畳たたみかけるように言う。

「一○ポインっ！」

　えっ！　これもポイント入るのか。って電流が股こ間かんにいいいいいっ！

『やっぱり　デスマッチは電流に限る』

　いつもなら助けてくれるユーも、今回ばかりは敵のようだった。

「でも、まだ引き分けか。次の勝負はどうするんだ？」

「もう、じゃんけんで決めたらいいんじゃねえかな」

　ということで、本当に最後の決戦。

「じゃあ、爆熱じゃんけん一発勝負だかんなっ！」

　蝶ネクタイを正したハルナが両者の顔を窺うかがう。

　なんだよ爆熱じゃんけんって。という顔をしていたのが俺だけだったので、すごい疎そ外がい感を受けていた。

「ば～くねつじゃんっ、けんっ——じゃんけんフィンガアアアアアアアっ！」

　ハルナの声と共に、二人は手を前に突つきだした。その掛かけ声ごえをされれば、当然二人ともパーを出すわけで。もう『がちょーん』ぐらい何かを摑つかむような手でパーを出す訳で。

　まあ、あいこだった訳で。

「はい、引き分けな」

「いや、勝つまでやれよ」

「はあっ？　あたし確実に言っただろっ！　一発勝負だって」

　言ったけど、一発勝負ってそういう意味じゃなくね？

　一勝一敗三分。ここはもう一度対決を——

『私も　ヤールギュレシュ　してみたい』

「ユー」俺はユーがぬるぬるになって組み合う姿を想像し、もう今までの電流やら何やらがどうでも良くなるほど恍こう惚こつな表情を浮かべていた。いやらしいというより、微笑ほほえましい光景になるだろうなー。ぐへへ。

　すると、サラスが急に、吹き出したように笑い始めた。

　それを見たセラも、大きな声で笑う。二人が突とつ然ぜん笑い出したことに、俺たちはきょとんとした表情をしていただろう。

「失礼した。急にバカバカしくなってな」

「ええ。私もです。なぜこんなにムキになっていたのか……笑しよう止し千せん万ばんですね」

「ああ、どうやら、戦う相手は別にいたようだ」

　二人は、挑ちよう戦せん的な目をユーへ向けていた。え？　何？　勝負はもう良いのか？

「お前ら、何を言ってるんだ？」

「一番のライバルはヘルサイズ殿どのであると、二人で意思を疎そ通つうさせていただけですよ」

　セラの説明では、さらに意味が分からないんだが——まあ、いいや。もう一度争いをけしかけても、俺に電流が流れるだけだしな。

「で、うどんはどうするんだ？」

『一いつ緒しよに　食べれば良い』

「うどん？　なあ相川。うどんってなんだ？」

　そう言えば、友紀はどういう経けい緯いで今回の対決が始まったのかを知らなかったな。

「この対決の勝者に、今日限定発売の——ほら、平賀源内もビックリな」

「おー、あのシーフードうどんか」

「あれをサラスが買って、セラがどうしても食べたいっていうから——」

「え？　なんだよ、オレに言ってくれよー。三○食分ぐらい買ったぜ？」

　忘れていた。友紀は俺と同じくコンビニマニアだったのだ。限定品を買いあさっていても不思議ではない。

　こうして、みんなで仲良くシーフードうどんを堪たん能のうすることが出来た。

　しかし、事件はまだ終わっていない。いや、まだ始まってもいなかった。

　友紀の部屋で、みんな仲良くシーフードうどんを食べていると、いち早く完食したユーがメモを一枚俺たちに見せる。

『罰ばつゲームは？』

　ユーが指し摘てきしたそれに、みんな唸うなるようにして考え込んでしまった。

　いやいやいやいや……引き分けなんだし勝ちも負けも罰ゲームもないだろうよ。

「うむ。確か——織戸とキス。だったな？」

　自分がけしかけた事なのに、サラスはすっかり忘れていたようだ。

　吸血忍にん者じやにとって、キスとは神聖なモノ。たとえ事故でも強引に奪うばったとしても、それは婚こん姻いんの証とされ、夫婦になる。だから、それが罰ゲームになった時点で、この罰ゲームは執しつ行こうされるはずがないと確信していた。サラスもそう思っていたのだろうね。

「ええ。我々のどちらかが負けたとき。あるいは——歩がセクハラをしたときの罰ゲームでしたね」

　ごくり。俺は唾つばを飲んだ。何な故ぜなら今、セラは『セクハラ』の四文字を強調したからだ。

「あ！　もしかして、相川がヤールギュレシュを選んだのって、やましい気持ちがあったからじゃ！」

　今日の友紀さんはいらないことを言い過ぎですよっ！

「いや、あれは純じゆん粋すいにスポーツを提案しただけで——」

『ジャッジは　ハルナ』

「え？　あー。有罪に決まってんじゃん。一○ポイント一○ポイント」

　常識でしょ？　とでも言いたげな表情でうどんをすすりながら淡たん々たんと述べたーっ！　俺への興味はうどん以下かよっ！







　次の日の放課後。夕暮れの静かな教室で、クラスメイトのメガネ男子、『織戸』の肩かたに両手を置きながら、俺は呼吸を止めて一秒、真剣な目をしていた。

「——という事情があったんだ」

「……話はよく分かったが、俺もある意味罰ゲームなんだが？」

　口くちの端はしを少しヒクヒクさせたツンツン頭の男は、ごもっともな意見を述べた。



















「そういうな。——頼たのむ。俺を助けると思って。執行しなければ殺されかねんのだ」

「いや、だからなんで俺が相川とキスをしなくちゃなら——」

　納得出来ないのは当然だ。だから俺は織戸の言葉を遮さえぎるように——

「すまん」俺はそう一言囁ささやいて、そっと織戸の気持ち悪い唇くちびるを奪った。

　だばだーだーばーだばだーだばだー。

　お目付役の友紀が顔を真っ赤に染めて見届けているのを確認した俺は、ぐりぐりと制服の袖そでで口を拭ぬぐった。織戸はぽっと頰ほおを染める。

「こ、心までは奪われないんだからっ！」

　……キモイ。

　今回の教訓——セクハラかどうかは、女性が決める。




　　　　＊




「裁判長、証人を——」

　この話だと証人はサラスか……

「証人とっとと出てこいやー」

　ハルナのやる気が急降下している中、証人として椅い子すに座ったのは、陪ばい審しん員いんの——

「イヤだって言ったのに……相川が、俺のファーストキスを……」

　ツンツン頭にメガネの男だった。

「なんでお前なんだよっ！」

　俺の悲痛の叫さけびに、織戸は両手で顔を覆おおいながら呟つぶやく。

「今回キスされた当事者だからな」

「相川。お前本当に織戸と……」

　英国紳しん士しのようなアンダーソン君が、苦々しい顔で俺を見ている。

「まあ、そういう罰ゲームだったし。俺だってイヤだったよ。なんで織戸にもセクハラしたような感じになってるんだ？」

　頭を抱かかえた俺に、織戸は真しん剣けんな顔で——

「相川の唇は、嫌いやがっていなかった」

「虚きよ偽ぎの証言を止めろーっ！」

　俺の叫びは届かず、どん引きの空気が流れる。くそ、確かにサラスを召しよう喚かんするより、陪審員への受けが良いじゃねえか。『織戸とキス』という言葉は、俺が聞いても虫むし酸ずが走るからな。

「キモイわー」三原の嫌けん悪おオーラが半はん端ぱない。

「そもそも、どうしてそのような罰を受けるようになったのか、その過程にも注目して下さい」

『ヤールギュレシュを選せん択たくしたのは　どうして？』

　ユーに質問されてしまうと、噓うそも言えず——

「オイルでヌルヌルな美女二人の組くんず解ほぐれつが見たかったからです」

　ついに、自分の口から、セクハラの意図があったことを喋しやべってしまった。

「このように、彼はセクハラをするつもりだったことが分かります」

　ダンダン。

「これにて、一件落着っ！　弁護人の最終弁論は？」

　勝負あったと机を強く叩たたくハルナ。

「……いや、もう全部出し切っちまった」

　悔くやしそうにうなだれる友紀。一時は無罪を勝ち取れるかと期待した分だけ、落ち込んでいた。

「では、判決を——」

　満足げなハルナ。静まりかえる視し聴ちよう覚かく室。そんな中で——

「……待って下さい！」お下さげ髪がみの陪審員が、手を挙げる。

「平松」隣となりにいたアンダーソン君が驚おどろきながら名を呼んだ。

「……確かに……これまでの証しよう拠こを見る限り……ちょっとエッチかも……しれません……けど！　ここにいる皆みなさん……きっと……相川くんに……優しくされたことが……あると思うんです」

　一いつ生しよう懸けん命めいという言葉が似合う、平松の言葉。

「そうかなー」三原は俺と織戸がキスをしたという話からずっとテンションが低い。

「あるわけないじゃん！　キモイだけだし」

　ダンダン。ダンダン。ハルナが声を上げる。

『私は　ある』

　ユーのそのメモで、また視聴覚室は静まりかえった。皆みんなが何かを思い返すように、複雑な表情をしている。

「ようし、最終弁論だっ！　オレは平松妙子を証人として、攻こう撃げき表示で召喚するぜっ！」

「こ……攻撃……するんですか？」

　証言者用の椅子に座らされた平松は、ずっと目を伏ふせていた。

「で、相川がどんなことをしたんだ？」

　友紀はもう裁判がどうとかじゃなく、ただ平松の話を聞きたそうだった。

「えっと……あれは……つい先日なんですけど……」

　話を始める平松を、セラは不敵に微笑みながら見ていた。

　なんだ？　この余よ裕ゆうの表情は？




























　雨が降っていた。

　土砂降りの雨が。

　少年は一人、傘かさも差さずに佇たたずんでいた。雨が通り過ぎるのを待つカエルのように、あるいはカタツムリのように——

　傘をどこへやったのか、何な故ぜ佇んでいるのか、それは分からなかった。

　ただただ少年は一人、その場に立ち尽くしていた。いや、あるいはうずくまっていたかもしれない。

　雨がカーテンのように、あるいはモザイクのように、少年を隠かくしていた。

　分からない。——そこがどこなのか、少年が誰だれなのか、俺には分からない。

　そんな少年の前に、少女が一人現れた。あるいは少年だったのかも知れない。

「傘——貸し——げる」

　雨音は声さえも搔かき消けしていたが、傘を貸してくれることだけは分かった。

　なんて優しい少女だろう——いや、少女なのか少年なのか——分からない。雨のせいで何も分からない。

　ただ一つ分かったのは、その子が白い歯を見せて笑っていたことだけだった。

　モヤモヤとしたまま俺は——

　目を覚ました。

　昼休みの訪れを告げるチャイムが鳴なり響ひびいている。

　全く、なんてセンチメンタルで辛しん気きくさい夢だ。曖あい昧まい過ぎてイライラしてくる。

　今日は十二月十五日。土砂降りの雨が降る素敵な日——のはずだったのに。

　誰やねん、あの少年。あー、イライラする。ざーっと雨あま粒つぶが教室の窓に突とつ撃げきしている音すら鬱うつ陶とうしくなってきたので、俺は今見たばかりの夢を払はらいのけるように頭を振ふった。

　さて——織戸が主しゆ宰さいした合コンから数日経った。

　俺はユーから聞いた最強の魔ま装そう少女である『クリス』を倒たおせるという伝説のスーパー冥めい界かい人とコンタクトを取りたくて、学校で唯ゆい一いつ冥界人を知っているアンダーソン君に話を聞こうとしていた。

　……スーパー冥界人なのかどうかは、まだ知らないけど。

　アンダーソン君以外に、この学校に冥界人がいるのかもしれないけど。

　しかし、あの合コン以来、イケメン紳士、アンダーソン君の周りには絶えず女子が取り囲んでいて、学校では内気なゾンビである俺には声を掛かける隙すきなど微み塵じんもなかった。

　これがハルナや友紀だったら、「ジャニーズファンかお前は」なんて言いながら体を押し除のけるんだが、そんなことを出来る訳もない。

　ということで、三時間目の終わりに、友紀を通して伝言を頼たのんだんだ。

「トモノリ、アンダーソン君と話がしたいんだけどさ、どうも近寄り難くて——だから俺が会いたがってるってお前から言ってくれないか？　ほら、お前同じクラスだろ？」

　てな感じにな。

　友紀とアンダーソン君は同じクラス。隣のクラスである俺より、女子が群がらない授業終わりのすぐを狙ねらえるはずだ。

「おう！　分かったぜ！　あとトモノリ言うなっ！」

　なんて男気溢あふれる二つ返事で、頼もしい敬礼まで見せたトモノリだったが——

「おーっす相川～。来たぜーっ！」

　昼休みにやってきたのは、友紀一人だけだった。

「伝えてきたぜ！」

「ほう。——で、アンダーソン君は？」

　俺は少し怒いかり気味に聞いたのだが、全然気にした様子もなく、

「俺も愛してる——ってさ」

　男気溢れる親指立てを見せやがった。

『——ってさ』じゃねえよっ！　どういうことだよ！　お前はアンダーソン君に何をどう伝えたんだ！　全く——キュンってきちまうじゃねえか！

　俺は今猛もう烈れつに、アホの友紀に伝言を頼んだことを後こう悔かいしていた。

「ところで相川ー、午後の予習しようぜ！」

「分かったよ。飯食ったらな」

　頭を抱かかえていた俺を、きょとんとした表情で友紀が見下ろしていた。絶望している俺の姿を見て、自分のふがいなさに気づかせる作戦、失敗。

「お前、どうせ四時間目寝ねちまって伝言忘れたんだろ？」

「え？　ああ、うん。ほら、なんか——こういう雨のときってさ、無性に眠ねむくならねえか？」

　まあ、俺も寝てたクチだが——

「んで、なんか変な夢みたりしてさ。オレ、なんか万年筆を掲かかげてヒーローになってる夢だったんだぜ！」

　ほう。友紀も変な夢を見たのか。俺みたいに——もしかしたら、この雨は幻げん想そうを見せるイヤらしい能力でも秘められてるのかもな。

「夢ってさ、自分が経験したことを合体させたり、未来の自分を見たり、楽しいモノが多いんだけどさ——嫌いやな天気の時は大たい抵てい嫌な夢を見たりするもんだぜ」

　さっき見たモヤモヤのウザい夢がフィードバックする。友紀も同じような体験をしたってことか——

「分かったよ。今回は許してやる」

　過去の自分。未来の自分。入り交じった幻想。

　俺が見たモノは——どれだったのだろうか？

　窓に目をやると……雨はまだ止む様子はなく、激しく窓を叩たたいていた。







　友紀が作った弁当をさっさと平らげ、俺たちは机に百人一首のかるたを並べる。

　ウチの学園では、年の最後を締しめくくる、全校生徒での百人一首大会があるそうだ。

　やるなら正月にでもやれと言いたいが、まあ学校側にもプランってものがあるのだろう。

　別に俺はこんな行事、どうでもよかったのだが、友紀がやけにやる気を見せていたので三日前から仕方なく付き合っているのだ。

　俺は上の句の束を持って立ち上がり、友紀が俺の席に座る。

　三日も続けていれば、まあ上の句だけで下の句は読まなくても良いだろう。高校生なんだから。

「秋の田のー、かりほの庵いほの、とまをあらみ」

　順番に、まず一つ目の上の句を読み上げる。

「………………」

　一個目から覚えてねえ！　こいつ、三日間何をしてきたんだ！

「はい！　我が衣手は露つゆにぬれつつ」

　織戸に取られ、友紀は「あ」と小さく声を出した。

「オレが取ろうとしてたのにぃ、邪じや魔ますんなよ～」

　むすっとした表情で、友紀は前の席に座る得意満面の織戸を睨にらむ。続いて二個目の句。

「春過ぎてー、夏来にけらし、白しろ妙たえの～」

　今度は空気を読んだのか、織戸は分かってもニヤニヤした表情で友紀を見ていた。

　友紀は一通り見み渡わたして、真しん剣けんな目で俺を見上げる。

「………………分度器使って良い？」

　どこの角度が気になんのっ？　何にどう使うの？　むしろ興味があるわっ！

「使ってどうにかなるなら使えよ」

「……衣干すてふ……天の香か具ぐ山やま」

　天使が呟つぶやいたかのような美しい声が聞こえ、俺はその声に導かれるようにして顔を横に向ける。そこにはお下さげ髪がみの少女が微び笑しようを浮うかべていた。

　平松妙子。学年トップの成績を誇ほこる、超ちよう高校級優等生だ。

「はい！　はいはいはいはい！　取れたぜ相川！　見てくれ！　なっ！」

「いや、トモノリよ。今のはカンニングではないだろうか？」

　織戸がポンと友紀の肩かたを叩く。

「あー、オレ百人一首向いてねえのかなー」

「平松、確かお前、百人一首得意だったよな」

「ああ、そうだ。平松は中学時代、百人一首の全国大会で六〇〇〇枚連続取得という記録をたたき出して、かるた界を震しん撼かんさせたんだよ」

　織戸、お前には聞いてない。と言う前に全部言い切りやがった。

「へえ、そりゃ凄すごい」

「……そんな……別に……そんなこと……」

　バタバタと手を横に振って否定する平松の言葉を、織戸が「いやいや」と区切る。

「全国大会で一枚も取らせず勝つなんざ、平松にしか出来ねえよ」

「なんかコツとかないのか～？」

　両手を頭の後ろで組んだ友紀が、俺の椅い子すを傾かたむける。

「……うーん……勝つだけでいいなら……」

「何かあるのかっ！　クイーン必勝の策がっ！　伝授してくれよ～」

「やけに必死だなトモノリ。何かあったのか？」

　どうせアホな理由が——

「何故優勝したいかって？　そこに大会があるからだぜっ！」

　どうせアホな理由だった——っ！　カッコイイと思ってる顔が憎にくたらしい——っ！

「上の句の最初の五文字と……下の句の最後の五文字を覚える……とか」

「おおーっ！　すげーぜ！　それだと覚える量が半分——いや、三五割で済むぜ！」

　三割五分って言いたかったんだろうな。どういう計算をしたのかも分からないが。

　ということで、平松の指導の下、猛もう特とつ訓くんが始まった。

　三○分の時間をかけて、友紀はついに——

「後ご鳥と羽ば院いんの句をマスターしたぜっ！」

「一つだけか。まあ、友紀にしては上出来だ」

「なんでその句なんだ？」

　と織戸に聞かれ、友紀は当然だと言いたげな表情で——

「オーラバトラーに居そうだったからだぜ！」

　と意味不明な言葉を残した。

　平松も俺もぽかんとしていたので、不ふ穏おんな空気を感じ取った友紀は、

「い、いざっ！　会場へっ！」

　立ち上がり、びしっと窓の外を指す。

　雨でよく見えなかったが、指された先は体育館だったのだろうな。

　始業チャイムが鳴りそうだったので、俺たちは体育館へと向かう。

　雨音がうるさい屋根の渡わたり廊ろう下かを抜ぬけて、生徒達が体育館に入っていく。雨を避よけるため、ゾロゾロとアリがえさでも運ぶように、みんなこの渡り廊下を進んでいるのだ。

　そんな中、ふと足を止める人間がいた。

　お下げ髪の少女が、憂うれいを帯びた瞳ひとみを空へ向けている。

「どうかしたのか？　平松」

　その、なんとも可か憐れんな少女の姿に、ついつい声を掛けてしまった。学校では内気な高校生なのだが。

「あ……相川くん……よく降るなぁ……って」

　ぼーっとしていると言うより、何か思いを馳はせている。そんな気がしたが、深く聞く気にもなれなかった。

　全校生徒が一堂に会した体育館。クラス毎に整列して、校長の有り難いお言葉を賜たまわったあと、ついに百人一首大会が開幕する。

　優勝者はボールペンが貰もらえるそうだ。やる気なくすわー。せめて金きん一いつ封ぷうとか——

　織戸と同じ班になった俺は、並べられた百人一首かるたを前に正座していた。

「では第一試合を開始します」

　マイクから声が聞こえる。それは、聞き覚えのあるイケメンボイスだった。

　顔を向けると、そこにはアンダーソン君と三原がいた。教師にまじって、生徒会の人間でもないのに——

「何な故ぜ、あの二人があそこに——」

「ああ、実行委員なんだよ。百人一首大会の」

　これはチャンスかもしれない。今日中にもアンダーソン君とは話をつけたかった。そりゃあそのうち、話す機会があるかもしれない。これは、その最初のチャンスなんだ。

　優勝して、優勝賞品を受け取るついでに、あとで話があるとアンダーソン君に伝える。完かん璧ぺきだ。素晴らしい計画だ！　やる気の起きない百人一首大会にやる気が充みち満ちてきたぜ！

「これやこのー」

　アンダーソン君の声に合わせて、俺はパンと手を床ゆかに付ける。

「逢おう坂さかの関……蟬せみ丸まるだ」

　蟬丸が、俺の一番好きな一句だった。これだけは、誰だれにも譲ゆずれないね。

　俺が速そつ攻こうで一つ取ったことで、同じ班の面々は驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

　その表情から「こいつ……出来る……」と心の声が五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染みわたる。

　この快感——たまらねえぜ！

　こうして第一回戦は、俺と織戸の圧勝だった。

　俺と織戸の武器は、元々覚えていた三○の俳句と、平松の方法で最初と最後だけ覚えた俳句二○首。二人合わせれば、一〇〇だ。まあ、全て取れる訳ではないが、一いつ般ぱん的な高校生に比べれば優勢だろう。——必死に全部覚えた奴やつらには悪いがな。

　第二回戦、第三回戦、第四回戦。順調に勝ち進んできた俺たちだったが——

　準決勝で一つの壁かべにぶち当たる。

「やあ、マイダーリン。調子はどうだ？」

　吸血忍にん者じや、サラス。見ての通り容よう姿し端たん麗れい成績優秀文武両道無敵艦かん隊たい。

　一年先せん輩ぱいの彼女だが、全校生徒が集うこの場では、上級生と当たることも不思議ではない。出来れば、こいつとは当たりたくなかった。——絶対強いことは簡単に予想できる。

　長い黒くろ髪かみをはらりと払はらい、腰こしに手を当てて仁王立ちした少女が一人。長身ですらりと伸のびたおみ足が座る俺の前に堂々とある。

「……なんで、立ってるんすか？」

「貴様を見下すためだよ。クソダーリンよ」

　自信たっぷりな表情で腕うでを組み、俺を見下ろすサラス。

「つくばねのー」

　アンダーソン君の声が聞こえ、サラスの黒ストッキングに包まれた長くキレイな足が差し出される。——ふわっと動くスカート。

「だ、ダメだ相川——俺は、ここまでのようだ」

　織戸は、すでに百人一首のかるたを見ることが敵かなわなかった。

　見えそうで見えないスカートの中身が気になって、顔が上を向いたままなのだ。

　なんという魔ま性しようの作戦だ！　男なら見えそうなスカートを覗のぞきたくなるのは必然。

　俺ですら、気になって仕方がないのだ。

　スケベ心の塊かたまりである織戸が再起不能に陥おちいってもおかしくはないだろう。

　周りにいた男子達はもうサラスの太もも辺りで揺ゆれるスカートに釘くぎ付づけになっていた。

「目を覚ますんだ織戸！　スカートの中を覗けても、ストッキングでパンツなんか見えないだろっ！」

　俺の声に、織戸はカッと目を見開いた。そして、俺の頰ほおをビンタする。

「バカ野や郎ろうっ！　相川っ！　ストッキングじゃねえっ！　パンティストッキングだっ！」

　えー、そこー？　そこで怒おこるのー？　こいつは当てにならんか。

「見たければ見るが良い。だが——勝利は頂いていく」

　くそっ！　このサバサバした性格のせいもあって、男子達は有り難く下からのアングルを楽しんでいた。

　くそっ！　くそっ！　くそっ！　俺も見たいっ！　見たいに決まってるっ！

　欲よく望ぼうのままに、少し顔を上げようとしたら、思いっきり後頭部を踏ふまれた。

「あの——見せてくれるんじゃ——」

「クソリンには見せられんな」

　ちょっと版権に引っかかりそうな略し方するな。クソダーリンで良いから。

「なんでだよ」

「……恥はずかしいからに——決まってるだろうよ」

　ぽっと白い頰にピンク色が混じる。このツンデレめ。

　サラスにずっと頭を踏まれたまま、次々と札を取っていく。

　早く足を除けろよ。いつまで乗せてるつもりなんだこいつは——

　織戸はスカートの中を覗きながら札を取っていた。それが出来るのは、広いエロ視野を持つ彼にしかできなかったのだろう。他の男子とは一味違う変態——それが織戸。

　俺と織戸が、勝ち残ったのだ。

　サラスは俺を踏みつけていたせいで、全然取れなかったようだ。

「む——」とサラスがこもった声を出した。

　俺は足を押しのけ、立ち上がる。

「残念だが、俺の勝ちだな」

「ああ、完敗だ。私は終わっていたことすら気づかなかった」

「どういうことだ？」

「ゴミダーリンが突つきだしたヒップラインに見とれているうちに、制限時間がなくなっていたということだよ」

　確かに俺は、四よつん這ばいになってケツを突きだしていたが——

「それを見られただけで、私は本望だ——ではな、勝てよ。——ダーリン」

　くるりと振ふり返かえって、去っていく。ストレートの長い黒髪が揺れるのを見て、俺は、やっぱりストッキングを——パンティストッキングを覗いておくべきだったと思った。

「いよいよ次は決勝だな。相手は——」

　平松と——友紀っ！

　友紀だとっ？　バカなっ！　九十九番後鳥羽院しか覚えていないはずの友紀が何故決勝にっ！

「まさかの全員一年生という決勝戦。さあ、勝つのは誰だ？」

　アンダーソン君の声が体育館に響ひびき、負けた生徒達が沸わく。負けてしまった生徒たちも百人一首を続けていた。まあ、暇ひまだったのだろう。

　目の前に正座するお下さげ髪がみの少女を見つめる。俺たちがここまでこられたのは平松のおかげだ。

　だが、だからこそ——俺は平松を倒たおす。そして、アンダーソン君と話をつける！

　ちょうど目の前に蟬丸がある。これは神が俺に「勝て」と言っているんだろう。

　アンダーソン君が、決勝戦最初の句を詠よむ。

「これ——」

「はい……」パン。

　あ、俺の蟬丸が——

「由ゆ良ら——」

「はい……」パン。

　………………速ええええっ！　二文字で確定ですかっ！　ただ百人一首を暗記しているだけではない。場にある全ての札を一いつ瞬しゆんで記き憶おくし、全てを把は握あくしているんだ。

　勝てる訳が——ない。

「ユキちゃん」

　だーん。平松の声に続いて、ハエを叩たたくように友紀が床を叩いた。

「よっしゃあとったーっ！　次これがいいぜ！」

「うん……わかったよ」

　そうか。平松は優しいから、友紀に合図を送ってるんだ。目の前にある札を友紀は取りたい。それが詠まれたときに、平松が名前を呼ぶ。そうやって押し上げて、決勝まで上がってきたんだ。

「汚きたねえぞトモノリ！　男らしくない！　それは男らしくないわーっ！」

　織戸の猛もう抗こう議ぎに友紀はむーっと口を突き出だして——

「男じゃねえからっ！」

　次々と、蹂じゆう躙りんされ続ける領地。俺の目の前にあった札はすでになくなってしまった。

　何か手を打たなければと考えるが、何も出来ない。

　二文字だけで判断する平松に、俺も織戸も太た刀ち打ちできるわけもなく、惨ざん敗ぱい。

　そのまま友紀が優勝した。

「おい実行委員っ！」

　涙なみだを流しながら、織戸が声を荒あららげた。

「何か？」アンダーソン君が不ふ審しん者に向けて発するような声で答える。

「こんな燃えない決勝で満足出来るかっ！　別のかるたで勝負にしてくれ！」

「えー、じゃあアニメの名言かるたで良い？」

　もう一人の実行委員、三原が面めん倒どう臭くさそうな声で答える。

「それだ！　平松はアニメに詳くわしくなさそうだからな！」

「おお！　それは楽しそうだぜ！」

　友紀も織戸も興奮状態に。

「良いのか？　平松」

　俺は申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいになっていたので平松に声を掛かける。

「うん……全然……構わないよ」

　平松は優しいな。なんかこう、何でも許してくれそうな、聖母のようだ。

　ということで、百人一首は片付けられた。その代わりに、アニメの名言が書かれたかるたが一〇〇枚、目の前に広がっている。

　ルールは百人一首の時と少し変わって、上の句も下の句もない。今、目の前にある札の文章をそのままアンダーソン君が読み上げて、それを探すという趣しゆ向こうだ。

　俺たちはまあアニメの名言をそこそこ知っている。平松は言葉を聞いて、その言葉を探さなければならない。

　これで、ちょうど良いハンデになるだろう。

　あっ！　今アンダーソン君と話をする機会だったんじゃないだろうか？　すっかり忘れていた。でももう始まってしまう。——これはしょうがない。

　一つ目の名言——

「この戦争が終わったら……俺、結けつ婚こんするんだ」

　アンダーソン君はがっつり感情移入してセリフを言っていた。

　えーっと、この戦争——この戦争——

「はい」パン。

　見つけることは出来たが、平松に先を越こされてしまった。

　二つ目——

「犯罪者がいるかもしれないのに一いつ緒しよにいられるか！　俺は自分の部屋に戻もどるぞ」

　犯罪者——犯罪者——

「よっしゃあっ！　ゲットゲット～っ！」

　おお、友紀が平松より先に取った。行ける！　これは行けるぞっ！

「ちょっと２ちゃんねる見てからテスト勉強しようかな」

「貰もらったーっ！」

　まさかの友紀二連続。って——さっきからなんで死亡フラグのセリフしかないんだよ！　名言だって言ってたのに！

「魔ま王おう様が出るまでもありません。ここは私が——」

　アンダーソン君の声を聞いて、織戸のメガネがきらりと光る。

「はいーっ！」

　勢いよくかるたを飛ばす織戸。カッコイイのはわかるけど飛ばしすぎだろ！　ほら、半分以上吹ふき飛とんでしまったじゃねえか。

　全く、困った奴やつだ。飛んでいった札を織戸と俺が急いで集める。

「ここは俺に任せて早く逃にげろっ！　なあに、すぐに追いつくさ」

　始まってしまったのでちゃんと並べる時間はなかった。

「……あ……はい」

　なのに平松に取られたーっ！

　少しでも悩なやんでしまうと、平松が取ってしまう。

　だが、それでも友紀や織戸に比べて、圧あつ倒とう的てきに平松の札数は少なかった。

「ふう」と平松は一つ溜ため息いきを吐つく。そして——しゅるっと衣きぬ擦ずれの音がして、セーラー服がはだけられる。平松の柔やわらかな胸の谷間が見えるほどに。

　——本気モードって奴か？

　少しでも前まえ屈かがみになると、ブラが見える。見ちゃいけないっ！　水色のブラジャーを見ちゃいけないっ！

「こ——」

「はい」パン。

「た——」

「はい」パン。

　一文字だけで取っていく平松。目の前は平松のテリトリーと化したようだ。

「ついに——このときが来たか」

　織戸のメガネが光ひかり輝かがやく。

「どういうことだ？」

「この残り枚数——平松の絶対記憶領域に入ったってことだ」

　絶対記憶領域……なんだか格好良いけどイマイチ意味がわからない。

　つまりこういうことだろう。

　残り全ての札は、すでに平松の手中にある。

　それだけではない。セーラー服を少し解いたことにより、俺と織戸はもう、平松の胸元をガン見していた。お下げ髪がまた良いアクセントになり、その興奮度は計り知れないモノになっている。

　相手の動きを止め、さらにスピードを上げる本気モード。

　ダメだ——このままじゃダメだ。俺は邪じや念ねんを振り払はらうように首を振った。

　どうすればいい？　俺は一枚も取れないのか？　何か手はないのか？　何か——

「暴れるモンスターあればとことんぶちのめし」

　こ、これは——わかる。でも——あれ？　平松が探している？　いや困こん惑わくしている。

　どういうことだ？　この札はこの場にはないのか？

　この場にない——その言葉に、俺ははっと口を開いた。

　さっき、織戸が半分以上吹き飛ばすように札を取っていた。

　あのとき、一枚行方ゆくえ不明になっていたとしたら——

　俺は、顔を横に向ける。

　ある。一枚だけ、織戸の足下に——それは、ある！

「輝くお宝あれば無理矢理独ひとり占じめ、大だい胆たん不ふ敵てき電光石火」

　俺はきょろきょろとツンツン頭を動かして札を探す織戸を突き飛ばした。

「のわっ！　相川何しやがる！」なんて言葉は無視。

　いっけえっ！　俺は倒れ込む勢いで右手を伸のばす。

　平松も気づいたようで、飛び込むように手を伸ばした。

「勝利は——私のためにある！」

　パン。俺の手に、平松の白い手が触ふれていた。

　冷え性なのだろうか、冷たく、すべすべした手だ。

　そう——平松の手は、俺の手ての甲こうに重ねられていた。

　たった一枚。たった一枚だったが、俺は激しくガッツポーズを取った。







　こうして、百人一首大会は幕を閉じた。

　結果は友紀の優勝。恐おそらく平松は最初から、友紀を優勝させるつもりだったのだろう。

　優勝賞品のボールペンを嬉うれしそうに受け取った友紀に、盛大な拍はく手しゆが送られた。

　結局俺はアンダーソン君と話が出来ず、とぼとぼと体育館から自分の教室へ向かう渡わたり廊ろう下かを歩く。

　雨は——まだやむ気配がない。

　一体、いつまで降り続けるのだろうか？　イライラさせてくれる。

　ふと見ると、一人の少女が雨空を見上げていた。

　憂うれいを帯びた目で、雲しか見えない空をずっと——

「どうかしたのか？　平松」

　俺はその少女に声を掛けた。

　セーラー服を正し、いつもの清せい楚そな雰ふん囲い気きに戻った平松は、「お疲つかれ様さま……相川くん」と優しい声で返す。

「なんで、お前は友紀を優勝させたんだ？　平松だったら、あそこから逆転優勝も簡単にできただろう？」

「優勝……したがってたし……なんかね……正夢を見たんだって……可愛くて……なんとかしてあげたいな……って」

　正夢？　昼休みに友紀が言っていたな。万年筆を持ってヒーローになる夢を見たって。そうか。友紀が見た夢は自分の未来だったんだな。いや——自分の未来にするために頑がん張ばったんだ。あいつらしいよ。

「まあ、あいつは慌あわてて走り回るアホ犬みたいな奴だからな。俺もあいつのために何かしてやりたいと感じるときがあるよ」

「ふふ……そう……かも」

「でも、初めてだな」

「……ん？」

「俺が平松の先を越せたの。ほら、さっきの決勝戦でさ」

　平松は俯うつむいて、ふるふると首を横に振ふる。

「……二回目……だよ」

「え？　いやいや、俺なんか、優等生の平松より先に何かしたことなんてないって」

「ちょうど……こんな雨の日……」

　平松はまた、憂いを帯びた目で空を見上げた。

「私が……初めて相川くんに出会った日……」

　初めて？　どうだったかな。クラスメイトだし何度か顔を合わせてはいるだろうけど。

「小学校……五年生のときにね……私……下校途と中ちゆうで捨てられている子犬を発見したの」

　その言葉を聞いたとき、何かモヤモヤした映像が脳のう裏りに浮うかんだ。

　それは、昼休み前に見た——あの腹立たしい曖あい昧まいな夢。

　その夢の中にいた少年の隣となりに、捨てられた子犬の入った、濡ぬれて変色した段ボールがあったことが、うっすらと浮かんできた。

　そうか、あの少年は少女で、平松だったのか。

「私の家……犬なんか飼えないし……でもせめて……傘かさだけでも貸してあげようと思ったんだけど……」

　やっぱりそうだ。あの夢は、平松が子犬に傘を貸して濡れていたところの夢なんだろう。

　いやあ、モヤモヤが解けてよかったよかった。

「私……濡れるのがイヤで……そのまま家に帰っちゃったの」

　あれ？　てっきり優しい平松が傘を子犬に貸してしまって濡れていたところに俺がやってきて傘を貸したんだと思ったんだが——違うのか？

「でもね……やっぱり気になって……せめて場所だけでも移してあげようって……もう一本傘を持って……急いで戻ったの……そしたら……そこに相川くんがいて……」

　夢の中に掛かかっていた霧きりが——晴れた。

　そうだ、あの少年は——俺だ。俺が佇たたずんでいたんだ。



















　でも、そんなことあったかな？　全然覚えていない。

「相川くん……自分が濡れるのも気にしないで……その子犬に傘をあげてたんだ……それを見たとき私……ああ……なんて凄すごい人なんだろう……って思って」

「いやあ、すまんが全然記き憶おくにないわ。そんなことあったかなー？」

「相川くん……優しいから……きっと……同じようなことを何度もしてるだろうし……そのせいで……忘れているだけじゃないかな？」

　どうだろう？　イマイチ、ピンと来ない。俺は首を捻ひねって必死に思い出そうとしたが、思い出すのはあの夢のことだけだ。

「だから……先を越されたのは今日が二回目だよ……」

「——そのとき、平松は俺に傘を貸してくれた？」

　そうだ。あのときの少年が俺で、そこが平松と出会った場所ならば——

「うん……」と平松は頷うなずいた。そして、言葉を続ける。

「私ね……その日から……ずっと……相川くんのこと……見てた」

　人と目を合わせて話すのが苦手な少女は、少し頰ほおを染めて、そこで一度言葉を切った。

　そして、視線を俺の目にちゃんと合わせて——言った。

「私……相川くんに……ずっと憧あこがれてた……」

　心臓がどくんと大きく脈打った。なんだか照れくさくて、嬉しくて、気持ちの良い何かが全身を駆かけ巡めぐる。

「……私も相川くんみたいに……誰かのために出来ることをしよう……そう思えたの」

　そこまでちゃんと話してくれても、まだ俺は思い出せないでいた。そのとき何を話したのか、そのあとどうしたのか、傘はちゃんと平松に返したのか——

　俺の表情から俺の思いをくみ取った平松が言う。

「私……記憶力には自信あるんだよ？」

　そのとき初めて、俺は白い歯を見せて楽しそうに笑う平松を見た。

　いや、それは、夢の中の少女と同じ。

　つまり——二度目だったのだ。




　　　　＊




「なんて……冗じよう談だん言って……引っ張ってくれたり……こんな風に……相川くんは……優しい人なんです……みんなにも……そういうことがあったと思うんです」

「その話で、状じよう況きようが覆くつがえると思ったのですか？　片腹痛いですね」

　やれやれそんなことかと首を横に振るセラ。

「セクハラ要素がふんだんに入ってるじゃねえか！」とツッコミを入れる織戸。

「そうだ！　ふざけんなっ！」アホ毛をピコピコさせたハルナ。

「え？　……あれ？」

　平松の思ったような展開ではなかったのだろう。

「まあ、でも……ちょっと見直したかも」

　おお、三原陪ばい審しん員いんが俺を評価してくれた！　ユーもその言葉に頷いている。これは、無罪を勝ち取れるんじゃないか？

『そろそろ判決を』

　陪審員達がカチャカチャと音を立ててなにやら二枚の札を用意する。

「有罪だと思う方は赤を、無罪だと思う方は青を上げて下さい」

　ユー、青。無罪。

　アンダーソン君、青。無罪。

　三原、赤。有罪。

　平松、青。無罪。

　この時点で、俺の無罪は決定していたようなもので、ほっと胸を撫なで下おろしていた。だが——なんだ？　何な故ぜセラはまだ余よ裕ゆうの顔をしていられるんだ？　ちらりと視線を向けた先——そこにいた織戸は、まだ札をあげていなかった。

「さて——女性の皆みなさん」織戸は真しん剣けんな表情でメガネを人差し指で押し上げた。

「確かに、相川はセクハラと呼ばれる行こう為いを続けて来た。だが、それは女性の視点から見た話で、相川はそういうつもりはなかったと思われます」

　おお！　良いぞ織戸！　もっと言ってやれ。

「気になるあの子にちょっかいを出したい男子高校生の気持ちは、少しわかる」

　アンダーソン君の援えん護ごも入る。俺はここぞとばかりに両手を広げて言った。

「そうだ——あれは、俺の愛情表現なんだよ！」

　俺の回答で、赤を出す織戸。あれ？　擁よう護ごに回ったんじゃないのか？

「その証しよう拠こに——俺はあのキスの時以外で——一度たりとも相川に優しくして貰もらったことはない！　あのときほど相川の愛情を感じたことはなかった！」

　こいつホンマにキモイわー。そのセリフで、視し聴ちよう覚かく室に電でん撃げきのようなものが走った。

「——これは、セクハラどころの騒さわぎではありませんね」

　セラが溜ため息いき混じりに言う。

「うわあ、……男でも女でも何でもいいんだ」

　ぼそりと三原が呟つぶやいた。え？　いや違う。何この流れ。

　話を変えないと。

「そうだ、さっきの百人一首の話で思い出したが、俺、アンダーソン君に話があるんだけど」

「まさか……告白っ！」

　アンダーソン君が赤面しながら驚きよう愕がくの声を上げる。

「へ、変態だ——っ！　やっぱり変態だったんだ——っ！」

　ハルナが喚わめき散らす。そして、織戸がしてやったりとほくそ笑む。

　やられた——織戸は、俺にホモ疑ぎ惑わくを上乗せしてきやがったんだ。

　参ったな。俺はただ、最強の冥めい界かい人とやらを紹しよう介かいして欲しいだけなんだけど。

「これは——後日もう一度裁判が必要ですね」

　セラの冷めた目つきが突つき刺ささった。

「いや、俺はただアンダーソン君に人を紹介して欲しくて——」

「いや、すまない相川——さすがの俺も——その筋の人は」

「ＨＧ的な人を紹介してほしいわけじゃねえよ！」

「裁判長、相川歩ハードゲイ裁判を」

「違うって！　話聞けよお前ら！」

『黙もく秘ひ権けんが　ある』

　もう聞きたくない。そんな思いが、重い。違うんだユー。そんな目で見ないで。

　そして——青だったアンダーソン君まで赤に変えてしまう。

　友紀もこれには反論できずにいた。

　織戸の野や郎ろうのせいで——戦局が悪化した。なんて憎にくたらしい笑顔をしてやがるんだこいつは。くそ、最初から仕組まれた裁判だったんだな。セラがやけに余裕の表情をしていたのは、知っていたからだ。この——必殺の一いち撃げきを。

　ダンダン。一際強く机を叩たたくハルナ。

「判決を言い渡わたす！」

　重苦しい空気を払はらおうと、俺は苦笑いしながら——

「半ケツってなんだかいやらしい感じだよな」

「うわっ！　またセクハラだ！」

　三原が顔を引きつらせた。

　しまった。もう少し言葉を選ぶべきだったな。

「被ひ告こく人にんは、キモイっ！　よって有罪だっ！」

　なんと率直な。

「刑けい罰ばつは？」

「創作ダンスを、秋葉原の駅前で踊おどる」

　れっきとした死し刑けい宣告キタ————っ！

「アニメのエンディングとかに使えそうな刑だな」

「誰も得しねえよ！　それだけは勘かん弁べんして下さい！　それだけは勘弁して下さいっ！」

「往おう生じよう際ぎわが気持ち悪いですね」

「それ以外なら何でも甘んじて受けるから——」

「えー、じゃあなんかある？」

「今あるのは……沸ふつ騰とうしたてのポットとメガネ、あとは——」

　何のために？　ねえ何のために？

「日本刀ならありますが」

　やっぱり死刑にする気満々かよっ！

「じゃあ、切腹か、メガネで太陽光を一点に集めて目を焼くか、熱湯をぶっかけるかの三さん択たくになるな」

　ゾンビな俺としては、切腹が一番楽なんだが、同級生には出来る限り自分がゾンビであることを知られたくない。

「選んで下さい」

「じゃあ——熱湯で」

「熱湯を頭からぶっかける刑！」

「何秒間だよ」

「今回……胸、乳という言葉を検けん索さくに掛けた結果、五五個ヒットしたことから、五五分間ですね」

「拷ごう問もん過ぎるだろっ！　秒にしろよ！　ポットにとっても苦行だよ！」

「ていう流れになることは予想済みだ！　ということで隣となりの部屋へゴーっ！」

　テンションを上げたハルナに連れられて、隣の部屋へ。そこには椅い子すが一つぽつんと置いてあって、そこに俺が座ると、頭上にはなにやら風船じみたものが。なにやら縄なわが伸のびている。

「はい、この縄を切り落とせば風船が割れて熱湯が降り注ぎます」

　なるほど、そこで日本刀を使うのか。

「誰が切りますか？」

　はいはいはいはい。セラの言葉にみんながこぞって手を挙げる。

「——ユーか、平松で」

『私には　出来ない』

「私も……」

「オレは？　なあ？　オレは？　こういう夫の不始末は、嫁であるオレが処理するべきだと思うぜ」

「いや、別にお前を嫁だと思ってないし、平松かユーで——」

「うわ——やっぱり男にしか興味ないんだ」

　三原と織戸がヒソヒソと話しながら俺を蔑さげすんでいた。

「じゃあもう嫁でいいよ！　そのかわり平松と友紀でやってくれ！」

「……え……でも……」

「頼む、平松。察してくれ。アホの友紀だけじゃあ、心こころ許もとないんだ」

「え？　じゃあ平松も嫁ってことか？」

「ああ、もうそれで良いよ！　どちらも嫁だよっ！」

「相川……くん……」

　もう流れに任せて適当なことを言ってしまった。セラやユーなんかは、俺が何も考えずに言ってしまったことを理解してくれているようだが——

「あの……私……恥ずか……」

　平松はマジに受け取ってしまったのか、赤くなった両頰を手で覆っていた。

「いいじゃんいいじゃん！　一緒にやろうぜ！　平松！」

　罰ばつを下したくてしょうがない友紀に手を引かれ、しょうがないと言った表情の平松が、日本刀を持つ。初めて握にぎったのだろう、白い手は震ふるえていた。

「なんか……結けつ婚こん式しきみたいだな」

「そう……かな？」

　震える平松の手を、友紀が優しく包むように持つ。

「大だい丈じよう夫ぶだから。オレが付いてるから——な？」

「……ユキちゃん」

「おいトモノリ、その言葉は俺に掛かけろよ。——平松、やってくれ。お前じゃないとダメなんだ」

　他の連中に任せたら、絶対なにやらいろんなオマケが付加されるだろう。どうせやられるんだったら、平松に——

「相川くん……よくわからないけど……わかったよ」

　平松の震えは止まっていた。真剣な表情のまま、ぎゅっと立派な日本刀を握りしめる。

　俺は手をヒザの上に。風船じみたものと椅子しかない部屋で俺は、切腹を言い渡された大名のように、神しん妙みような面持ちのまま目を閉じた。

　受け入れよう。セクハラをした事実を、そして——その罰を。

「刑けい期き、入刀っ！」

　おおよそ結婚式場でしか聞けない掛け声ごえに合わせて、友紀と平松は日本刀を振ふり下ろす。

　サク、ばっしゃー。

　熱っ、あっつ——————いっ！　思っていた六三倍ぐらいの熱い湯が俺の頭にぶっかけられる。

　氷を！　あのバラエティ番組で横に用意されてるような氷を！　誰だれか！

　悶もだえ苦しむ俺を、セラは嬉うれしそうな表情で見下ろしていた。

「これにて一件落着！」

　お前は江え戸ど町まち奉ぶ行ぎようか。と言いたくなるぐらい渋しぶい顔をして、アホ毛をピンと張はり詰つめた裁判長ハルナ。

　してやったりという顔をする織戸を睨にらみ付ける。織戸の野郎がいなければ、きっと大丈夫だったのに。そんな俺を見て、やっと終わったかと言いたげな表情のセラが、ふうと一つ息を吐く。

「やれやれ——では、次の案件へ」

　次の——だと？　どういう意味だという顔をしていたのは、俺だけじゃなかった。

「被告人は、そこのメガネのクズ野郎」

「え？　え————っ？　聞いてないよーっ！」

　楽しそうにアホ毛をピコピコさせるハルナに指を向けられ、織戸による十年前のダチョウ俱く楽ら部ぶかというぐらいの「聞いてないよー」が炸さく裂れつした。

「相川の裁判だけだと油断していたようだな」

　陪ばい審しん員いんには知しれ渡っていたのか、アンダーソン君がほくそ笑む。

「くそっ……そんなバカな……」

　がっくりと項うな垂だれた織戸。

　人を呪のろわば穴二つ。俺を陥おとしいれようとした織戸にも、不運が待ち受けていたのだ。

「にゃははははっ！　ざまあみるんだなっ！」

　腰こしに手を当てて、勝かち誇ほこるハルナ。

　本当に楽しそうだな。——他人の不幸が。

「ハルナ。このクソの次はあなたですよ？」

「え？」セラの言葉に、ハルナはまばたきを二回。

『ハルナのワガママ裁判が　この次にある』

「え？　マジで？」ユーのメモを、ハルナは二度見する。

「じゃあ、裁判長は俺が交代してやる」

　頭から湯気を出しながら、俺はすっくと立ち上がった。この裁判で、無罪が勝ち取れる難しさをハルナが一番良く理解しているだろう。

　ハルナはちらりと窓を見る。それが何を意味するのか、セラもユーも、俺もわかっていた。

「逃にがすなっ！」俺の声に合わせて、窓へとダッシュするハルナとセラ。

　忍にん者じやであるセラに、速さで勝てる訳もなく、窓まど枠わくに手を掛ける前にセラに捕つかまった。

「はーなーせーよーなーっ！」

「往生際が悪いですね、ハルナ」

『先に　ハルナの裁判を』

「そうだな。またいつ逃げるかわからんし」

「ふざけんなよなっ！」

「師し匠しよう、心配しなくてもオレが弁護を——」

「ユキノリだけは絶対やだーっ！　やめろ、ショッカーっ！　ぶっとばぁすぞぉっ！」

　やいやいと喚わめくハルナを四人がかりで引きずり、視し聴ちよう覚かく室へと戻もどる。

　悠ゆう然ぜんと黒衣を纏まとい、教きよう壇だんへ座った。




「さあ——被告人、ハルナ。入にゆう廷ていして下さい」




　ダンダン。俺は清々しい笑顔で、ハンマーで印いん鑑かんの朱しゆ肉にくのようなものを二回叩いた。








あとがき









　皆さん、お久しぶりです。木き村むら心しん一いちです。

　楽しんで頂けましたでしょうか？　この六巻で、ついに恐れていた事態になりました。

　異能力バトルアクション超大作であるところの『これはゾンビですか？』が、一冊丸々ラブコメだけになってしまったのです！　これは参った！　え？　そうでもない？




　さて、またまたＷＥＢラジオ『木村心一のワンハートウィズユー』の収録へ行ってきました。

　二回目ということもあって、リラックス出来たかなと思います。

　というのも、収録現場にいる皆さんがフランクで話しやすく、マイクが入っていないときでも笑いの絶えない、ただの飲み会のような雰囲気があったからです。

　ＷＥＢラジオの収録があると聞いた私は、少し早めに富士見書房へと足を運んで、担当編集のＭ丘さん（ドＳ）に、意気揚々と電話をしました。

「今富士見書房に着きました！　いやあ、今日は楽しみですね！」

「早すぎます。その辺の公園で時間潰つぶして下さい」

「…………はい」

　あれ？　何この温度差——そうか、編集さんは私と違っていろんなお仕事があるんだし、時間より早すぎても迷惑なのは当然。ラジオ収録も勿もち論ろん遊びではなく仕事だ。

　よし、今日は浮かれずに、ビシッと行こう。声優さんも来るんだ。ムーディーでダンディーな大人の男で行こう。

　そして収録現場へ。

　キリッとした表情で、静かに待つ私の元へ、続々と人が来ます。

　パーソナリティの西にし山やまさん。プロデューサーの蜂はち屋やさん。シリーズ構成の上う江え洲ずさん。

　そして——メインキャストの声優さんが二人。

　ひゃっほおおおおっ！　可愛ええええ！

　あれ？　なんでみんな紙持ってるの？　あれ？

　自分にだけ台本がない。それに気づいたとき戦せん慄りつが走りました。

　試されている。この、関西人の血を……

『笑い』を生むために一番必要なことは『自信を持つ』ということ。自分がやること、喋しやべることが面白いと自信を持って挑まなければいけない。

　よし、喋しやべりたおしてやる！　ものごっつ喋ってやる！　作家としてではなく、関西人として！　こうして、収録は行われていきました。

　ああ、それにしても——

　はしゃぎすぎた。

　やりきった達成感と、アホなことを言い過ぎた恥ずかしさで毎夜毎夜布ふ団とんの上で悶もだえております。

　あれを聞いて不快に思った方、すいません。




　では謝辞を——

　六巻まで読んで下さった皆さん、ここまで付き合って下さって、ありがとうございます。

　ファンレターをくれる良い子のみんな、楽しませて貰ってます。ありがとう！

　アニメを手がけて下さっている皆様、変なストーリーをまとめるの、大変でしたでしょう。尊敬します。

　こぶいちさん、むりりんさん。今回の口絵は興奮するー。いつも素敵な絵をありがとうございます。次巻も変な指定をさせていただくとは思いますが、よろしくお願いします。

　編集のＭ丘（ドＳ）さん。イニシャルにする必要なかったですね。すいません。

　皆々様、イラスト以外はどうしようもない作品と著者ですが、これからも親のような温かい目で見守って頂ければ幸いです。

　では、七巻で会いましょう！





二〇一〇年九月　木村心一
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プロローグ　逆襲裁判っ！
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第一話　水着の価値、プライスレス




ドラゴンマガジン２００９年７月号（「はい、水着が眩しいです」を改題）




第二話　いいえ、私は乙女座の女




ドラゴンマガジン２００９年11月号




第三話　それは流れ星ですか？




ドラゴンマガジン２０１０年１月号（「それ、流れ星だぜ？」を改題）




第四話　ようこそ！　危険地帯へ！




ドラゴンマガジン２０１０年３月号（「はい、危険地帯です」を改題）




第五話　ヌルヌルは正義




ドラゴンマガジン２０１０年５月号（「はい、いろんな意味で死亡遊戯です」を改題）※第一話～第五話　掲載された原稿を加筆修正して収録




第六話　一年で一番床を叩かれる日
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これはゾンビですか？６




はい、どちらも嫁です








木き村むら心しん一いち
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